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　開け放たれた扉から、桜さくら色いろのそよ風が吹き込んできた。暖かな春の日差しは、厚い窓を貫いて床に黄こ金がね色いろの格子模様を描き出している。

　皇こう居きよのほとり、北きたの丸まる公こう園えん。そこに鎮ちん座ざまします田た安やす門もんの厳おごそかな出いで立たちを臨のぞみながら、私立金きん星せい高こう校こうは百二十余年の月日を重ねてきた。今その体たい育いく館かんでは、着き慣なれない制服に身を包んだ新入生たちが、期待と不安の入り混じった表情で来らい賓ひんたちのあいさつに耳を傾けている。

　厳げん粛しゆくな空気に包まれた館内。だがその厳かな雰囲気の中で、オレは一人ひとり、睡すい魔まとの果てしないバトルを繰くり広げていた。

　昨夜、緊きん張ちようして眠れないからといって、うかつにゲームに手を出してしまったのが運の尽きだった。おまけにこの会場ときたら、日差しはポカポカ、来賓たちの話は退屈。これで寝るなと言うのなら、ミニスカートで階段登りながら「覗のぞかないで痴漢」と言ってくるギャルの方がまだ余程可愛かわいげがある。今や魔ま神じんクラスまで力を高めた睡魔は、オレに最後の一いち撃げきを繰り出そうとしていた。その時──

　コテン。

　突然何かが肩に触れ、オレはハッと目を覚ました。

　ふと脇わきへ目を遣やると、なぜかオレの肩には小柄な女子生徒の頭がちょこんと乗っかっている。

　それも、ただの女子生徒ではない。明らかに日に本ほん人じん離ばなれしたベビーブロンドの髪に、生まれてこのかた日の光を浴びたことがないのではないかと疑いたくなるほど白く透き通った肌。腕はオレの手首ほど細く、長いまつ毛はふさふさと羽毛のように生はえそろっている。まさに絵に描かいたような美少女だ。

（ちょ、ええ!?）

　制服の生き地じを通して、少女の温ぬくもりが伝わってくる。ミルクにバラの花びらを浮かべたような甘い香りが立ち込め、やわらかな腕の感触にくらりと気が遠くなりかける。

（って、いやいやいや！）

　いくら眠いにしても、さすがにこれは大胆過ぎだろう。入学早々となりの男子の肩を枕まくらに眠りこけるなんて、ここはどこのカサンドラだと言いたくなるほどの無法ぶりである。

「おい、起きろよ！　先生に怒られるぞ！」

　オレは慌てて肩を揺すり、金髪美少女を起こそうとした。が、

「うん？」

　その時になってオレはようやく、彼女の唇がプールから上がった直後のように蒼あおくなっていることに気が付いた。

「お、おい、大丈夫か!?」

「だ、大丈夫、ですの…………」

　オレの問いかけに、少女はうわ言のような口ぶりで答える。見た目どおりの可愛らしいアニメ声だ。リアルでお嬢じよう様さま言葉を話す人間に会ったのは生まれて初めての経けい験けんである。とはいえ、今はそんなことに感心している場合ではない。オレは先生を呼ぼうと、かすかに腰を浮かしかけた。

　その時、

「あっ！」

　少女の身体からだが、ぐらりと大きく傾いたので、オレは咄とつ嗟さに彼女を抱きとめた。

　金きん色いろの髪が扇のように広がり、細く小さな身体が、オレの両腕にすっぽり収まる。改めて近くで見ると、本当に同じ人間かと思うほどの小さな顏である。熱あつい吐息が胸に掛かり、甘い体臭に混じって汗ばんだ香りが伝わってくる。

　ようやく異変に気付いた若い養よう護ご教きよう諭ゆが、化粧っ気のない顏に緊きん迫ぱくの色を浮かべながらオレたちのところへ駆け寄ってきた。

「ちょっとあなた、大丈夫!?」

　軽く少女の肩を揺するものの、まったく何の返事もない。

「君、手て伝つだって。とりあえず保健室に運ぶわよ」

「オ、オレですか？」

「何してるの！　早く！」

「は、はい！」

　ためらいはあったが教師の勢いに気け圧おされ、オレは遠えん慮りよがちにその女子生徒を抱え上げた。生まれて初めてのお姫さま抱っこである。予想以上に身体が密着し、思わず全身が熱くなってしまう。相手が意い識しきを失っていてくれて、本当に良かったと思う。

　背後から、男子生徒たちの羨せん望ぼうの混じった眼まな差ざしがロンギヌスの槍やりのようにグサグサと突き刺さってきた。オレはその視し線せんに気付かぬふりをしながら、逃げるように生徒たちの間を駆け抜けていく。

　気が付くと、女子生徒のスカートは風で大きくまくれ上がり、白い太ももがすっかりあらわになってしまっていた。何とか隠してやりたいところだが、生憎あいにく両手がふさがっていてどうにもならない。

「ん？」

　その時、オレは少女の内太ももに、奇妙なものを見付けた。

　下着が見えるかどうかの際どいライン。そこに小さな七つの黒子ほくろが、夜空を彩る北ほく斗とのように柄ひ杓しやくの模様を描いてちょこんと並んでいる。

「……どこの世紀末救世主だよ」

　オレが金髪美少女の姿を見たのは、その日限りのことだった。

　翌日から、少女は金きん星せい高こう校こうから姿を消していた。




　コン、コン。

「……あの、補佐、少しよろしいですか？」

　中から「おう」という返事が聞こえ、若い職しよく員いんは汗臭いにおいの立ち込める会かい議ぎ室しつに足を踏み入れた。

「これなんですけど」

「補佐」というのは「課か長ちよう補佐」の略である。係長よりも少し上、管かん理り職しよくの一歩手前の立場に当たる。若い職員が差し出した書類には、「公務員の年ねん齢れい制限の撤てつ廃ぱいに関する法律」という題字が躍おどっていた。

「ああ、『撤廃法』の案文か。どうした？」

「いま気付いたんですが、この文章だと、誰だれでも選挙に立候補できることになってしまいませんか？」

「お、気付いたか。お前なかなかよく見てるな」

　恐る恐る尋たずねるその若い職員に、補佐と呼ばれた男はにやりと笑えみを浮かべながら答えた。

「はあ？　『気付いたか』って、補佐はご存じだったんですか？」

「まあな」

　バカにされているとしか思えないその言いぶりに、若手職員は不ふ審しんに満ちた眼まな差ざしで上司に尋ねる。

「またまたぁ、冗じよう談だんですよね？　そんなの審しん議ぎでつつかれたら大ごとになっちゃいますよ？」

「いやあ、でももう決裁は上まで回っちまったし、今さら修正掛けるわけにもいかんだろ」

「え……、じゃあホントに……？」

　驚おどろいた表情を浮かべる部下に、男は諭さとすような口調で言った。

「そんなにビックリするなよ。たしかにこいつはちょっとしたミスかも知れんが…………、まあ悪いことばかりでもないと思うぞ？」

「と、言いますと？」

「だって、考えてもみろよ。最近の日に本ほんは色々行き過ぎてると思わないか？　そもそもこの撤廃法やらそれに伴う公職選挙法の改正だって、国民は国家のために役立つべきだっていう首相の意向から始まったことだろ？　このあいだも教育課程に愛国心に関する事項を盛り込む改正があったし、ずいぶん自由にモノを言いづらい世の中になっちまったじゃないか」

「そうでしょうか？　むしろぼくに言わせれば、これまでの日本が自じ虐ぎやく史し観かんや個人主義に支配され過ぎて、公共心を失っていたんだと思うんですが」

「……まあ大人おとなはいいさ。自分たちで選んだ人間が、そういう方向に日本を舵かじ取とりしてるわけだからな。だがガキどもはどうだ？　あいつらは大人たちから色々と制限を掛けられているのに、政治の場で意見を表明する機き会かいは全然ないだろ。それって随分とアンフェアな話だと思わないか？」

　上司の言葉に一いつ瞬しゆん納得しかけた男だったが、すぐに疑念に満ちた表情を取り戻し、一層険しい口く調ちようで上司に食い下がってきた。

「でも、子どもですよ？」

「ガキにだってしっかりしてる奴やつはたくさんいるさ。逆に、おかしな大人おとなだってたくさんいる。電車の中を見てみろよ。満員電車で平然と脚を伸ばして座ってる大人なんていくらでもいるし、路上じゃ、当たり前のように歩きタバコをしている大人ばかりだ。ガキどもには健康に悪いからタバコを吸うなって言っておいて、その口から吐いた煙を奴らに吸わせてるんだぜ？　だがそういう連中は選挙権も被選挙権も持っていて、ガキどもにはそのどちらも与えられていない。そのことを、お前はどう考える？」

「話は分からないでもないですけどね、でもしっかりした子どもかどうかなんて、誰だれがどう判断するんです？　そんな基準設けようとしたら、それこそ大おお騒さわぎになっちゃいますよ」

「ばーか。そのための選挙じゃねえか。そこは選挙民が判断すればいいんだよ。行政が勝手に年ねん齢れいで線せん引びきするのは越権行為ってもんだろ」

「じゃあ補佐は、投票権を持つ選挙民が自分で勝手に選べば良いと？」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、男の瞳ひとみから軽けい薄はくな色がすっと消え去り、代わりに抜身の刃やいばを思わせる怜れい悧りな光が灯った。

「そうさ。考えてもみろ。現状では、バカな大人よりよっぽどデキるガキどもから被選挙権を奪ってるだけじゃなくて、大人たちからもそういう奴らを選ぶ選挙権を奪っているんだ。そんなの誰の得にもならねえだろ。優ゆう秀しゆうな人材を早期に取り入れる。それがこの撤てつ廃ぱい法ほうの趣しゆ旨しってもんじゃねえか」

「それはそうかもしれませんけど、うう～ん……」

　どこか釈然としない面おも持もちで腕を組む若手職しよく員いんの様よう子すを見ながら、上司はニヤッとイタズラっぽい笑えみを浮かべた。

「まあ実際には政省令とか運用で縛しばりを掛ければいいんだから、そんなことする奴は出てこないだろうけどな」

　その言葉を聞いた若手職員は、ハッと何かに気付いた様よう子すで上司に尋たずね返す。

「まさか……、ぼくを試したんですか？」

　答える代わりに上司は、「へっ、へっ、へっ」と意地の悪そうな笑い声を上げた。

「やめてくださいよ～補佐、ちょっとビビっちゃったじゃないですか」

「そのくらいで動揺してるようじゃ、お前もまだまだだな」

　ははははは。

　狭い会かい議ぎ室しつに、気の抜けた笑い声が響ひびく。

　窓の外では、国こつ交こう省しようと外がい務む省しように挟まれながら、白い花か崗こう岩がんに覆おおわれた国こつ会かい議ぎ事じ堂どうが重々しく四し囲いを圧していた。
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　粘性を持った空気がじっとりと肌にまとわり付いてくる。正面から吹き付ける熱ねつ風ぷうが、まるで巨大な風ふ呂ろの中を歩いているかのような強い抵抗感を全身に引き起こす。

「……暑あっちい」

　七月の日にち曜よう日び、オレは埼さい玉たまの北部で行われている小規模な同人イベントに来ていた。本当は都内で開かれている近場のイベントへ行きたいところなのだが、うっかり知り合いに出くわしてしまうと厄やつ介かいなので、わざわざ地元から離はなれた隣りん県けんにまで足を延ばしている。

（ここもガラガラだなあ……）

　以前は都外でもそれなりに賑にぎわっていた同人誌即売会だったが、最近では規制も厳きびしくなって、かつての賑わいもすっかり鳴りを潜ひそめてしまっていた。今こうして辺りを見回してみても、客は数えるほどしか見当たらない。ほんの一昔前までクールジャパンが褒ほめそやされていたというのに、まるで違う国に来てしまったかのような隔かく世せい感かんだ。オレたちオタクがこんなイベントに参加できるのも、あとわずかのことなのかも知れない。

「政治家は条例で同人誌やコスプレも取とり締しまろうとしてるって聞くし、まったく、日に本ほんオワタだよなー。うん？」

　ところが今日きように限って、珍しく人だかりのできている一角があった。

（人気サークルでも来ているのか？）

　好奇心に引かれてふらふら寄ってみると、そこではレイヤーの撮さつ影えい会かいが行われていた。

「すみませーん、目め線せんこっちくださーい」

「こっちにもお願ねがいしまーす」

　最近ではオタクと呼ばれる連中もすっかり垢あか抜ぬけた格好をするようになったが、ここだけはかつてのテンプレなオタクファッションをした猛も者さたちが、天下分け目の勝負とばかり、自慢のカメラで真剣な撮さつ影えいに興きようじている。

（こんな光景も、最近じゃあすっかり見なくなったなあ……）

　かすかな郷きよう愁しゆうを覚えつつ、一体どんな美少女レイヤーが来ているのかと思いながら人ゴミの合間を縫ぬって覗のぞき込んでみると、

「あれ？」

　妙な既き視し感かんに、オレは思わず首をかしげた。

　そこにいたのは紛まごう方かたなき美少女だった。百人いれば、百二十人が振り向くほどの美少女である。ところがオレは、彼女の容姿にさほど驚おどろいていなかった。

　なぜなら、

「あの子、どっかで見たことがあるような……」

　と思ったからだ。

　その子は、人気ギャルゲーの「ラブ卍まんじ」のヒロイン「星ほし崎ざき忍しのぶ」のコスをしていた。
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　忍はハーフの帰国子女という設定だったが、いま目の前で忍のコスチュームに身を包んでいる少女も、ゲームと同じく澄すんだ碧へき眼がんに金きん色いろの髪をなびかせている。あの自然な光こう沢たくを見る限り、ウィッグではなく地毛なのだろう。

（金髪か。以前、どこかであんな髪を見たことがあったような……）

「──きみもリリイちゃんのファン？」

　突然、隣となりに立っていた大学生くらいの男性から声を掛けられて、オレはハッと我に返った。

「あ、いえ、初めてなんですけど……」

　リリイっていうのか、と思いつつ、オレは男に適当な言葉を返す。

「そっか、初めてか。だったら運が良かったね。リリイちゃんは地方のイベントばっかり転々としてるから、なかなかお目に掛かれないんだよ。ブログもやってないみたいだし、次にどこの会場に現れるか分からないから、会えた時にはみんなああやって必死に写真を撮とらせてもらうんだ。ぼくもウワサでしか聞いたことなかったけど、実際に見ると想像以上の美少女でビックリしたよ」

「はあ、そうなんですか……」

　その後も男は興こう奮ふん冷めやらぬ様よう子すで、少女がいかに美しく大人気であるかということを延々語り続けてくれたが、オレの方は彼女に対して覚えた妙な既視感が気になって、男の言葉などほとんど上うわの空そらだった。

　ただ一点、

（……地方の会場を転々としているなんて、オレみたいだな）

　その部分だけは、どういうわけか深く心に残ったのだった。




　都内に比べて随分広く見える空に、カラスの鳴き声がこだまし始めた。あれほど暑かった会場にも、幾分ひんやりした空気が漂い始めている。

　ひと通りお目当ての買い物を済ませたオレは、紙袋を提げてバス停に向かって歩いていた。細長い影かげがイタズラっ子のようにオレを追い駆け、強い西日が本日最後の営業とばかり、燦さん々さんと光を投げかけてくる。

　会場を出る直前のところでベンチに座る先ほどの美少女を見かけ、オレは思わずその場に立ち止まった。少女の隣には、メイドの衣装を着たレイヤー仲間と思おぼしき女性が腰かけている。

　肩ほどの長さの黒髪に、整ととのってはいるが能面のように無む機き質しつな顔立ち。年ねん齢れいも身長も一回り以上うえに見えるその女性は、少女が美お味いしそうにソフトクリームを舐なめているのを、隣からじっと無表情に眺め続けている。

（あんまり似てないけど、姉妹……か？）

　何とはなしにその様よう子すを見ていると、突然、一陣の風が二人ふたりに襲おそいかかり、ふわりと少女のスカートをまくし上げた。

　チラリと目に映る、ボーイレングスの可愛らしいピンクのショーツ。

「ひゃう！」

　少女が可愛かわいらしい悲鳴を上げ、ヒラヒラと舞まう生き地じを慌てて押さえ付けた。

　だが、もう遅い。オレの目はすでに重大なものを捉とらえてしまっている。

　オレは見てしまったのだ。なだらかな曲きよく線せんを描く薄桃色の丘、

　の隣。

　太もものつけねに燦然と輝かがやく、北ほく斗との七つ星の姿を。




「今のは……」

　思わず口をついて出た言葉に、少女がハッと顏を上げる。

「……見たんですの？」

　この聞き覚えのある特徴的なアニメ声。やたら気位の高そうなお嬢じよう様さま言葉。

　間違いない。

「お、お前……金きん星せい高こう校こう一年の久く宝ほうさゆりか！」

　オレはあの時のことを思い出し、腹の底から湧わき上がる怒りに全身を打うち震ふるわせていた。

　何を隠そう、入学式のあの日、オレはこいつを保健室まで運んでやったせいで大変な目に遭ったのである。

　男子たちからは「お前、あんな可愛かわいい子抱っこしやがって、うらやましいじゃねえか！」と騒さわぎ立てられるし、女子たちからは「アイツどさくさに紛れて変なところ触ってなかった？」「マジ？　うっわ、キモッ」などとあらぬ誤解を受けるし……せめてひと言くらい詫わびを入れてもらわないと、割に合わない。

「ど、どなたですの……？」

「とぼけんな！　そのホクロが何よりの証拠だ」

「ホクロ……？」

　オレが指を差すと、美少女はキョトンと首を傾かしげながら、こっそりスカートをめくって自分の内太ももを確かく認にんした……っておいおい、思春期の男子の前で何てことしてんだよ！

　次の瞬しゆん間かん、少女の顏がみるみる赤く染まる。

「や、やっぱり見たんですのね！　この変態！　鬼畜！　淫いん獣じゆう！」

　ギャーギャー騒さわぎ出す少女。だが、こちらもそれどころではない。

「あのなあ、オレはお前のせいで大変な目に遭ったんだぞ！　ここで会ったが百年目、今日きようこそ泣いて詫わびてもらうからな！」

「いい加減にしてくださいまし！　あなた一体だ──むぎゅ！」

　久く宝ほうがしゃべりかけたところで、突然、隣となりに座っていたメイドコスの女性がその口をふさいだ。

「ふがふが！」

　驚おどろいて目を白黒させる久宝を完全に無視して、そのメイドさんは淡々とした口く調ちようで言う。

「失礼ですが、他人の空似ではないでしょうか。この方は、あなたのおっしゃるような方ではございません」

「はあ？」

　疑惑の眼まな差ざしを向けるオレに、しかしメイドさんはまるで動じる風もなく、堂々とした態度でこう言ってのける。

「この方は、ラブ卍まんじのヒロイン、星ほし崎ざき忍しのぶです」

　おいおいおい……。

　オレは呆あきれて言葉を失った。言い訳にも限度があるだろ常じよう識しき的てきに考えて……。

　しかし……

「私が、星崎忍……」

「そうですお嬢じよう様さま、お嬢様こそ星崎忍です」

「そ、そうですわ！」

「あん？」

「わたくし、久く宝ほうなんたらいう人間のことなぞまったくこれっぽっちも存じ上げませんわ！　わたくしは星ほし崎ざき忍しのぶ！　ラブ卍まんじのヒロイン、星崎忍ですわ！」

　非常に残念なことに、言われた方もすっかりその気になってしまっていた。ただでさえイタい空気が、もはや見るに堪たえないほどのイタさにレベルアップしてしまっている。

「さすがお嬢じよう様さまです」

　自称星崎さんは、「ドヤァ！」とまんざらでもない表情を浮かべていたが、一方のメイドさんは、わざとらしい拍手を送りながら陰で腹黒そうな笑えみを浮かべている。

（……ああ、なるほどね）

　その様よう子すを見て、オレはようやくこのメイドさんの真意を悟った。

　つまりこのメイドさんは、久宝の正体がばれそうになったので、うまいこと久宝をノせて話をかき回したのである。

「さあ、参りましょうお嬢様。あのような下げ賤せんの輩やからと関かかわっていたら、お嬢様の心まで男子高校剣道部の防具のように穢けがれてしまいます。それはもう、ぷーんとにおってしまいます」

「まあ、いやですわ」

「ちょっ、人を生物化学兵器みたいに言うんじゃねえよ！」

「うるさい。溶けてなくなれ、このトイレボールが」

「トイレボール!?」

　新手の罵ば倒とうに思わず絶句していると、二人ふたりはスッと立ち上がり、そのまま何事もなかったかのように更衣室がある建物へと向かって歩き始めた。

　おのれ。こうなったら奴やつらをただで帰すわけにはいかない。奴らにもオレが受けた屈辱の何分の一かは味わってもらわないと、こっちだって気が済まない。

（！　そうだ）

　オレは咄とつ嗟さにとある計略を思い付き、ごく自然に、二人ふたりの背中に向けて声を掛けた。

「おい、何か落っことしたぞ、久宝」

「え、どれですの？」

　間抜けなお嬢様が振り返ったと同時に、メイドさんが自分のこめかみを押さえるのが見えた。

「ああ、悪わりい悪わりい。ウソだよ久宝」

「は？　どういうことですの？」

「別にお前は何も落としちゃいねえよ久宝」

「何も落としていないって……一体何のご冗じよう談だんですの？」

「お嬢様……」

「ふえ？」

　呆あきれ気ぎ味みのメイドさんの表情を見て、久宝はようやく事態を察したらしい。

「…………？　あ、ああーっ」

「よう、久宝」

「あなた、わたくしにかまを掛けましたのね！」

「単に名前を呼んだだけだろ」

「卑劣ですわ！　カードバトルで決闘デユエルしている相手にいきなりグーパンぶち込むくらいの卑劣さですわ！」

「何かよく分からんが大変そうだな……」

　ギャーギャーとよく分からないクレームを付けられたが、いずれにせよ、これでこいつが久く宝ほうさゆり本人であることはハッキリした。

「ま、これでおあいこってことで」

　復ふく讐しゆうは果たした。口く惜やしさに顏を歪ゆがめる久宝の姿を拝おがめただけで、オレは充分満足である。すっきりと溜りゆう飲いんの下がったところで、オレはちょうどよく到着したバスに乗り込もうとした。

　次の瞬しゆん間かん。

「待て」

　え？

　首筋にヒヤリとしたものを感じ、オレは反射的にその場で立ち止った。すぐ隣となりを見ると、なぜかそこにはコンバットナイフをオレの首元に突き付けるメイドさんが立っていた。

「ちょ、な、何してるんですか……、危ないじゃないですか」

　思わず紙袋を取り落としながら、震ふるえる声でオレは尋たずねる。

「久宝家を舐なめるな。人一人ひとり消すくらい、我々にとってはバニッシュ＆デスを使わずにＦＦ６をクリアするのと同じくらい容た易やすいことなのだぞ？」

「意外と難むずかしいじゃねえか！」

「フッ、何も死ぬことだけが究極の苦痛ではないということだ。その気になれば、土下座してでも死を懇こん願がんしたくなるような生いき地じ獄ごくを味わわせてやることもできる」

「た、たとえば……？」

「貴様が持っているすべての辞書のありとあらゆる卑ひ猥わいな単語に、蛍光ペンでマーカーを引いておいてやる」

「やめてー!!」

　地味に効果的過ぎる！　そんなことされたらオレは社会的に死んでしまう！

「それが嫌いやなら、大人おとなしくわたしの言うことを聞くのだな」

　やれやれ、こうなったらしょうがない。

「……分かりました」

「ようやく観かん念ねんしたか」

「別に？　人の趣しゆ味みを他人に吹ふい聴ちようして回ることなんて、興きよう味みないですし」

「ほう」

「それにオレだって、こんなところに来ている以上同じ穴のムジナですからね。今のご時世でそんなことされたら困るってことくらい、充分分かってるってもんですよ」

「そうか、それは殊勝な心がけだ」

「そりゃどうも……っと、あれ？　そういえば久く宝ほうは」

　ふと振り返ると、そこには、オレが取り落とした紙袋の中に入っていた同人誌をウキウキした表情で読みふける、久宝の姿があった。

「……さゆりお嬢じよう様さま」

「ひゃうっ!?　な、何ですの舞ま已い!?　わ、わたくしはこの紙袋の中に入っていた作品に傷が付いていないか、確かく認にんして差し上げていただけでしてよ！」

　必死で隠そうとしているが、バレバレである。地じ獄ごくの炎さえも一いつ瞬しゆんで凍り付かせるようなメイドさんの冷たい視し線せんに、久宝はわたわたと同人誌を片付け始める。

「気に入ったのか、それ？」

　久宝が手にしていたのは、オレがひいきにしているサークル「赤あか羽ばねハープ」の最新刊だった。いま久宝が着ているラブ卍まんじの二次創作をメインにした、泣かせるストーリー展開と美び麗れいなセクシーシーンに定評のある人気同人作家だ。個人サークルのためか、今日きようも委託販売ではあったが、開始早々長ちよう蛇だの列ができ上がっていたため、手に入るかどうかひやひやした一品である。

「べ、別に、あなたには関係のないことですわ！」

「好きなんだな？」

「ま、まあ嫌いではありませんけど……」

「だったらそれ、やるよ」

「ふえっ!?」

　久宝がおかしな叫び声を上げながら、目をぱちくりさせた。

「いいんですの？　これは手に入れるのがとても難むずかしいものではございませんの？」

「いいんだよ。オレとしても、同人好きの仲間がいるのは嬉うれしいことだからな」

「あなた、案外良い人ですのね」

「案外は余計だ」

「死亡フラグを立てた挙句、主人公の代わりに撃うたれて死ぬ上官並みに良い人ですわ」

「誉ほめるなら最後まできちんと褒め切って！」

　どこまでも人をおちょくったお嬢様である。

　だが、まあいっか、とオレはズボンに付いた砂すな埃ぼこりを払い、夕ゆう陽ひに目を眇すがめた。

　今日きようはなかなか面おも白しろい一日だった。始業式以来姿を見せなかった久宝に会って、あの日のお返しをすることもできたし、その久宝がオレと同じオタク女だということも分かった。再会のあいさつ代わりにお勧め同人誌を一冊ぐらいくれてやるのも悪くない。

「じゃあな久宝、お前、もう学校でオレに倒れかかってくるようなマネはするなよ」

「え？」

　オレの言葉に、久く宝ほうがビックリしたような表情を浮かべた。

「も、もしかして、あなたがあの時、わたしを……」

「ああ。おかげで男子からやっかまれるわ、女子から変態扱いされるわで大変だったんだぞ？」

　ようやく言ってやることができた。何となく、胸のつかえが取れたような気分だ。

「あなた、お名前は？」

「あん？」

「名前は何と、おっしゃるんですの？」

「え？　ああ、桐きり島しま啓けい太ただけど」

「桐島、啓太……」

　久宝が何やら神妙な表情を浮かべながら、オレの顏をまじまじと見つめてきた。

「な、何だよ……」

　突き刺さりそうなほど真まっ直すぐな視し線せんを投げかけてくる久宝。さっきからやたら距きよ離りが近いような気もするのだが、オレの考え過ぎだろうか。

「そろそろお帰りの時間です、さゆりお嬢じよう様さま」

　メイドさんが、まるで本物のメイドさんであるかのように、恭うやうやしい口く調ちようで久宝に告げた。

「って、まさか──あんた、本物の……、メイドさん？」

　思わず口をついて出た疑問に、久宝が呆あきれたような面おも持もちで答えた。

「は？　何をおっしゃってますの？　舞ま已いは正真正銘、わたくしの専属メイドですわ。どこかにニセモノのメイドでもいるんでして？」

「いやいやそこら中ニセモノだらけですよ！　……マジで!?」

「そういうことだ。大方貴様はこの服装を見て、コスプレだと勘違いしていたのだろう」

「ええ、すみません……」

「まあ、こんな格好をしたメイドは久宝家でもわたし一人ひとりだがな」

「やっぱコスプレかよ！」

「違う。さゆりお嬢様のご趣しゆ味みだ」

「あら、初めてわたくしの専属メイドになった時からその服装ではなかったかしら？」

「さあ、さゆりお嬢様、お迎えのお車が到着いたしました。早くこちらへ」

　すかさずメイドさんこと舞已さんは、バス停に横付けされた黒塗りのリムジンの脇わきに立って久宝に中へ入るよう促す。この人いま、何か誤ご魔ま化かそうとしてませんでした？

　言われるがまま車に乗り込もうとした久宝だったが、ふとドアの前で立ち止まると、なぜかその場でもじもじおかしな動きを見せ始めた。

「……さゆりお嬢様？」

　もう一度舞已さんが呼びかけると、久宝はいきなりクルリと振り返り、オレの許もとへ駆け寄ってくる。

「お、おい？」

　そしてそのままオレのすぐ目の前に立つと、耳元に口を寄せ、顏を真まっ赤かにしながら小さな声で囁ささやいた。




「──ありがとう」




　瞬しゆん間かん、ドキンとオレの胸が高鳴った。耳をくすぐる熱あつい吐息が、オレの頬ほおまで赤く染める。

　久く宝ほうは弾はじかれたように駆け出すと、呆あつ気けに取られて立ち尽くすオレを置き去りに、今度こそ大人おとなしくリムジンへと乗り込んだ。軽快なエンジン音を立てて、黒光りする高級車がゆっくり滑り出す。

　去り際、久宝が窓に顏を寄せて何か口をパクパクさせるのが見えた。

　オレにはそれが、

「またね」

　と言っているように見えたのだが、きっとただの気のせいだろう。





２






　教室に入ると、ヒヤッとした空気がオレの身体からだを包み込んだ。文明の利器のありがたさを思い知る瞬間である。クーラーがなかった時代の人たちは、一体どうやって勉強していたのだろうと思う。

「ふうっ」

　昨日きのうは妙な連中に遭遇してしまったが、今日きようはいつもどおり、実に平和なスタートである。この平和がいつまでも続けば良い。

　ところが、

「おい、あれ……」

「……もしかして……例の」

「ねえ、……どうして」

　オレの意に反して、廊下の方からざわざわとした声が聞こえてきた。

　朝っぱらから一体何だろう。面めん倒どう事ごとなら真まっ平ぴら御ご免めんである。ところが、オレの希望など却下だと言わんばかりに、ざわめきは少しずつこの教室へと近付いてくる。やがて何となく不吉な予感を覚え始めた頃ころ、

　ガラガラガラ！

　教室の扉が開かれ、突然オレの許もとへ災さい厄やくが訪れた。

「げっ」

　ドアを開けたそいつの姿を見て、オレは思わず呻うめき声ごえを漏らす。

　その災厄は、輝かがやくような金髪とサファイアのような蒼あおい瞳ひとみを持ち、雪のごとく白い肌で覆おおわれた姿をしていた。

　そいつはクラス中の視し線せんを一身に集めながら、不安げにキョロキョロ室内を見回すと、あろうことかオレの方に駆け寄ってきて、




「ごきげんよう、啓けい太た！」




　などと笑え顔がおで言ってのけたのである。

（～～～～～～～～!!）

　たちまち教室内は騒そう然ぜんとなった。

　それもそのはず。始業式以来姿を見せなかった美少女クラスメイトが何の前触れもなしに突然登校してきた挙句、いきなり特定の男子に笑顔であいさつしてきたのである。

「おい啓太！　あれ久く宝ほうさんじゃねえか!?　一体どういうことよ！」

　入学以来の友人である柳やな川がわ直なお也やが、ナポレオンの戴たい冠かんを知ったベートーベンのような表情で食い付いてきた。だが、どういうことなのか知りたいのはむしろこっちの方である。たしかに昨日きのう、同人イベントでバッタリ出くわしたが、ほんの数すう言こと会話を交わしただけで、すぐに別れてしまったはずだ。

　周囲から、「あの子、たしか始業式で倒れた美少女じゃない……？」「やっぱりすっげえ可愛かわいいな……」などという呟つぶやきが漏れ聞こえてくる。だが久宝はそんな声をまるで気にする様よう子すもなく、ニッコリ微笑ほほえみながら、とんでもないことを口にしてくれた。

「昨日はとても楽しかったですわ、啓太！　わたくし、あなたとお話ししたくて今日きようからきちんと登校することにいたしましたの！」

　その瞬しゆん間かん、教室内のざわめきが最さい高こう潮ちように達した。

「昨日のことって何!?」

「あいついつの間にあんな可愛い子と……!!」

「桐きり島しまァ、お前って奴やつは……!!」

　背後では、直也がショックの余り真っ白な姿になって口からエクトプラズムを吐き出している。すでに教室内は混こん沌とんの真まっ只ただ中なかだ。

「どうなさいましたの、啓太？　昨日はあんなに激はげしくわたくしを責め立てたのに、今日はとても大人おとなしいんですのね？」

　お前それ、わざと言ってねえか!?

「桐きり島しまァァァァァァァァァ!!　てめえの血は何色だああああああ！」

「贄にえ、贄ェェェェェ」

「……げる」

　いや、血の色は普通に赤なんですけど！　ていうか誰だれだ今オレを捧ささげた奴やつ！

　まるで、いつも観みているアニメの枠で別の番組がやっていた時のような気分だった。

　オレは頭のてっぺんから足の先までどっぷり困惑に浸つかりながら、呆ぼう然ぜんとした面おも持もちで久く宝ほうの顏を見返す。奴は小憎らしいほど可愛い仕し草ぐさで、オレにニコッと微笑ほほえみ返してきた。




　ホームルームが終わると、生徒たちがザワザワおしゃべりをしながら席を立ち始めた。

「啓けい太た、皆さん何をなさってますの？」

　いつの間にかちょこんとオレの脇わきに立った久宝が、不ふ思し議ぎそうにその様よう子すを眺めている。

「ああ、一限は体育だからな。みんな更衣室に行くんだよ」

「体育！」

　その言葉を聞いた久宝が、パッと明るい笑え顔がおを浮かべる。

「早速わたくしのブルマが役立つ時がきましたのね！」

「立たねえよ！　そんなもん、ドラ○もんの地ち球きゆう破は壊かい爆ばく弾だん並みに使いどころねえよ！　いや、そもそも何でそんなもん持ってんだよ！」

「何かおかしかったでしょうか？　わたくしが存じているアニメやマンガやゲームでは、女子生徒は例外なくブルマを穿はいてましてよ？」

「あのなあ、それはフィクションの中での話だ。いまどき本当にブルマ穿いて体育やってる学校なんて、どこにもねえぞ？　お前、世間知らずも大概にしとけって」

「むっ！」

　思わず言ったひと言に、久宝はカチンときた表情を浮かべる。

「ふ、ふん！　見くびらないでくださいませ！　今のはあなたの常じよう識しき力りよくをテストしたまでのことですわ！」

「えらいレベルの低いテストだな……」

「わたくしだって現代人がブルマを穿いていないことくらい存じてましてよ！　あれはフィクション。そう、明めい治じ時じ代だいに飛ひ天てん○剣つるぎ流りゆうが存在したというのと同じくらいフィクションですわ！」

「いや、ブルマは一応実在してたからね!?」

「いいえ、わたくしはもう騙だまされません。啓太はそうやってわたくしのことを笑いものにするつもりなのでしょう。ブルマというものはあくまで伝説上の神器。アーサー王にエクスカリバー、オーディンにグングニル、女子高生にブルマですわ！」

「ブルマすげえな！」

　もしブルマにそんな力があったら、昭しよう和わの体育の授業は大だい惨さん事じだぞ！

　結局、久く宝ほうはたまたま体育を休むことになった女子から短パンを借りて授業に出席することとなった。オレはホッと胸を撫なで下ろしつつも、これからますます降りかかってくるであろう災さい難なんを思い、深い溜ため息いきをつくのであった。
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　予想はしていたが、体育の授業を受ける久宝の姿はまさに凄せい惨さんを極めた。バレーボールだったのだが、ボールは基本、顔面レシーブである。まあ顔面ブロックだけでワールドユースの全ぜん日に本ほん代だい表ひようになれる人もいるくらいだから捨てたものではないのかも知れないが、少なくともお嬢じよう様さまキャラにはおすすめできない。

「顏が……顏が痛いですの……うう」

「お前、そんな運動神経でよく今まで生きてこれたな……」

　淑女らしからぬセリフを口にする久宝に、軽くツッコミながら更衣室へ向かっていると、

「あら？」

「どうした」

「あれは何をなさってますの？」

　ガラの悪い男子生徒が二、三人集まって、一人ひとりの気が弱そうな男子生徒をからかっている現場に遭遇した。

「何だよお前、こんなもん学校に持ってきてんのか」

「どれどれ」

「ちょ、や、やめてください……」

　どうやらアニメのＤＶＤか何かを廊下にある個人ロッカーにしまおうとしたところ、連中に見つかってしまい、吊つるし上げに遭っているようだ。

「気にするな、あいつらの言うとおり、学校にあんなものを持ってくる奴やつが悪い」

「で、でも……」

　一方、連中の加か虐ぎやく的てきな振ふる舞まいは、どんどんエスカレートを見せ始めていた。

「プッ、高校生にもなってこんなガキっぽいもん観みてんのかよコイツ」

「家でも一人ひとりで『萌もえー』とか叫んでんだろ？　ああ？」

「おら、ブヒブヒ言ってみろよ。ギャハハハ！」

　それは見ていて気分の良いものではなかった。当たり前だ。ただでさえイジメなど不愉快極まりない行為なのに、人の趣しゆ味みや嗜し好こうをあげつらってバカにするなどというのは、その中でも最低の部類に入る。

　アニメを観みてお前らに迷惑掛けたか？　お前らの好きなものがアニメより高こう尚しようなものだと、どうして言える？

　今すぐ駆け寄って、そう問とい質ただしてやりたいところだった。

　だが、そんなことを実際口にすることはない。そんなことをすれば、オレの方が攻こう撃げきのターゲットにされてしまう。まったくバカげた話である。そもそもオレたちは、そういう目に遭わないため、自分で自分の身を守らなければならないのだ。あそこの奴やつは、その配はい慮りよを怠おこたった。たとえるなら、最初から罠わなだらけと分かっているダンジョンで、トラップ回かい避ひのアビリティを使わずにノコノコ歩いてしまったようなものである。これを自業自得と言わずして何と言おう。

　ところが、そうは思わない奴もいた。

「許せませんわ……!!」

「おい待て」

　飛び出そうとする久く宝ほうの腕を、オレはガシッと握にぎり締しめる。

「離はなしてくださいます？　わたくし、これ以上あんな暴ぼう挙きよを黙だまって見ていることなどできませんの」

「落ち着けって」

「なぜ落ち着いていられますの!?　アニメのＤＶＤを持っているだけであんな風に口汚く罵ののしられるだなんて、わたくしには到底納得できませんわ!!」

「納得できなくていい。ただ、そういうもんなんだってことは理解しろ。そうしないと、次はお前がああなる番だ」

「構いませんわ！　ノブレス・オブリージュ。高貴なる者には、正しい振ふる舞まいをする義務がございましてよ！」

　その時である。

「おいお前ら、何やってる！」

　久宝が突撃しかけたのと同時に、ゴツイ風ふう体ていの男性教きよう諭ゆがグループの間へ割って入ってきた。

「げ、やべえ」

　取り囲んでいたガラの悪い男子生徒たちが、目に見えて浮足立つ。

「大丈夫か、ケガはしていないか？」

　教師の優やさしい言葉に、いじめられていた生徒はホッと安あん堵どの表情を浮かべた。どうやらこれで、彼もひどい目に遭わずに済みそうだ。

　オレたちもその様よう子すを遠目に見ながら、小さく胸を撫なで下ろす。

　ところが、

「ん？　何だそれは。お前らそんなもんでケンカしてたのか」

　もめ事のタネになったＤＶＤを目にした途と端たん、教師は呆あきれた面おも持もちで溜ため息いきをついた。

「これだからオタクは……。いいかお前ら、オタクなんてもんは公こう序じよ良りよう俗ぞくを乱す社会のゴミだ。ゴミはゴミらしくゴミ箱に入れておけばいい。わざわざゴミ箱から取り出して弄もてあそんでいたら、お前らの方までゴミまみれになるぞ」

　それだけ言うと、教師はまるで何事もなかったかのようにすたすたと歩み去ってしまった。

「お、おい、行こうぜ」

「ああ……」

「ゴミのせいでムダな時間食ったぜ」

　寄ってたかっていじめていた生徒たちも、蔑さげすむような目だけ残してその場を離はなれていく。後にはＤＶＤを持ってその場にへたり込む、男子生徒だけが一人ひとり取り残された。

「ひでえな……」

　あまりに無惨な光景に、思わず男子生徒の背中から目を逸そらす。

「……何ですの、あれは」

　その時、オレの隣となりで久く宝ほうが声を震ふるわせながら呟つぶやいた。

「教師だからって、どうしてあんなことが許されますの……!?」

　今にも教師を追い駆けて、食ってかかりそうな勢いだ。

（まずい……）

　生徒同士ならともかく、教師まで巻き込んだ騒さわぎを起こしてしまったら、さすがにフォローのしようがない。下へ手たをすればオレにまで累るいが及ぶ。

「久宝、ちょっと来い」

　オレは今にも噛かみつかんばかりの気け配はいを漂わせる久宝を半ば引っ張るようにして、一いつ旦たん校舎の外まで連れ出した。




「一体どういうつもりですの、啓けい太た！」

　人ひと気けのない木陰のベンチに腰を下ろすと、待ちかねたとばかり、久宝がオレに不満をぶつけてきた。

「敵前逃亡なんて銃殺ものですわ！　先人も『逃げちゃダメだ』と教えてるではありませんの！」

　先人って、アレお前より歳とし下しただぞ？

「あのなあ久宝、こうも言うぞ、『逃げるな、生きることの方が戦いだ』ってな」

「……どういうことですの？」

「どうもこうもあるか。あの場で教師に突っかかっていったら、こっちがタダじゃ済まなかったぞ？　お前、ニュースとか見てないのか？」

「ニュース？」

　はあ……。

　オレは今日きよう何度目になるか分からない深い溜ため息いきをついた。

「いいか、よく聞け久宝。なぜかこんな常じよう識しき的てきなことを知らないみたいだから教えてやるがな、いま日に本ほんでは、オタクの存在がまた昔みたいに白はく眼がん視しされつつあるんだぞ」

「は……？　ど、どうしてですの？」

「簡かん単たんなことさ。オタクは不道徳で不ふ真ま面じ目めなんだってよ。二次元にうつつをぬかしているヒマがあったら、この日本国のために身命削り倒して尽くしやがれこの野郎、ってわけだ」

「そんな乱らん暴ぼうな──」

「特に東とう京きよう都とは、健全育成条例を改定して同人誌やコスプレなんかを制限し、違反者には罰則適用をすることを審しん議ぎしている。この条例案が成立したら、もう都内じゃ同人イベントなんか開けなくなるだろうな」

「そ、そんなのおかしいですわ！」

「まあな。ひと頃ころは、日本のオタク文化を海外にアピールして観かん光こう客きやくを増やそうとか、産業振しん興こうに結び付けようなんて動きもあったんだがな……。政治家の中には、自分がオタクだってことを売りにしてる奴やつまでいたくらいだ。けど、今の内閣が大きな支持を得るようになると、そいつらみんな手の平返したようにオタクの『オ』の字も口にしなくなっちまった」

「そんな、知りませんでしたわ……」

　さすがの久く宝ほうもこれにはショックを隠し切れないようだった。

「だから、ここは大人おとなしく──」

　と思ったのだが、

「わたくしの住む東京でそんなバカなことが行われようとしているだなんて、わたくし、ちっとも知りませんでしたわ!!」

　残念ながら、こいつには逆効果のようだった。

　オレはその場で頭を抱え込んだ。今の日本の状況を教えてやれば少しは大人しくなるだろうと思っていたのに、かえってやる気になってしまうなんて想定外である。

「決めましたわ啓けい太た！　わたくし都庁に就しゆう職しよくして、その愚かな条例が成立するのを防ぎ止めてみせますわ！　これがわたくしのノブレス・オブリージュですの！」

「やめとけって、都庁に入るまであと何年かかると思ってるんだよ。お前が都庁に就職した頃にはとっくに条例なんか施せ行こうされてるぞ」

「むむ……!!　そ、それでも条例を廃止させることくらいできるはずですわ！」

「条例を廃止させるったって、そんな簡かん単たんなことじゃねえぞ。それこそ、就職して一年や二年のペーペーができるような話じゃねえだろ」

「うう～～～!!」

　久宝がくやしそうな目でこちらを睨にらみ付けてくる。ハムスターがガン飛ばしてくるのと同じくらいは迫力あるだろうか。

「あ、そうですの！」

「うん？」

　突然、久く宝ほうがポンと手を打ちながら叫んだ。

「ふっふっふっ、わたくし、大事なこと忘れてましてよ」

「何だよ……」

「啓けい太たは『撤てつ廃ぱい法ほう』のことはご存じありませんの？」

「撤廃法？　ああ、公務員の年ねん齢れい制限をバッサリ取り去って、若くても能力のある奴やつをどんどん登用しようっていう、あの法律か？」

「そうですわ。いいですこと、啓太。今年ことしの春に成立した『撤廃法』によって、公務員の年齢制限は撤廃されてしまったんでしてよ？　つまり、このわたくしでも試し験けんを受けて合格すれば、都庁に就しゆう職しよくすることができるのですわ！」

　おいおい……

「お前、ドヤ顔で何言ってんだよ……」

「ド……、ちょ、し、失礼ですわ！　いきなり何をおっしゃるんですの！」

「なあ久宝、世の中そんな甘い話があると思うか？」

「ど、どういう意味ですの？」

　オレは趣しゆ味みに浸ひたった生活を送るためなら、あらゆる努力を厭いとわない人間である。とっとと安定してそこそこ収入が高い職業に就つけるのなら、こんな美お味いしい話はない。オレは撤廃法の成立をニュースで見た後、早速ホームページなどで各種公務員の募集要項を調しらべまくった。

　その結果分かったのは、

「撤廃法には、落とし穴が用意されているんだよ」

「……落とし、穴？」

「そう、たしかに公務員の年齢制限は撤廃された。ところが採用試験の案内を見てみるとどうだ。国家公務員だろうが地方公務員だろうが、パンフレットを開けば必ずこう書いてある。『受験資格があるのは大学や高校を卒業した人だけです』ってな。結局役所の連中は、年齢制限を撤廃した代わりに受験資格を制限して、これまでどおりのやり方を続けているってわけさ」

「そんな、ズルいですわ！」

「ズルかろうがなんだろうが、それが大人おとなの世界なんだよ」

　オレは諦てい念ねんに満ちた声で久宝を諭さとした。

　子どもなんて所しよ詮せん、親のすねかじりだ。大人の言うことに逆らえないのも、結局のところ自立していないからなのである。本当にやりたいことがあるのならば、まずは親元から離はなれて独立しなければならない。それまでのあいだは、ただ雌し伏ふくあるのみである。

「悪いことは言わん。ちゃんと大学卒業するまでは大人しくしてろ。社会に出たらお前のやりたいようにやれば良い」

「うう……」

　と、その時。

　キーン、コーン、カーン、コーン。

　次の授業開始を報しらせるチャイムの音が鳴り始めた。

「やべ、遅れちまう。ほら、急ぐぞ、久く宝ほう！」

「ふぇ、ちょ、ちょっと、待ってくださいですの、啓けい太た！」

　オレが急いで駆け出すと、久宝は親鳥にしたがう子ガモのように、慌ててオレの背中を追うのだった。





４






　それからの久宝は、わりかし大人おとなしく学生生活を送っているように見えた。おまけにこいつときたら、類たぐいまれなる容姿のおかげか、教室内ではいつもクラスメイトたちに囲まれているため、三さん国ごく時じ代だいにおける孟もう獲かく程度の勢力しか持たないオレは、すっかり話しかけることもできなくなってしまっていた。

　それから何日か経たったある朝、オレが学校へ向かって歩いていると、突然黒塗りのリムジンがすぐ脇わきに止まり、中から金髪の美少女が飛び出してきた。

「啓太、啓太！　聞いてくださいですの！」

「な、何だ、久宝か。いきなり何の用だよ……」

　突然高級車から姿を現した美少女に、通行人たちが驚おどろきの眼まな差ざしを向ける。彼らにとっては突如として舞まい降りた天使のように見えただろうが、朝が苦手なオレからすれば、全滅寸前の状態でボストロールにエンカウントしてしまったようなシチュエーションである。

「何の用だ、ではございませんわ！　啓太が学校ではなかなかわたくしとお話ししてくださらないから、わざわざこうして朝の時間に声をかけたんではございませんの！」

　それについてはこちらにも言い分がなきにしもあらずだった。しかし久宝はオレの言葉に耳を貸そうともせず、歩きながら一人ひとりで熱ねつ弁べんを振るい始める。

「まあ良いですわ。それより聞いてくださいまし。わたくし、とっても素す晴ばらしいことを思い付いてしまったんですの！」

　その言葉を聞いて、オレの胸に一いち抹まつの不安がよぎる。今までの人生で、「良いことを思い付いた」と言われて本当に良いことを聞かされたためしなど一度もない。

「啓太はこのあいだ、公務員試し験けんには落とし穴が用意されているとおっしゃいましたわよね？」

「え？　ああ、そうだな」

　またその話か。予想どおり、良い話どころか面めん倒どうな話を聞かされることになりそうだ。

　久宝はそんなオレの思いを知ってか知らずか、ハイテンションな調ちよう子しで言葉を続ける。

「だったら、公務員試験を受けずに公務員になれば、いかがでしょうか」

「試験を受けずに公務員？　お前何言ってんだ。試験も受けないでなれる公務員なんて──」

　はっ！

　その時、オレは久く宝ほうが言おうとしていることに気が付いて、思わずその場に立ち止まった。

「そう、議ぎ員いんや地方公共団体の首長であれば、公務員試し験けんを受けずとも、選挙に当選すれば就任できるのではありませんか？」

　こいつ、何てこと考えやがる。試験がダメなら、選挙で勝負しようってか。

　しかし、

「ブッ、ハハハハハ！」

「な、何で笑うんですの!?」

　オレは笑わずにはおれなかった。

「だって、しょうがねえだろ!?　高校生が選挙に立候補なんて、できるわけねえじゃねえか！」

「そ、そんなことありませんわ！　わたくし、ちゃんと法律を調しらべましたんですもの！」

「ああ？　お前、そんなことやってたのか？　てか、本当に自分で調べたのか？」

「も、もちろんですわ。関係各法から政省令、通知、事務連絡に至るまで、余すところなく調べましたんですのよ」

　オレが胡う乱ろんな目で尋たずねると、久宝はバッグから可愛かわいらしいカバーの手帳を取り出し、たどたどしい口調で講こう義ぎを始めた。

「いいですこと？　改正前の公こう職しよく選せん挙きよ法ほうでは、

　（被選挙権）


　第十条　日に本ほん国こく民みんは、左の各号の区分に従い、それぞれ当とう該がい議員又または長の被選挙権を有する。

　　一　衆議院議員については年ねん齢れい満二十五年以上の者

　　二　参議院議員については年齢満三十年以上の者

　　三　都道府県の議会の議員についてはその選挙権を有する者で年齢満二十五年以上のもの

　　四　都道府県知事については年齢満三十年以上の者

　　五　市町村の議会の議員についてはその選挙権を有する者で年齢満二十五年以上のもの

　　六　市町村長については年齢満二十五年以上の者

　２　前項各号の年齢は、選挙の期日により算定する。






　と定められていたんですわ。けれども、改正後は、




　（被選挙権）


　第十条　日本国民は、公職の被選挙権を有する。但ただし、都道府県及び市町村の議会の議員の被選挙権を有する者は、当該都道府県及び市町村に、引き続き三箇月以上住所を有する者に限る。

　２　前条第三項から第五項までの規定は、前項の住所に関する要件について準用する。



　となってしまったんですの」

「はあ……？」

　ただでさえ朝は頭が働かないというのに、そんな法律の条文をいきなり読み上げられても、オレにはさっぱり理解できない。

「ふふん、啓けい太たもまだまだですわね」

　そんなオレの不満をよそに、久く宝ほうはドヤ顔でふんぞり返ると、再びお経きようでも唱えるような口く調ちようでメモ帳に書かれたことを読み上げ始める。っていうかそのアンチョコ、一体誰だれ製せい？

「ええとですね、元の条文では第一項の各号で被選挙権の年ねん齢れい制限について定められていたんですけれども、それが新しい条文では、すっぱり取り除かれてしまっているんですの」

「いや、でも選挙に投票できるのは二十歳からだろ？　だったら選挙に立候補できるのも二十歳からになるだろうが」

　オレの疑問に、久宝は「ぬっふっふっふっ……」と神経を逆さか撫なでするような笑い声を上げながら、ビシリと指を立ててこう答えた。

「そこが勘違いというものですの。世間では、撤てつ廃ぱい法ほうの制定に伴って当然『選挙権を有する年齢＝被選挙権を有する年齢』になったものと考えられていたのですわ。けれども、法や規則のどこを探しても『選挙権を有しない者は被選挙権を有しない』という規定は見当たりませんの。つまり、今の日に本ほんでは学生はおろか、幼稚園児や赤ちゃんでさえ選挙に立候補できる状態になってしまっているんですわ！」

「[image: ]」

　一いつ瞬しゆん、何もないところですっ転びそうになった。

　おいおい、ウソだろ？

　それが本当だったら、マジで日本オワタだぞ？

「そこで考えましたの！　わたくし、今度任期満了に伴って行われることになっている、ここ千ち代よ原はら区くの区長選に、立候補しようと思いますわ！」

「はああああああああああああああああああああ!?」

　さすがのオレも、これには叫ばずにはおれなかった。

　当たり前である。誰でも選挙に立候補できるようになっていた、ということだけでも信じ難がたいのに、それを真に受けて本気で立候補しようだなんて、正しよう気きの沙さ汰たとは思えない。

「お前何言っちゃってんの!?　中ちゆう二に病びようをこじらせて、とうとうアタマまでおかしくなっちまったんじゃねえか!?」

「驚おどろくのも無理はございませんわ。こんな素す晴ばらしいことに気が付くのは、世界広しといえども諸しよ葛かつ孔こう明めいか、このわたくしくらいのものでしょうから！」

　お前は千代原区を三分するつもりか!?

「あのなあ、冗じよう談だんもたいがいにしとけよ。仮に本当に選挙に出られたとしても、高校生が選挙に出て勝てるわけねえだろ。そもそもお前、この千ち代よ原はら区くのことをどれだけ知ってるんだよ」

「う……、そ、それは、ちょっと待ってくださいですの。ええと、たしか舞ま已いによれば……」

　オレの突っ込みに、慌ててメモ帳のページをめくり出す久く宝ほう。

　っていうか今「舞已によれば」って言ったよね。オレは聞き逃してないからね。

　そうこうしている内に見み慣なれた学まなび舎やの門が見えてきた。

「おい久宝、もう学校着くぞ？　続きはそのうち聞いてやるから、今日きようはここまでだ」

　オレはここぞとばかり、この面めん倒どうな話題から逃げようとする。だがその時、背後から鋭するどい声がオレを呼び止めた。

「どこへ行く気だ、桐きり島しま啓けい太た」

　恐る恐る振り向くと、そこには鬼の形ぎよう相そうで立つ舞已さんの姿が。先程リムジンに乗って走り去っていったはずなのに、いつの間にか先回りしていたらしい。

「貴様、さゆりお嬢じよう様さまが懸けん命めいに話をされているのに逃げようとする気か。そんな不敬、メイドの神は許しても、このわたしが許さん！」

　そんな神さまいるの!?　てか、この人が言うと冥めい土どの神にしか聞こえないんだけど！

「さあ、さゆりお嬢様。さゆりお嬢様のために極上の空き教室をご用意しておきました。どうぞこちらへ」

　空き教室に極上とかあるんでしょうか。

「何をしている桐島啓太！　貴様も来い！」

　結局オレは、冥めい界かいに連れ去られる亡もう者じやのごとく、舞已さんに空き教室へと拉ら致ちられていったのだった。




　教室に着くと、どんな早着替えなのか、いつの間にか女教師コスチュームを瞬しゆん着ちやくした舞已さんが、普ふ段だんはかけていないメガネの端をくいっと持ち上げながら、黒板を使ってここ千代原区の概況と、千代原区長選の状況を説明し始める。

[image: ]

「良いですか。ここ千代原区は、政治や行政のみならず、金きん融ゆうや経済の中ちゆう枢すうを抱える日に本ほんの中心です。

　日本では、かつて二十三区が東とう京きよう市しという一つの自治体とされていたことから今でも東京都という広域自治体を首都とみなすのが一般的ですが、海外では首都といえばワシントンＤ．Ｃ．（ワシントン・コロンビア特別区）やロンドン市など、基き礎そ的てき自治体の名前が挙がります。他国の例に倣ならうのであれば、ここ千代原区を首都と呼ぶことも、あながち間違いとは言えないでしょう」

　なるほど。たしかに海外で首都と言えば、普通「○○シティ」という名前が出てくる。もしかしたら、千代原区はオレたちが思っているよりもずっと重要な地域なのかも知れない。

「ところがこの千代原区、昼間人口こそ多いですが、夜間人口はわずか五万人程度、有権者数で見ると四万人前後にまで絞られてしまいます。他県であれば、ギリギリ市になれるかどうかという規模でしょう」

　たしかに、閑散とした夜のオフィス街の様よう子すは、社会科の授業などでもしばしば取り上げられている。

「一方、千ち代よ原はら区く長ちよう選の投票率は平均して四割ちょっとしかありませんので、およそ一万六千票という少ない票を候補者たちで取り合う形になります。わたしが調しらべたところ、そのうち八千から九千は現連立与党である新しん政せい党とうと平へい和わ党の組そ織しき票ひようで、残りを中道左派の労ろう働どう党と急進的左派の革かく新しん党が、それぞれ四千と二千弱程度で分け合っているような状況です。浮動票は、おそらく千から二千票程度でしょう」

　なるほど。これでは区長選に出ても当然勝ち目なんてない。

「ほらな、久く宝ほう。お前もいい加減あきらめて─」

「ところがです」

　舞ま已いさんがオレの言葉を遮さえぎりながら言った。

「今回の区長選では、特殊事情が発生しました。

　そもそも区く議ぎ会かい与党である新政党区議団は、これまでずっと現げん職しよくの柏かしわ原ばら忠ただ典のりを推おしてきました。柏原は、元々副区長だったところを新政党都と連れんのドン、太おお田た垣がき権ごん蔵ぞうが引っ張り上げた人物です。実務経けい験けんがある上に目め端はしの利きく男でしたから、第一期まではそれなりにうまくやっていたようです。

　ところが第二期の途中、柏かしわ原ばらが太おお田た垣がきと仲の悪い国こつ会かい議ぎ員いんに近付いたせいで関係性が悪化し、怒った太田垣は、今回の選挙に自分の秘書である若わか杉すぎすなおを候補者に立て、内うち輪わゲンカを始めてしまったのです。これで与党票は、完全に二分割されました。加えてこれを好こう機きと捉とらえた労ろう働どう党とうと革かく新しん党とうもそれぞれ独自候補を立てたので、戦いは四よつ巴どもえの大乱戦となっております」

　まさに骨こつ肉にく相あい食はむ争い、ってわけだ……。

「あら、どうして労働党と革新党は別々に候補者を立てますの？　協力して戦った方が、勝率は高まるのではなくて？」

「お嬢じよう様さまのおっしゃるとおりです。労働党と革新党が手を組めば、新しん政せい党と平へい和わ党には大きな脅威となるでしょう。しかし共に左派を自認する労働党と革新党ですが、そのイデオロギーには大きな隔へだたりがあります。彼らは余程のことがない限り、手を組もうとはいたしません。

　となりますと、当選ラインは大田垣から離はなれた柏原の健けん闘とうぶりにもよりますが、恐らく五、六千票程度。浮動票二千票を味方に引き入れ、プラス四千票ほど掘り起こすことができれば、充分勝しよう機きが見えてくる数字です。弱小新人が殴り込みをかけるには、またとない機会と言えましょう」

　その説明を聞いて、久く宝ほうの瞳ひとみにはメラメラと炎が燃もえ上がり始めていた。

「おい久宝、まさかお前、本気で──」

「舞ま已い、善は急げですわ！　わたしに付いてきてくださいまし！」

「は！」

　いきなり立ち上がった久宝は、オレが止めるのも聞かず、舞已さんを連れてそのまま教室を飛び出してしまう。

「な、何だあ、あいつ……？」

　呆ぼう然ぜんとした面おも持もちでその後ろ姿を見送るオレだったが、それからわずか数分後、あの時なぜあいつを全力で止めなかったのかと、激はげしく後悔する羽目になるのだった。




　教室に戻ろうと廊下を歩いている最中、オレの耳に聞き覚えのある声が飛び込んできた。

《全校生徒の皆さん[image: ]》

　久宝の声である。校内のスピーカーが、フルボリュームで一斉に久宝のアニメ声をまき散らしている。

「あいつ、何してんだ……？」

　周囲では、生徒たちが戸惑いの表情を浮かべながら放送に耳を傾けていた。これから一体何が起こるのか、怪け訝げんそうな面持ちで次の言葉を待っている。

《わたくし、一年一組の久宝さゆりと申しますの。今日きようは皆さまに、この場を借りて、とても大切なお知らせをお伝えしたいと思いますわ》

　そのセリフを耳にした瞬しゆん間かん、オレの背筋にゾッとしたものが這はい上がった。

　おい、まさか……。

《わたくし、久く宝ほうさゆりは──》

　おい、やめろ！





《千ち代よ原はら区く長ちよう選挙に、立候補することにいたしました[image: ]》






「あのバカ！」

　思わず叫ぶオレを見て、たまたますれ違った生徒がギョッとした表情を浮かべる。だが、そう叫ばずにはおれなかったオレの心情も察して欲しい。こんなことしたら、学校中のみんなから頭がおかしくなったのかと思われてしまう。さすがのオレでもそこまで面めん倒どうは見切れない。

　しかし本当に恐ろしい事件が起こったのは、この後のことだった。

《あ、そうですの。それからもう一つ皆さまにお知らせがございますわ》

　あん？

　久宝のアニメ声が、ルンルンとした調ちよう子しで言葉を続ける。

《わたくし久宝さゆりは、これから千代原区政のため、許嫁いいなずけである一年一組桐きり島しま啓けい太たと共に、全力を尽くす所しよ存ぞんですの。皆さま応援よろしくお願ねがいいたしますわ》

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおい[image: ]」
　何言ってくれっちゃってんのあんた[image: ]　バカなの[image: ]　死ぬの[image: ]

　オレは全力で放送室へダッシュし、そのまま鳳ほう○脚きやくばりの勢いでドアを蹴け破やぶった。

「てめえ久宝ふざけんなコラァァァァァァァ[image: ]」

「あら、遅かったですわね、あなた♥」

「あなたとか言うんじゃねええええ！　オレがいつお前の許嫁になった！」

「始業式の日、わたくしを助けてくださった時のことですわ。淑しゆく女じよが殿方に肌を許すというのはそういうことでしてよ？　啓太も当然、覚悟完了した上でわたくしを保健室まで運んでくださったのでしょう？」

「何で倒れたクラスメイト運ぶのにそんな覚悟が必要になるんだよ！　オレは微み塵じんも覚悟完了した覚えはねえよ！」

「保健の先生に、男子生徒がわたしを運んでくださったと聞いた時から、当方には迎げい撃げきの用意がございましたの。それが実際にお会いしてみたら、わたくしと趣しゆ味みと同じくする方だったなんて、何というロマンス！　もはやロマンス二刀流の乱みだれ撃うちですわー!!」

「ロマンスに殺される！」

　放送部員は一体何をしているのかと思い室内を見回したら、委員と思おぼしき二人ふたりの男子生徒は、亀きつ甲こう縛しばりで床に転がされていた。まさかとは思うが、舞ま已いさんがこれをやったのだろうか。

「いいか、オレはそこそこ平和で自分の趣しゆ味みに生きられれば充分なんだ。これ以上オレを面めん倒どう事ごとに巻き込むな」

「啓けい太たはわたくしと一緒に選挙を戦うのがイヤですの……？」

　怒りをぶちまけるオレに、うるうるとした瞳ひとみで久宝が見詰め返してくる。

「う…………!!」

　一いつ瞬しゆん怯ひるみかけたが、ここで屈したらオレの平へい穏おんな生活は二度と取り戻せなくなってしまう。

「そ、そうだ！　オレはお前と選挙なんか戦いたく──」

「そこまでだ」

　次の瞬間、背後から舞已さんのドスの利いた声が響ひびき、こめかみに何か冷やりとしたものが触れた。恐る恐る横目で見ると、それは鈍にび色いろに輝かがやく、やたらゴツくて大きな拳けん銃じゆうだった。

「Ｓスミス＆アンドＷウエツソンＭ５００マグナム、世界最強の威力を持つ拳銃だ。桐きり島しま啓太、貴様にはこれからお嬢じよう様さまの選挙を全力で手て伝つだってもらう。断ると言うのなら、貴様の頭を風通しの良いデザインに撃げき的てきビフォーアフターすることになる」

「ちょっ、何でそんなもん持ってるんですか……っていやいや、モデルガンですよね。もう、冗じよう談だんはやめてくださいよ。おもちゃだって当たり所によってはケガするんですか──」





　ズバッ[image: ]　ッッッッギュウゥゥゥゥン






　火炎放射器と見み紛まがうほどの激はげしいマズルフラッシュが銃口から吐き出され、同時に耳をつんざく凄すさまじい轟ごう音おんが室内に鳴なり響ひびいた。

　銃口の向けられた先に目を遣やると、亀甲縛りにされた男子生徒のすぐ背後で、古いブラウン管モニタが粉々になっているのが見えた。

「……わたしは冗談が嫌いだ」

　いやいやいやいやいや！

　あんなもんくらったら風通しが良くなるどころか、頭そのものがなくなるわ！

　50口径マグナム弾の威力を至近距きよ離りで見せられた男子生徒は、失禁したまま気絶している。哀れとしか言いようがない。

「さあ、答えを聞かせてもらおうか、桐島啓太」

　火炎ガスの熱ねつでチリチリと音を立てる銃身をちらつかせながら、舞ま已いさんが問うた。

「……っぐ、よ、喜んでお手伝いさせていただきます」

　オレは下唇を噛かみしめながら答える。自由と民主主義が暴ぼう力りよくに屈した瞬間だった。

「わーい、さすが舞已ですの！　ナイスネゴシエーションですわ！」

「交渉術の基本は、誠意を持った態度と、粘ねばり強づよい対話です」

　どちらも微み塵じんもなかったよね！

　二人ふたりは嬉うれしそうに話しながら、和気あいあいとした様よう子すで放送室を出ていった。後には亀きつ甲こう縛しばりの男子生徒（うち一名は失禁して気絶中）とオレだけが、ポツンと残されたのだった。





５






　久く宝ほうと一いつ緒しよに教室へ入ると、クラス内は上を下への大おお騒さわぎになっていた。

　すぐさま釈明をしようとするオレの耳に、今度は職しよく員いん室しつからのアナウンスが飛び込んでくる。

　ピン、ポン、パン、ポーン。

《え～、一年一組桐きり島しま啓けい太た、それから久宝さゆり、至急校長室へ来なさい》

　職員室へ呼ばれるくらいならよくある話だが、いきなり校長室というのは聞いたことがない。オレはゴクリと生なま唾つばを飲み込み、他ほかのクラスメイトたちへ助けを求めるような眼まな差ざしを送った。瞬しゆん間かん、教室内の人間が一斉に顏を背ける。

　友人たちの薄はく情じようさに失望を覚えながら、オレは久宝を連れて校長室へと向かったのだった。




　重い両開きのドアを開くと、高級なニスの香りがツンと鼻に飛び込んできた。足元には豪ごう奢しやな緋ひ色いろの絨じゆう毯たんが敷しかれ、部へ屋やの中央には黒い革張りのソファがでんと横たわっている。

「失礼します……」

「失礼いたしますわ」

　ドアを閉め、恐る恐る顏を上げると、そこには応接セットの向こうで忿ふん怒ぬの形ぎよう相そうを浮かべる校長の姿があった。

　金きん星せい高こう校こう校長、石いし浦うら宗むね矩のり。謹きん厳げん実じつ直ちよくな性格で知られ、教師からもうるさがられているほどのやかまし屋だ。禿はげ上がった額ひたいはワックスでもかけられているかのように輝かがやいており、分厚い唇の上には、いまどき冗じよう談だんかと思うほど立派なカイゼル髭ひげが生はえている。恰かつ幅ぷくの良い身体からだはいかにも校長らしい風ふう貌ぼうを具そなえ、近寄るものを委い縮しゆくさせるほどの威い厳げんを醸かもし出している。

「……桐島啓太」

「はい」

　その校長が、席から立ち上がりながら、怒りに震ふるえる声で言った。

「お前は何ということをしでかしてくれたのだ！」

　まあ叱しかられるのも無理はない。向こうからすれば、オレはいきなり放送室に上がり込んで訳の分からない宣言をした挙句、テレビまでぶち壊こわした人間の一味にしか見えないだろうから。しかし、石浦の怒りポイントはそこではなかった。

「久く宝ほう家けのご令れい嬢じようをたぶらかしてあんな宣言をさせるなど、お前は一体自分が何をしたのか分かっているのか!?」

「……はい？」

「『はい？』ではない！　この学校にも多た額がくの寄附をしてくださっている久宝家のご令嬢にあんなおかしなことをさせて、お前はその責任をどのように感じているのかと訊きいているのだ！」

「あ、あの、校長先生……？」

　見かねた久宝が、恐る恐る口を挟もうとした。しかし、

「さゆりお嬢様は黙っていらしてください。お嬢様が何も悪くないことは、この石いし浦うらもよく存じております。さあ、どうなんだ桐きり島しま！　お前はこの責任をどう取るつもりだ！」

　石浦はピシャリと久宝の言葉を封じ、なおもオレを一方的に攻め立て続ける。

（……ああ、そういうことね）

　大人おとなの事情というやつを見せつけられ、オレはげんなりとした気分になった。

　つまりこういうことである。ただでさえ持て余していた富豪の令嬢が校内で騒さわぎを起こしたとなれば、石浦も理事会で何と叩たたかれるか分からない。万一久宝が本当に立候補などした日には、マスコミが押しかけてえらい騒さわぎになるだろう。かと言って久宝家は学校にとって重要なパトロンだから、無む下げにすることもできない。結局、石浦はオレに罪をおっ被かぶせて、この件を手打ちにしようとしている、というわけである。

「あの、校長先生？」

　久宝も懸けん命めいに会話へ入ろうとするが、石浦はそれを決して許そうとしない。

「さゆりお嬢様は黙っていらしてください。いいか、桐島。こうなったらお前もタダでは─」

「校長先生[image: ]」

　とうとう我慢の限界に達した久宝が、大きな声で石浦の言葉を遮さえぎった。いきなり大声を出されたので、さすがの石浦もギョッとして口をつぐむ。

「校長先生、もしも先生がさっきの放送のことをおっしゃっているのでしたら、それは大変な誤解ですわ。あれはわたくしの意思に基づき、わたくしが宣言したことでございますの」

「い、いや、しかし……」

「校長先生にはご迷惑をおかけするかも知れませんが、わたくしはあの言葉をひるがえすつもりなど一切ございませんわ。もしそういうおつもりでわたくしどもをお呼びになったのでしたら、わたくしどもはこれにて失礼させていただきたいと思います」

　大人を前にして怯ひるむことなく堂々と啖たん呵かを切り抜いた久宝に、オレはわずかだが畏い敬けいの念を覚えた。今日きようび、校長に向かってあそこまで言える生徒はそうそういない。

　だが、石浦もこの程度で退ひくほど大人しい人間ではなかった。

「さゆりお嬢様、お言葉ですが、高校生で選挙に立たれるなどムリです。学生の本分は学業です。その学業をおろそかにして選挙に立候補されるなど、久く宝ほう家けからお嬢様をお預かりしている身としては甚はなはだ遺い憾かんと言わざるを得ません。どうかお考え直しください」

「誰だれが学業をおろそかにすると申しまして？　わたくし、もとより勉学をおろそかにするつもりなど毛頭ございませんでしてよ？　校長先生もご存じでしょう？　わたくしの入学試し験けんの成せい績せきのことを。しばらく学校はお休みさせていただいておりましたが、家庭教師を雇っておりますので、ご心配には及びませんわ」

「それはまあ、そうかも知れませんが……」

　ほう、どうやらこいつ、意外と成績優ゆう秀しゆう者しやらしい。

「しかしお嬢じよう様さま──」

「くどいですわ！　さ、参りましょう、啓けい太た。これ以上は、平へい行こう線せんにしかなりませんもの」

　石いし浦うらの言葉を遮さえぎった久宝は、サッとオレの手を取り、そのままドアに向かって歩いていく。

「おい、良いのか、久宝？」

「構いませんわ。わたくし、ああいう高圧的な大人おとなは余り好きではありませんの」

　思わずオレは苦笑した。適当にその場を取とり繕つくろって面めん倒どう事ごとをやりすごしてきたオレとは正反対の人間である。さすがの校長も、度肝を抜かれたことだろう。

　だが、

「…………待ちなさい」

　腹に響ひびく静かな声が、ドアノブをつかもうとしていたオレたち二人ふたりを呼び止めた。

「何ですの？　これ以上は──」

「これ以上無む茶ちやをおっしゃるのでしたら、わたしにも考えがございます。もしお嬢様があの宣言を撤てつ回かいなさらないのでしたら、そこにいる桐きり島しま啓けい太たを……退学処分にします！」

　へいへい退学ね……って、うおおいマジかよ！

「ひ、卑ひ怯きようですわ！　文句がございましたらわたくしにおっしゃれば良いではございませんの！」

　オレが口を開く前に、久宝が石浦に噛かみ付いた。しかし石浦も、決して前言をひるがえそうとはしない。

「仕方がないでしょう、お嬢様。あなたは自分の意見を曲げるつもりがない。ならば、あなたをそんな風にした原因となった生徒の方を処分するしかないではありませんか」

「そんな理屈、とおりませんわ！」

「そうでしょうか？　あなたはこれまでずっと大人しい生活を送ってこられた。ご両親も、内気な娘ですがよろしくお願ねがいしますとおっしゃっていました。ところがどうです。久しぶりに学校へお見えになったと思ったら、あなたは別人のように突とつ飛ぴな行動を始めるではありませんか。そしてその横には、常に一人ひとりの男子生徒の姿がある。これではその男子生徒との間に何かあったのではないかと思う方が、自然というものでありましょう。なあ、桐島」

「…………!!」

「さあ、話は以上です。よく考えて、今後とも充分身を慎つつしんでください」

「…………くっ」

　結局、久く宝ほうもそれ以上言い返すことはできず、オレたち二人ふたりはすごすごと校長室を後にした。

　大きな木製のドアが、バタンと大きな音を立てて閉まる。

　再び廊下に静寂が訪れたところで、久宝がポツリと呟つぶやいた。

「啓けい太た、迷惑かけてごめんなさいですの……」

　先ほどまで大の大人おとな相手に喧けん々けん諤がく々がくの議ぎ論ろんを吹っかけていた人物とは思えないほど、しょんぼりしおれた声である。

「お前……立候補、やめる気か？」

　オレが尋たずねると、久宝はパッと顔を伏せ、そのまま何も言わずに走り去ってしまった。

　誰だれもいなくなった廊下に、再びセミたちの声が響ひびき始めた。





６






　それから数日、オレは悶もん々もんとした日々を過ごしていた。まるで打ち切りが決まったアニメの最終回を見ているような歯切れの悪さが、しこりとなって胸の奥につっかえ続けている。

「せめてあいつと話できりゃ良いんだけどなあ、日中は他ほかの連中にずっと取り囲まれているし、放ほう課か後ごはさっさと教室から姿を消してちまうし……」

　その日もオレは、もやもやとした思いを抱えながら一人ひとりとぼとぼと昇降口を降りていた。

「あん？」

　奇妙なものを見かけたのは、その時である。

　昇降口の脇わきにある小さな植え込みのそばで、木の枝を頭に乗せた金髪美少女とメイドが、双そう眼がん鏡きようを手にじっとその場で伏せっている。

　久宝……それに、舞ま已いさん!?

　目の錯さつ覚かくではないかと思わず三度見してしまったが、どうやら見間違いではないようだ。

　二人は身を隠しているつもりなのか、生垣の後ろに這はいつくばりながら、時折双眼鏡を覗のぞき込んで何やらひそひそ話をしている。

「あいつら、何やってんだ……」

　半ば以上呆あきれながら二人の背後に近寄ると、突然、ズボッという間抜けな音と共に奇妙な浮遊感が全身を襲おそった。

「うおおお!?」

　いわゆる落とし穴というやつだった。反射的に穴の縁ふちに手をかけて何とか落下は免まぬかれたが、下を見ると、中は底が見えないほど深く掘り下げられていた。

　って、これマジで危ねえよ！　下へ手たしなくても命落とすレベルだぞ!?

「啓けい太た、何をやってますの？」

「やれやれ。せっかく仕掛けておいた罠わなを。まったく迷惑な奴やつだ」

　必死で穴から這はい出したオレを待っていたのは、容赦ない言葉だった。

「いやいやいや、何で殺されかけたオレの方がディスられてんの!?　危うく校内でインスタント土葬されるとこだったんすけど!?」

　抗こう議ぎの声を上げるオレに、久く宝ほうが真ま面じ目めくさった顏で答える。

「お静かに、啓太。わたくしたちは、いま重大なミッションを遂行中なんですの」

「ミッション？」

「そうですわ。あの卑劣な校長の弱みをつかむため、こうして舞ま已いと一いつ緒しよに校長室の監かん視しを行っているんですの。啓太は無関係ですから、早くこの場から立ち去ってくださいませ」

　その言葉を聞いて、ようやくオレは、ここ数日、久宝が放ほう課か後ごすぐに姿を消していた理由を悟った。と同時に、呆れとも安あん堵どともつかぬ不ふ思し議ぎな感情が胸全体に沁しみわたってくる。

　やれやれ、一体どこまでしぶとい奴なんだろう。立候補はやめない。ただし、校長がオレの退学をタテに迫ってくるならば、あくまでもオレと無関係を貫きとおす。そんなにまでして、こいつは──。

「どうしましたの、啓太？」

　キョトンとした眼まな差ざしで見上げてくる久宝に、オレは少々ぶっきら棒な口く調ちようで答えた。

「一回だけだ」

「え？」

「一回だけ手て伝つだってやる。それ以上は絶対に手を貸さん」

　一いつ瞬しゆんだけ呆けた表情を浮かべた久宝だったが、すぐにオレが言ったことの意味を悟り、パッと顏を輝かがやかせる。

「ほ、本当ですの、啓太!?」

「…………ああ」

　その言葉を聞いて、何を血迷ったか、いきなり久宝がオレに抱き着いてきた。

「ありがとうございますですわ！」

「ちょ、バカ！　くっつくんじゃねえ！」

　なんか柔らかい感触がするし、いい匂においがするじゃねえか！

　ようやく久宝を引ひき離はなした時には、すでに舞已さんが拷ごう問もんの準備を終えた後だった。




「……で、成果の方はどうなんだ？」

　なぜかボロボロになっているオレの問いかけに、久宝は小さく首を振る。

「さっぱりですわ。何も悪いことをしないなんて、まったくけしからん校長ですの」

　いやいや、それがあるべき校長の姿でしょう。

「さゆりお嬢じよう様さま」

　その時、双そう眼がん鏡きようを覗のぞき込んでいた舞ま已いさんが、急に話へ割り込んできた。

「石いし浦うらが帰り支じ度たくを始めました」

　舞已さんの言葉に校長室を見上げると、窓際に立つポールハンガーからジャケットを手に取る石浦の姿が目に映った。っていうか、肉にく眼がんでも見える距きよ離りでわざわざ双眼鏡を使っているのは、何かのオシャレなのだろうか。

「追いますわよ、舞已。今日きようこそ奴やつの尻尾しつぽをつかんでやりますの」




　駐ちゆう車しや場じようで待ち構えていると、石浦が大きな腹を揺らしながら姿を現した。

「なあ久宝、一体どうやって追い駆けるつもりなんだ？」

　素朴な疑問を口にするオレに、久宝はサッと校門の脇わきを指し示した。

「あれを使いますわ」

　そこにあったのは、黒く塗装された、異常に悪目立ちするゴツいハーレーであった。

「おいおい！　あんなの誰だれが運転するんだよ」

「安心しろ。わたしが運転する」

　動揺するオレに、横から舞已さんが冷静な声で答える。まあこの人なら何でも運転できそうだが、ハーレーに乗るメイドなんて、ＵＭＡ並みの希少生物であろう。

「けど、あれってせいぜい二人ふたり乗るのが限度ですよね。オレはどうすれば良いんですか？」

「啓けい太たには、あちらでついてきてもらいますわ」

　久宝が目を向けた先には、いつもの豪華なリムジンが停とまっていた。その隣となりでは、白手袋をはめたスーツ姿のご老人が親指をグッと立てている。

「今日きようは、久宝家で長年運転手を勤めてくださっていた田た中なかに来てもらいましたの」

「おお……」

　超セレブの高級リムジンに乗れるなんて、そうそう経けい験けんできることではない。オレは密ひそかに期待で胸を膨ふくらませた。

「さあ、行きますわよ啓太。どうか気を付けてくださいまし」

「へ？」

　そうこうしている内に、石浦は愛車へ乗り込んだ。久宝は舞已さんと一緒にハーレーへまたがる。オレはリムジンに駆け寄り、白髪のご老人にペコリと頭を下げた。

「お世話になります。どうぞよろしくお願ねがいいたします」

「まかしてくだしゃれ。車なんぞ、零ゼロ戦せんに比べれば簡かん単たんな乗り物でゴホゥゲフゥ！」

　ちょ、この人ほんとに大丈夫!?

　一いち抹まつの不安を覚えるオレに、ご老人は自信満々の顏で応こたえた。

「ご安心なされ、お若いの。わしゃあ七回墜つい落らくして一度も死ななかった男ですじゃ」

「微み塵じんも安心できねえ！」

　そこはかとなく恐怖を覚えながらリムジンに乗り込んだのだが、発車して間もなく、オレの記き憶おくはフツリと途と切ぎれてしまった。意い識しきを失う直前にリムジンがウィリーをかましたように思えたのだが、たぶん気のせいだろう。気のせいだと信じたい。




　目を覚ますと、車はいつの間にか住宅街にたどり着いていた。どうやらここが目的地らしい。

　車を降りてみると、なぜか車体がボコボコになっている。これが最近の車に搭載されているという超速変形機き能のうだろうか。

「啓けい太た！」

　先に着いていた久く宝ほうが、心配そうな面おも持もちでオレに駆け寄ってきた。

「良かったですわ。てっきり啓太はもう死んだものとばかり……」

「そんなひどい運転だったの!?」

「すみませんのう、三機撃げき墜ついするところまでは数えていたのじゃが……」

「ちょ、撃墜って何!?」

「相変わらず、お見事なインメルマンターンでした、田た中なかさん」

「え、インメルマンターンって何!?　何が起こってたの!?」

　オレが寝てる間に一体どんなハイ・マニューバが繰くり広げられていたんですか!?

　とはいえ、あまり大おお騒さわぎしていると石いし浦うらに見つかってしまう。色々気になることはあったが、とりあえずオレたちは物陰に潜ひそんで石浦の部へ屋やを観かん察さつし始めた。

　舞ま已いさんが、久宝ファンのカメコから巻き上げた光学ズーム五十倍のデジカメを覗のぞき込みながら、つまらなそうに溜ため息いきをつく。

「……思いのほかフツーの家庭、ですね」

　石浦の家は、夫婦二人ふたりと社会人の娘一人ひとりの至極平和そうな家庭だった。家族仲も特段悪くなさそうだし、実に幸せそうな団だん欒らんの風景である。一時間待っても二時間待っても、おかしなことなどさっぱり起こりそうにない。

「もう遅いですし、そろそろ帰りませんですの」

「そうですね。ここにいてもこれ以上の収しゆう穫かくは──あ！」

　その時、カメラを持つ舞已さんが、突然緊きん張ちようした声を上げた。

「ど、どうしましたの舞已？」

「こ、これは……!!」

　カメラを持つ手が震ふるえている。一体何が映っているのだろう。

「何かとんでもないものが見付かったんですか？」

「ええ、実に恐ろしいものを見付けてしまいました……」

「み、見せるのです、舞ま已い！」

「あっ、いけません、さゆりお嬢じよう様さま！」

「どれどれ…………ひゃう！」

　液晶画面を覗のぞき込んだ久く宝ほうが、素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「お、おい、オレにも見せ──」

　[image: ]

　光学五十倍レンズに映っていたのは、女性用ウィッグと女子の体たい操そう着ぎを身にまとい、自室の鏡かがみの前でポーズを取る、石いし浦うらの姿であった。まさにグロ画像。確かく実じつに【閲えつ覧らん注意】とタグが付くレベルだ。あとコンマ一秒目を逸そらすのが遅れていたら、オレは発狂していたかも知れない。

「…………どうすんだよ、コレ」

　余りにおぞましいその姿に、思わず言葉を失ってしまう。十分な脅迫材料だが、しかし……。

「どうするも何も……」

　オレたちは一斉に久宝を見た。すると、

「………………コスプレは個人の自由です」

　喉のどの奥から絞り出すような声で、久宝はそう結けつ論ろん付けた。

「やはり脅迫なんていけないことでしたわ。わたくし正々堂々、もう一度お話ししてみますの」

「それがようございます、お嬢様」

　二人ふたりとも、すっかり食傷気味の様よう子すで俯うつむいていた。それはそうだろう。あんなもの見せられたら、かえって脅おどす気も失うせてしまうというものだ。

　しかし……、

「どうかなさいましたの、啓けい太た？」

「……いや」

　オレには一つだけ引っかかることがあった。

　あの体操服、何かおかしかったような……。そもそもオレたちは、なぜあの時校長が「女子」の体操着を着ていると思ったのだろうか……あっ！

「さあ、帰りましょう啓太」

「いや、お前たちは先に帰っていてくれ」

「え？」

「オレは用があるから、もう少しここに残ることにする。舞已さん、悪いんですが、そのカメラ、貸してもらえますか？」

　声をかけても帰ろうとしないオレに、ちょこんと首を傾かしげる久宝。だがオレはそんな久宝たちを無理やり送り出し、一人ひとりその場に留とどまり続ける。

　排気音と共に走り去る二人ふたりの背中を見送りながら、オレは小さな声で呟つぶやいた。

「さて、もう一仕事すっかな」




　明あくる日の放ほう課か後ご、オレは久く宝ほうと一いつ緒しよに校長室へ向かっていた。

「啓けい太た、今日きようこそ校長先生を説得いたしますわよ」

「まあ、あんまり気張り過ぎるなって」

　オレを退学にするとまで言ってきた男である。普通ならどう考えても立候補を許してもらえるはずがない。しかし、久宝は何としても石いし浦うらを説得する気のようだった。

　一日ぶりのドアを叩たたき、校長室へ足を踏み入れる。二度目のせいか、以前ほどの圧迫感は感じられない。

　部へ屋やに入ると、引きつった笑えみを浮かべた石浦がオレたちを迎え入れてくれた。

「ああ、お嬢じよう様さま……と、き、き、桐きり島しまくん、お待ちしてましたよ。さあさ、そこに掛けて」

　早速ソファに座らせると、奥からコーヒーまで持ち出し、下にも置かない対応ぶりである。

「あの、校長先生……」

「ああ、分かっております、お嬢様、千ち代よ原はら区く長ちよう選せんのことでございましょう」

「ええ、それなんですけれども──」

「わたくしどもも微力ながらサポートさせていただきたいと思いますので、ぜひとも頑張ってください」

「ええ!?」

　石浦の言葉に、久宝が目を丸くして叫んだ。

「そ、それは本当ですの!?」

「もちろんでございます。我が校から千代原区長が選出されれば、建学以来の壮挙となりましょう。お嬢様と桐島くんは、我が校の誇りです」

「は、はあ、まあ、分かっていただけたのであれば結構なんですけれども……」

　一戦交える覚悟で来ていた久宝は、すっかり肩すかしを食らった様よう子すだった。無理もない。わずか一日置いただけで百八十度ひっくり返った対応をされたのだ。久宝ならずとも驚おどろいて開いた口がふさがらなくなるだろう。

　しかし、実はこれにはワケがあった。

　昨夜ゆうべ撮とった写真を見て、オレにはどうしても腑ふに落ちない点があった。それは、なぜパッと見ただけで校長が着ていた服が女子の体たい操そう着ぎだと分かったのか、ということである。

　金きん星せい高こう校こうでは、男女ともに体操服は短パンである。デザインに違いはない。それなら一見すると男子のものか女子のものか区別がつかないはずだ。それなのに校長の着ている体操着が女子用のものだと分かったのは……。

　校長の穿はいていたのがブルマだったから、なのであった。

　念のため調しらべてみたが、ブルマなるものは今や学校指定の体操着としては一切存在しないらしい。そんなものを、なぜ校長が持っていたのか。その答えは、後から撮とり直した写真の中に、バッチリと映り込んでいた。

　ブルマの端っこに、「久く宝ほう」と書かれた小さな名札が貼はられていたのである。

　恐らく体育の授業で人がいなくなっているあいだに、校長が一年一組の教室へ忍び込んで盗み出していたのだろう。

　オレはその写真を持って朝のうちに校長室を訪ね、二度とこんなことはやらないこと、そして久宝の立候補を全力でバックアップすることを、石いし浦うらに固く約束させたのである。




　校長室を出ると、久宝が狐きつねにつままれたような面おも持もちでオレに尋たずねてきた。

「啓けい太た、あなた何かなさいましたの？」

「いいや、何も？」

「そう……、ですの？」

　どこか釈然としない様よう子すの久宝だったが、オレはあくまでも白を切りとおした。別に胸を張れるようなことをしたわけではないし、結局取り返したブルマは廃棄せざるを得なかったので、満点からは程遠い結果だと思ったからだ。

「まあいずれにせよ、これでオレもお役御免だな」

　ようやく、のんびり同人誌を読みながら趣しゆ味みにどっぷり浸つかれる日々が戻ってくる。

　と思ったのだが、

「何をおっしゃってますの？」

「へ？」

「誰だれが校長先生を説得するまでで一回と申しましたの？　当～然、わたくしを完全に幸せにするところまでで一回分、ワンセットですわ。啓太には一生わたくしと添い遂げてもらいますから、そのつもりでいてくださいませ」

「ちょ、お前、何勝手なこと言って──」

「舞ま已い！」

「は！　さゆりお嬢じよう様さま、ここに！」

「啓太が自分の立場を理解できるよう、あの方法で直接脳に教えて差し上げなさい」

「御ぎよ意い。さあ来い桐きり島しま啓太。安心しろ、痛いのは最初だけだ。すぐに何も分からなくなる」

「いやー、やめてー!!　誰か、タスケテー!!」

　オレの平和な日常は、いつの間にか銀ぎん河がの彼方かなたよりも遠いところへ吹き飛ばされてしまっていたらしい。皆さんも、失言にはくれぐれも注意しましょう。







幕間




　夏の日差しが降り注ぐ千ち代よ原はら区く役やく所しよ庁舎に、小さなざわめきが起こった。職しよく員いんたちが、普ふ段だんよりも幾分固めの表情を浮かべながら小声で囁ささやき合っている。

「どうしたの？」

「何かね、女子高生が今度の区長選に立候補するって言ってきてるらしいよ」

「ホント!?　そんなことできるの!?」

「さあ～。ま、立候補の受付は選挙管理委員会だから、ウチらには関係ないでしょ」

「まあね」

　そんな雑ざつ談だんにこっそり耳を傾けながら、選挙プランナー、鷲わし尾お貴たか子こは誰だれに言うともなく一人ひとり静かに呟つぶやいた。

「……ふうん、高校生で市長選に立候補、ね……面おも白しろくなってきたじゃない」

　まだ若い女である。タイトなパンツスーツをパリッと着こなし、明るく染めた長い髪が、いかにもデキる女然とした風格を漂わせている。

「鷲尾さん！」

　その鷲尾の許もとに、一人の男が小走りに駆け寄ってきた。

「鷲尾さん、そんなところにいたのか。困るよ、夕方からうちの後援会の集会があるって言っておいたじゃないか」

　ネイビーのスーツをピシッと着込んだその男は、メガネの下で神経質そうな目を光らせながら、鷲尾をじろりと睨にらみ付ける。

「ああ、若わか杉すぎさん。すみません、ちょっと選挙管理委員会の方で確かく認にんしておきたいことがあったもので」

　この男こそ、現職柏かしわ原ばらを追い落とすために新しん政せい党とうの太おお田た垣がきが擁よう立りつした秘蔵っ子、若杉すなおである。三十代後半だが年ねん齢れいの割にスマートな体型で、おでこを見せた清せい潔けつ感かんのあるヘアスタイルは、一見して爽さわやかそうなイメージを作り出すことに成功している。

「それならそうとひと言言ってくれないと困るよ。太田垣先生のためにも、今回は絶対負けるわけにはいかないんだから。選挙プランナーの君にもしっかり自覚を持ってもらわないと」

「……申し訳ありません」

　素直に頭を下げたが、鷲尾は若杉のこういう小物っぽいところがどうしても好きになれなかった。リーダーたる者、もっとどっしり構えてもらいたい。

（ああもう、いくら報酬が良いとはいえ、とんだハズレくじ引いちゃったわ……。うちのボスはこんなだけど、あの女子高生候補者ってのは一体どんな子なのかしらね）

　鷲尾は、街で見かけるステレオタイプな女子高生の姿を思い描きながら、そっと小さな笑えみを漏らした。
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　午後の授業を久く宝ほうに無理やり早退させられたオレは、その足で一いつ緒しよに千ち代よ原はら区く役やく所しよへと向かった。立候補に必要な手続きを調しらべるためである。

　区役所の四階へ上がり、選挙管理委員会事務局の窓口を覗のぞき込むと、男性職しよく員いんは皆ノーネクタイの垢あか抜ぬけない半はん袖そで白シャツを着て、慌ただしく業務をこなしている。

　しばらくカウンターのところで待っていたが、いつまで経たっても誰だれも声を掛けようとしないので、しびれを切らした久宝は、たまたま通りかかった職員に思い切って話しかけてみた。

「あの、すいませんですの」

「はい、何でしょう」

「わたくし、今度の区長選に立候補したいと思ってるんですけれども、どんな手続きが必要なのか、教えていただけませんでしょうか？」

「はあ？」

　その言葉を聞いた職員が、露ろ骨こつに迷惑そうな表情を浮かべた。

「君たち学生だよね。あのね、悪いんだけど選挙のことを勉強したかったら、まず学校の先生をとおしてくれないかな」

「いえ、選挙の勉強をしたいんじゃなくて、選挙に立候補したいんですの……」

「それから選挙についての情報はホームページにも載せてますから、まずはそこを見ておいてくださいね。今の若い子だったら得意でしょ、そういうの？」

　久宝がいくら尋たずねても、無愛想な職員はまともに相手すらしようとしない。

「ちょっと、いい加減にしてくださいですの！」

　とうとう堪かん忍にん袋ぶくろの緒おを切らした久宝が、職員に向かって抗こう議ぎの声を上げた。

「わたくしたちは、選挙に立候補するんですの！　これ以上まともに答えないのでしたら、わたくしにも考えがありましてよ！」

　激はげしい剣けん幕まくに驚おどろいた職員は、ようやくまともに対応し始めた。

「あ、あのね、立候補する場合には、告示の数日前に開かれる立候補予定者説明会というものに参加していただいて、そこで必要な書類をお渡しするんですけど、説明会には被選挙権を持つ人たちじゃないと参加できないんですよ。きみたちまだ学生だよね？　もう少し大きくなってから来てもらえないかな」

「被選挙権ならわたくしたちも持ってますわ。公選法をもう一度よくお読みくださいませ」

「被選挙権を持ってるって……きみら学生だよね？　公職選挙法には、どこにも学生が選挙に立候補できるなんてこと書いてないよ？」

「それはあなたの不勉強ですの。公選法には、学生だと立候補できないなんて記載もどこにも書いてはございませんでしてよ」

「え…………？」

　久く宝ほうの言葉に不意を衝つかれた職しよく員いんは、しばらくお待ちください、と言って、奥へ引っ込んでしまった。間もなく、カウンターの向こうからどこかに電話を掛ける声が聞こえてきた。かすかに漏れ聞こえてくる内容から推測するに、恐らく東とう京きよう都と庁ちようや総そう務む省しように問い合わせているのだろう。

　それから三十分ほど経たった頃ころ、待ちくたびれて近くのベンチシートに座り込んでいたオレたちのところへ、ようやく先ほどの職員が戻ってきた。その顏には、明らかに当惑の色が貼はり付いている。

「も、申し訳ありません、大変お待たせいたしました」

「いえ、構いませんわ。それで、どうでしたの？」

「はあ、あの、立候補要件に差し障りはございませんので、説明会には何の問題もなくお越しいただくことができます」

　職員の声には、狼ろう狽ばいの色がありありと滲にじみ出ていた。それもやむないことであろう。オレだって久宝に言われるまで、高校生が区長選に立候補できるなんてこと考えてもみなかったのだから。

「ちなみに念のためお尋たずねしますが、久宝さんは、ご両親の承しよう諾だくはもらっておいでで？」

　先ほどとは打って変わって腰の低い態度を見せながら、職員が遠えん慮りよがちな声で尋ねてきた。

「もちろんですの。二つ返事で了承してもらえましたわ。でも、立候補に親の承諾なんて必要なんですの？」

「いえ、そういう意味でお尋ねしたのではございません。ただ、立候補には供きよう託たく金きんが必要となりますので、あらかじめ伺うかがっておいた方が良いかと思いまして」

「供託金？」

「そうです。公職選挙に立候補される場合、供託金というものを法務局に納めなければなりません。これは選挙を利用した売名行為や、面おも白しろ半はん分ぶんでの立候補を防ぐために設けられた制度で、一定数以上の票を得られなかった場合は没収される決まりになっています」

　ふむ、そんな制度があったとは知らなかった。たしかに、時折たまたま回したチャンネルで政見放送を見かけたこともあるが、中にはこいつ大丈夫かと思いたくなるような連中も平気で立候補している。きっとこういう制度がなかったら、もっと収拾のつかないことになっているのだろう。

「ご賢けん明めいな制度ですわ。それは、いくら納めれば良いんですの？」

　軽い口く調ちようで尋ねる久宝に、職員は驚おどろくべき金きん額がくを口にした。

「区長選の場合は百万円となっております」

　ひゃ、百万円!?

　せっかく校長の承しよう諾だくを得たというのに、予期せぬ障害の発生である。百万円なんて大金、学生が簡かん単たんに用意できるものではない。仮に時給八百円のバイトをしたとして、百万円稼かせぎ出すには千二百五十時間が必要となる。毎日休みなく三時間のシフトに入ったとしても、約四百十七日掛かる計算だ。二人ふたりで手分けしたところで二百日ちょっと。これではお金が貯たまる前に選挙が終わってしまう。

　だが、久く宝ほうは驚おどろくオレをよそに、ケロリとした表情で職しよく員いんに尋たずね返した。

「あら、百万円で良いんですの？　それでは面おも白しろ半はん分ぶんの立候補を防げないのではなくて？」

　あっさりと言ってのける久宝に、今度は職員の方が驚おどろいて目を見開いた。

「いえ、ご用意できるのでしたら結構ですが……」

　おいおい、マジかよ……

　百万円あったら、プレステ３の本体が四十台くらい買えちまうじゃねえか。八千円のソフトでも、百二十五本買えちまうぜ……。

「？　どうなさいましたの、啓けい太た」

「いや、何でもない」

　これだけ恵まれた環かん境きように育っていたら、区長になることくらい当然と思えるのかも知れない。一体どんな家庭で育ったのか、ちょっと見てみたいような気もする。

　久宝さゆりという人間に少しだけ興きよう味みが湧わいた、区役所訪問だった。
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　下校しようとしたオレが自分の下足箱を開けると、一通の乙女おとめチックな封筒が入っていた。淡いピンクのクラフト紙にハート型のシールで封をされ、表には「桐きり島しまくん江え」と可愛かわいらしい丸文字が躍おどっている。

「これは………まさか！」

　いささかセンスの古臭さを感じなくもないが、いわゆるラブレターと呼ばれるものだった。この世にはそういうものがあるということは知っていたが、まだ現物を観かん測そくしたことがなかったので、オレの世せ界かい線せんでは存在しないものなのかと思っていた。

　イタズラという可能性も考え、慎重に周囲を見回してみるが、誰だれかがこちらを観察しているような様よう子すも一切見受けられない。

　オレはふと、以前、直なお也やが言っていた「人生には三回のモテ期がある」という話を思い出した。都市伝説だと思っていたが、どうやらあれは本当のことだったらしい。

　逸はやる心を押さえつつ、オレはゆっくりとハート型のシールをはがした。

　その瞬しゆん間かん──

　ぷしゅ～～～～～～～～～～～～～!!

　いきなり手紙の中から白い煙が噴ふき出し、オレは意い識しきを失った。

　朦もう朧ろうと霞かすむ視界の中、オレを見下ろすように立つメイド姿の女性が「ラブレターだと思ったか？　残念、召集令状でした！」と言っていたように聞こえたが、多た分ぶんすべて幻覚だろう。




「うう……」

　気が付くとオレは、ガランとした教室の中で一人ひとり仰あお向むけに寝かされていた。

「ようこそ啓けい太た、わたくしたちの新しい部室へ！」

　聞き覚えのあるアニメ声に叩たたき起こされてみると、そこには仁に王おう立だちのポーズでこちらを見下ろす久く宝ほうの姿があった。

「……く、久宝？　部室って何のことだ？」

「今日きようからわたくしたちは、ここを後援会の事務所として使いますの！」

「はあ？」

　ちょっと待て。話がいきなり過ぎて何を言っているのかさっぱり分からない。

「もう、寝ぼけている場合ではありませんのよ。廊下からドアのところを見てごらんなさい」

　訳も分からず教室を出てドアの脇わきを見てみると、そこには達たつ筆ぴつで「千ち代よ原はら区く政せい勉べん強きよう会かい」と大書された木の看板が掲げられていた。

「こりゃ、一体どういうことだよ……」

「昨日きのう、舞ま已いが校長先生と掛け合って、空き教室を事務所代わりに使わせてもらえることになったんですの」

　いつの間にかオレの隣となりに立っていた久宝が、得意げな顔で胸を反らした。

「マジかよ……てか、この『千代原区政勉強会』ってのは何だ？　事務所として使うんだったら、ふつうに『久宝さゆり後援会事務所』でいいじゃねえか」

「フッ、分かってませんわね、啓太」

「あん？」

「本来教きよう職しよく員いんというものは政治活動に参加することができませんのよ。ですから、この部へ屋やはあくまでも選挙のためでなく、自主的な学習活動の一いつ環かんとして使用しなければなりませんの」

「……ほう」

　生徒の勉強のために部屋を貸すだけだから、選挙協力にはならないというわけか。何かと杓しやく子し定じよう規ぎな石いし浦うらにしては、随分と融ゆう通ずうを利かせた判断だ。きっと舞已さんが説得してくれたに違いない。

「それにしても、何もない部屋だな……」

「空き教室でしたので仕方ありませんの。今度必要なものを買いに行かなければなりませんわ」

　そんなことを話していると、窓の向こうからガヤガヤと騒さわがしい声が聞こえてきた。外を見ると、キャンバスに向かって熱ねつ心しんに筆を走らせる一人の生徒を、大勢の女子たちがぐるりと取り囲んで、口々にその絵を褒ほめそやしている。

「あら、あれは何ですの？」

　彼女たちの様よう子すに、久く宝ほうが興きよう味み深ぶかげな様子で尋たずねてきた。

「ああ……」

　ほとんど学校に来ていなかった久宝には珍しいものに見えたようだが、オレには、いや、オレたち金きん星せい高こう校こう生せいにとっては、実はこの人だかりもすっかり見み慣なれた光景となっていた。

「あれは翼つばさ真ま琴こと先せん輩ぱいを取り囲む女子ファンたちだな。いつものことだから気にするな」

「そうなんですの……？」

　オレの言葉に、久宝が不ふ思し議ぎそうな表情を浮かべた。まあその気持ちも分からんではない。

　なぜなら、翼先輩は女子だからだ。

　彼女は花も恥じらう乙女おとめであり、ＪＫと書いて女子高生と読む、今が旬しゆんのなでしこ若葉なのだ。その翼先輩が、なぜ同性の子たちに十と重え二は十た重えと囲まれているのか。その理由はただ一つ。翼先輩がイケメンだからである。

　スラッと伸びた手脚に、均きん整せいのとれた顔立ち。さらさらのショートヘアは軽く七三に分けられ、ハスキーな声が女の子たちを魅み了りようする。翼先輩は、我が校が誇るイケメンＪＫなのである。

「ウワサだと、バレンタインデーは毎年紙袋を四つ持参してくるのにそれでも入り切らないから、近くのコンビニの宅急便を使ってチョコを自宅へ送ってるって話だぜ」

「そんなにチョコが食べられるなんて、うらやましい限りですの」

　感心するところはそこじゃないんだけどね。

「でも本当に素す敵てきな方ですわ。まるで王子さまみたいですの」

「まあ実際、翼先輩は『王子』って呼ばれてるからな」

「あら、そうなんですの。それじゃあ、あの方は演えん劇げきでもやってらっしゃるんでして？」

「いいや、翼先輩は美術部だ。ただ、一度だけ演劇部の頼みで臨りん時じの王子役として出演したのがきっかけで、「王子」と呼ばれるようになったんだとか」

「ふうん……」

　しばらく翼ファンの集団を眺めていた久宝だったが、突然、頭の上に豆電球が光ったような顔でポンと手を打ち鳴らすと、興こう奮ふんした声でオレに話しかけてきた。

「そうですわ、良いことを思い付きましたの啓太！　あの翼先輩に、わたくしの後援会の会員第一号になっていただくというのはいかがでしょう！」

「翼先輩に？」

「そうですの。わたくし、あの方が好きになってしまいましたわ！　ぜひあの方にもお友だちになっていただきたいと思いますの！」

「おいおい、冗じよう談だんも大概にしとけよ。学校一の人気者に、こんな訳の分からん活動へ手を貸してる時間があると思うか？」

「それはご本人に訊いてみなければ分かりませんわ！　さあ、行きますわよ啓けい太た！」

　久く宝ほうはオレの腕をつかみ、意気揚々とした様よう子すで教室を飛び出した。

「ちょ、オレまで巻き込むなって！　やめろおおおおお！」




「翼つばさ先せん輩ぱい！」

　久宝が声を掛けると、女子の集団が一斉にこちらを睨にらみ付けてきた。万まん華げ鏡きよう写しや○眼がんでも開眼してるのかと思うくらい、恐ろしい目付きである。

（ちょっと、誰だれなのこいつ？）

（もしかして、一年の久宝さゆりじゃない？）

（いきなり王子に声掛けてくるなんて、調ちよう子しに乗るのもいい加減にしなさいよね）

　彼女らは、今にも黒い炎を吐き出しそうな勢いで久宝にじわじわ詰め寄ってくる。女子高生、マジ怖い！

　だがその時、

「待ちたまえ！」

　集団の中心から、一際凜りんとした声が響ひびき渡った。

　同時に、ざわついていた女子たちが一いつ瞬しゆんでピタリと静まる。

　やがて紅こう海かいを渡るモーゼのように、左右に分かれる女子生徒たちの間に翼先輩が姿を現した。

「きみが久宝くんだね。ウワサはかねがね聞いているよ」

　開口一番、爽さわやかな口ぶりで出迎えてくれた翼先輩は、さすが王子と呼ばれるだけあって、久宝と並んでも見劣りしないどころか、むしろ見栄えするほど洗練された容よう貌ぼうを具そなえていた。

　顏が小さいので背が高く見えるが、身長はオレより少し小さいくらいだろう。手足はすらりと細く、まるで少女マンガのような体型をしている。とはいえ、彼女はそれほど尖とがった輪りん郭かくを持っているわけではない。むしろ男と呼ぶには、あまりに中性的で可愛かわいらしいくらいだ。それなのに男性的な魅み力りよくを感じさせるのは、恐らく一般的な女子よりも、やや広めの肩を持っているせいだろう。

「おはようございます、翼先輩。今日きようはわたくしたち、お願ねがいがあって参りましたの」

　なおも剣けん呑のんな視し線せんを投げかけてくる女子たちにまったく気き後おくれすることなく、久宝は翼先輩に歩みよると、堂々と自分の言いたいことを言い始めた。

「お願い、とは？」

「ご存じかも知れませんが、わたくし千ち代よ原はら区く長ちよう選せん挙きよに立候補することにいたしましたの」

「みたいだね。あの政見放送は実に傑作だったよ」

　くっくっくっ、と笑いをこらえるように言う翼先輩。そんな些さ細さいな仕し草ぐさでも、いちいち絵になってしまうからさすがである。

「そこでご相そう談だんですわ。翼先輩には、ぜひわたくしたちと一いつ緒しよに区長選を戦っていただきたいんですの。どうかよろしくお願いできないでしょうか」

　口く調ちようこそ丁てい寧ねいだったが、久く宝ほうの言葉からは強い意思が感じられた。ここぞというところで口ごもらずにハッキリ自分の意思を伝えられるのは、こいつの大きな強みなのかも知れない。

　しかし、

「悪いんだけど」

　翼つばさ先せん輩ぱいは、すまなそうな笑え顔がおを浮かべながら言った。

「わたしは政治には興きよう味みがないんだ。こんなわたしに声を掛けてくれたのは嬉うれしいんだけど、もっと適任の人は他ほかにもいると思うから、そちらを当たってもらえないかな」

「そこを何とか──」

　久宝が身を乗り出しかけた、その時である。足の先にコツンと絵の具入れが触れ、上に載っていたスケッチブックが音を立てて滑り落ちた。

「あ、失礼いたしましたですの」

　慌てて拾い上げた久宝が、偶然開かれたページを目にして怪け訝げんそうな表情を浮かべる。

「あら、このイラストの絵柄、どこかで見た覚えが……あ、そうですの！　啓けい太たからもらった同人誌の作者で、赤あか羽ばねハーむぐっ！」

　奴やつが言いかけたところで、オレは咄とつ嗟さにその口を手で塞ふさいだ。

（バカ野郎！　天下の往来でなんちゅーこと口にしやがる！）

「同人誌が、何だい？」

「い、いえいえ！　こいつ文芸同人誌が好きでして！　な、久宝！」

　オレの言葉に久宝が不満そうな表情を浮かべる。だがそんなことに構っている場合ではない。危うくこいつだけでなく、オレまでオタクであることがバレてしまうところだったのだ。

　久宝の手から強引にスケッチブックを奪い取り、翼先輩にお返しした、その時だった。

「おい、あれ一年の久宝じゃねえか！」

「やっべ、マジ可愛かわいいじゃん！」

「オレ、告こくっちまおっかな！」

　今度はオレたちの背後から、男子生徒たちの声が聞こえてきた。男どもはあれよあれよという間に大集団となり、校庭は翼ファンと久宝ファンが向き合う、混こん沌とんのるつぼと化していく。

　オレはその混乱の中で、とある異変に気が付いた。

「いやー、久宝さゆり、超可愛いな！」

「………………」

「オレ、ああいう子が好みなんだよね！」

「………………」

　注意深く観かん察さつしなければ分からないことだが、男子生徒たちが歓声を上げるそのたび、翼先輩の眉まゆがピクリと小さく上下しているのだ。

「あの、翼つばさ先せん輩ぱい！」

　なおも食い下がろうとする久く宝ほうの肩をつかみ、オレは左右に首を振った。

「やめとけ」

「な、何でですの？」

　オレはチラリと周囲に視し線せんを巡らす。

　そこには邪神でさえも土下座して詫わびたくなるほど恐ろしい形ぎよう相そうを浮かべる、女子生徒たちの姿があった。彼女たちの瞳ひとみには、自分たちを差し置いて翼先輩に接近した挙句、男子生徒たちの人気まで根こそぎ奪った久宝への怨うらみの炎がメラメラと燃もえさかっていた。このまま話し続けると、ハルマゲドンが起こりかねない。

「翼先輩、朝からお邪じや魔ましてしまいすみませんでした。今日きようはこれで失礼します」

　オレは急いであいさつを済ませると、久宝を引っ張って校舎の中へと逃げ帰った。これ以上女子同士のやっかみ合いになど構っていられなかったのはもちろんのことだが、実はもう一つ、オレには非常に気がかりなことがあった。

　チラリと背後を振り返ると、久宝の背中をじっと見つめる翼先輩の姿が目に映る。

（久宝の奴やつ、王子の目の前であんなに男子連中からチヤホヤされやがって……これ以上面めん倒どう事ごとに巻き込まれるのは御免だからな）

　小さく溜ため息いきをついたが、まとわり付くような視線はいつまで経たってもオレたちの背中から離はなれようとしなかった。
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　翌日の昼休み、オレは久宝と一いつ緒しよに勉強会の部室で昼ごはんを食べていた。久宝が「高校生なら、お昼ごはんは部室で食べるものですわ！」と言ってきかなかったので、結局、部室で摂とることになったのである。

　当初は反対していたオレだったが、部室で食べるなら久宝家のシェフが作った仕出し弁当を出すと言われ、やむなく了承することにした。男子高校生とは、常にゾンビのごとく飢うえた生き物なのである。先日も、直なお也やが陶とう然ぜんとした笑えみを浮かべながら「やっぱカレーはのどごしだよね」と呟つぶやいていたが、蓋けだし名言と言わざるを得ない。

「ところでお前、弁当に何掛けてんだ？」

　ふと、隣となりで久宝が奇妙なものをおかずに掛けていることに気付き、オレは思わず疑問を口にした。今日きようの昼ごはんは、豪華な懐かい石せき風ふうの弁当である。小さく区切られたスペースには、鮭しやけや煮物や雑ざつ穀こく米まいなどが色とりどりに収められている。きっと栄養バランスもしっかり考えられているに違いない。

「何を掛けている、とおっしゃいますと？」

　オレの言葉に久く宝ほうがキョトンと首を傾かしげた。その手には、小さなプラ製のしょう油差しが握られている。一見して、普通にしょう油を掛けているとしか思えない……のだが、

「いや、だってそれ、さっきから何かシュワシュワご機き嫌げんな音立ててるぞ？　オレの知ってるしょう油はもっと大人おとなしい液体のはずなんだが、セレブが使うしょう油は違うのか？」

　久宝がフライに掛けていたその黒い液体は、小さな泡を立てながら、パチパチシュワシュワと爆はぜるような音を立てていた。これはどこからどう見ても、正真正銘コーラと呼ばれる炭酸飲料である。

「え、どこかおかしいですの？」

「いや、おかしいも何もお前、金髪だからってアメリカナイズドされ過ぎだろ。腹壊こわしても知らねえぞ？」

「大丈夫ですの、心配ご無用ですわ」

　オレが止めるのも聞かず、久宝はエビフライ（コーラ風味）を口に運んだ。

　あーん、はむ。むぐむぐ。

「まあ、美お味いしいですわ！　コーラとエビフライがマリアージュして、新婚旅行の果てに成なり田た離り婚こんしたような味がいたしますの！」

「それって本当に美味しいの!?」

　こいつ、いつも美う味まいもの食べ過ぎて味覚が崩ほう壊かいしているとしか思えない。

　ところがその時、

（チッ……）

　どこからか小さく舌打ちするような声が聞こえた気がして、オレは反射的にサッと背後を振り返った。

「どうなさいましたの、啓けい太た？」

「…………いや」

　視し線せんの先では、かすかに開いたドアから隙すき間ま風かぜが吹き込んでいた。




　次の時間は体育の授業である。

　ブルマではなく普通の短パンを穿はいた久宝と一いつ緒しよに校庭へ向かう。

　ところが、

「くさっ！」

　玄関にたどり着いたところで、いきなり異臭が鼻をついた。

　下足棚という場所はそもそもクサいところではあるが、普ふ段だんの臭さを一モルボルとするなら、今日きようの臭いは百モルボルくらいクサい。

　何とか鼻をつまみながら自分の下げ駄た箱ばこにたどり着いたところで、オレたちは衝しよう撃げき的てきな事実に気が付く。

「ここが一番クサいですわ……」

　においの発生源は、何と久く宝ほうの下駄箱だった。こいつだったら足裏さえもジャスミンの香りがしそうなものだが、もしかしたら本当は多汗症なのだろうか。周囲の生徒たちも、露ろ骨こつにこちらをチラチラ見ている。一いつ緒しよにいるオレの方がいたたまれない。

「……久宝、オレは先に行ってるぞ」

　一足先に逃げ出そうとした、その時である。

「ああっ！」

　いきなり久宝が素すっ頓とん狂きような叫び声を上げた。

「ど、どうした!?」

「わたくしの下駄箱に、納豆が入ってますの！」

「どうりでクサいはず……って、何でそんなもん下駄箱に入れてるんだよ！」

　下駄箱に納豆を入れておくなんて、Ｆ22にアルテマを使えるパイロットを乗せて飛ばすようなものである。もはや大量破は壊かい兵器と呼ぶしかない。

　ところが、久宝は驚おどろくどころかむしろ嬉うれしそうな表情を浮かべていた。

「ちょうど良かったですわ。わたくし、毎日納豆は欠かさないようにしておりますの」

「はあ!?」

「あら、啓けい太たは知らないんですの？　納豆はとてもお肌によろしいんですのよ？　今日きようはまだ納豆を食べておりませんでしたから、これを──」

　久宝が恐ろしいことを口にしかけた、その時である。

「ちょっと待って、久宝さん！」

　すぐそばにいた女子生徒が、突然深刻な顔をしてオレたちの会話に割り込んできた。

「久宝さんの家では、毎日納豆食べてるってほんと？」

「ええ、本当ですわ。しかも、これと同じ納豆をいつもいただいてますの」

　そんな話をしているうちに、なぜか他ほかの女子たちもわらわらとこの場へ集結してくる。

「どうしたの？」

「この納豆食べると、めっちゃ肌綺き麗れいになるらしいよ」

「やだ、なにそれ！　ちょー欲しいんだけど！」

　気が付くと、玄関は女子たちが納豆を奪い合う修しゆ羅ら場ばと化していた。その様よう子すを見て、久宝がポツリと呟つぶやく。

「ああ、せっかくうちのワンちゃんたちに今日の納豆をあげようと思いましたのに……」

　っておい、犬の方かよ！

　そんな事情も知らない女子たちは、今も我先にと納豆を奪い合っている。

　彼女らが真実に気付く日が来ないことを、心から願ねがってやまない。

（────チッ）

　と、その時、またしてもあの舌打ちが聞こえた気がして、オレは咄とつ嗟さに背後を振り返った。

　同時に一いつ瞬しゆん、三年生の学年カラーである臙えん脂じ色いろの上うわ履ばきがチラリとオレの視界をかすめる。

「あいつ……」

　久く宝ほうは相変わらずニコニコと無邪気な笑え顔がおを浮かべていた。こいつは自分が深刻な嫌いやがらせを受けていることに、まったく気付いていない。

（だあああ、もう！）

　オレは自分の頭をグシャグシャかきむしると、久宝に向き直って言った。

「わるい久宝、忘れ物をしちまった。お前は先に行っててくれ」

「え？　ええ……」

　キョトンとした表情を浮かべる久宝を置き去りにして、オレは一人ひとり教室へと駆け出す。もちろん、本当は何も忘れ物などしていない。オレの用事は他ほかにある。

　教室にたどり着くと、自席の脇わきに掛けていたカバンの中から携帯電話を取り出し、素す早ばやく目的のアドレスを呼び出した。

「何かあった時のために無理やり登とう録ろくさせられた番号が、いきなり役に立っちまうとはな……」

　オレは悪あく魔まのようなメイドの姿を思い出し。ぶるりと身み震ぶるいする。

　できればあの人の手だけは借りたくなかったが、今は他ほかに頼れる人物が思い当たらない。少し癪しやくだが、彼女も久宝のこととなれば絶対に断ることはないはずだ。

　何度か躊ちゆう躇ちよした後、オレは震える指でコールボタンを押した。
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「なあ久宝、今度オレと一いつ緒しよに買い物に行かねえか？」

　教室でオレが声を掛けると、久宝はシャア専用のような顔になって口をパクパクとさせた。周囲でも、他の生徒たちがあ然とした表情を浮かべている。

「そ、それはプロポーズと受け取って──」

「違うわ！」

　オレは溜ため息いきをつきながら事情を説明した。

「ほら、部室もまだあんなに閑散としてるだろ？　これから街頭演説で使うマイクとか、チラシを作るためのパソコンなんかも必要になると思ってさ」

「なるほど、それでは街宣車なども一緒に購こう入にゆうした方が良さそうですわね」

「いきなりセレブ発言キタ──────!!」

「マクラーレン・ＭＰ４‐20の選挙カーなんて斬ざん新しんだと思いませんこと？」

「斬新過ぎて誰だれもついてこれんわ！」

　選挙公約を訴えるのに５Ｇの重力加速度と時速三百七十キロの性能は必要ねえだろ！

「と、ところで啓けい太た」

「うん？」

　その時、久く宝ほうがツンツンとオレの袖そでを引っ張ってきた。見ると、真新しいスマホを手に持ったまま、何やらもじもじと指を動かしている。

「どうした？」

　尋たずねるオレに、久宝は絞り出すような声で答える。

「そ、その……啓太が持ってるケータイの、連絡先を教えて欲しいんですの」

　何だそんなことか。

　オレは言われるがまま、自分の携帯電話を久宝に向かって差し出した。

「[image: きゅう]Ｒコードの使い方は分かるか？　面めん倒どうだからさっさと済ませろ」

　ぶっきら棒に言ってやると、久宝はパッと顏を上げて輝かがやくような笑え顔がおを見せた。

「あ、ありがとうございますの！」

「勘違いするなよ。お前は世間知らずだからな、道に迷って待ち合わせ場所に来れなかったりしたらこっちが迷惑だから教えてやったんだ」

　登とう録ろくを済ませた久宝が、自分のスマホをギュッと胸の前で握り締しめながら、聞こえるか聞こえないかくらいの小さな声で呟つぶやいた。

「ふふ……わたくし、初めてクラスメイトと連絡先を交換しましたわ」

　頬ほおを赤く染めながら口にしたそのひと言に、不覚にもオレは一いつ瞬しゆんだけドキッとしてしまったのであった。




　日にち曜よう日び、オレはアキバの電気街口改札前で久宝が来るのを待っていた。

　本当は土曜日に行くつもりだったのだが、久宝から「乙女おとめの外出には準備が必要なんですの！」と言われ、結局日曜日に行くこととなったのである。まあオレの方は土曜でも日曜でも問題なかったので、特段スケジュールに支障はない。

　マイクやパソコンなら、そこら中の店で適当なものが売っているだろう。だが今回の買い物には、実は他ほかにもう一つ、重要な目的があった。それは……

　そろそろ待ち合わせの時間だな、と思い腕うで時ど計けいに目を落とした時、オレの背後でどよめきが起こった。何事かと思って振り向くと、そこにはオレを捜してキョロキョロと辺りを見回す久宝の姿があった。

「あ、啓太！　ようやく見付けましたわ！」

　オレに気付いた久宝が、パッと笑顔を浮かべて駆け寄ってくる。その姿を見て、オレは呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽くした。

（おいおい、こりゃやべえんじゃねえの？）

　コスプレ姿と制服姿は見たことがあったが、ごく普通の私服姿を見るのは、今日きようが初めてである。そしてその予想を超えた出来栄えに、オレは思わず言葉を失っていた。

　薄うすいサテン生き地じで作られたピンクのワンピースは、胸の下辺りでリボンを使って軽く絞られている。裾すそや胸元にはフリルがしつらえられ、まるでフランス人形のように愛くるしい。白いベルトの腕時計は、足元のミュールサンダルと合わせたものだろう。

　老若男女、あらゆる人種が彼女を見て振り返っていた。芸能人でもこれほどの美少女にはそうお目に掛かれまい。まるで悪あく魔まがこさえた磁じ石しやくのように、通り過ぎる人々の視し線せんを次々と吸い込んで釘くぎ付づけにしていく。同じ場所にあまり長居させると、事故でも起こしてしまいそうだ。

　ほうっと見とれるオレの前で、久宝がガッツポーズしながら小さな声で呟いた。

「うふふ、舞ま已いと一いつ緒しよに一日掛けてお洋服を選んだ甲か斐いがありましたわ」

「うん？　何か言ったか？」

「いいえ、何も言ってませんですの！」

　しかも、こいつの場合は単純に可愛かわいらしいというだけの話に留とどまらなかった。

　背が低く手足も細いため、遠目には中学生と間違えそうになる久く宝ほうだが、一箇所だけ、他とは明らかに一線を画かくした部位があった。

（こいつ、ロリ巨乳だ……!!）

　ロリ巨乳──、顏の造形に幼さを残しながら、けしからんほど大人おとなな胸をしている女子を指してこのように言う。久宝には悪いが、ちょっと目に毒なほど胸がリボンで強きよう調ちようされている。

（あざとい、あざといよ久宝さん！）

　とはいえ、あまり胸ばかり見ていると、いい加減久宝に気付かれてしまう。オレは何とか視線を胸から引ひき剥はがし、三さん国ごく志しの登場キャラ数を数えながら何とか冷静さを取り戻そうとした。

　だがその時──

　むにゅん♥

　腕に何か柔らかいものが押し付けられたような感触がして、オレは恐る恐る視線を斜め下へ移した。そこでオレが目にしたのは、頬ほおを赤く染めながらオレの腕にギュッと抱き着く、久宝のあられもない姿であった。

[image: ]

「って、うおおおおおい！　お前何してくれちゃってんのおおおおおお!?」

「ふえ？　何って、そんなの決まってますわ。庶民の間では、若い男女が連れだって外出する際には必ずこのように殿方の腕につかまって歩くのが常じよう識しきではございませんの。そんなこともご存じないなんて、啓けい太たは随分お子様ですのね」

「いやいや、そんな常識宇宙開かい闢びやく以来一いつ瞬しゆんたりとも存在したことねえよ！」

「え、でも舞ま已いがそういうものだと言ってましたわ。おまけに啓太は特にその手のマナーにうるさい人間だから、できるだけ力をこめて腕につかまるようにと……」

「あのドグサレメイドがあああああああ！」

　オレは古こ事じ記きの時代から続くこの日に本ほんにおける正しい常識を、懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明してやった。あと少し久く宝ほうが胸を離はなすのが遅れていたら、オレの息子むすこは大変なことになっていただろう。

　こうしてオレたちはアキバの街へと買い物に繰くり出したのだが、本当の恐怖は、実はこの先にこそ待ち受けていたのであった。




「啓けい太た、この服どうですの？」

「ああ、似合ってるんじゃないか？」

「こっちはどう思いますの？」

「それも似合ってるんじゃねえか？」

「じゃあどちらの方が似合ってると思いますの？」

「いや、どっちも似合ってんじゃねえか？」

「もう、それでは選べませんですわ！」

「ああ、す、すまん……」

　ふと思う。


　あれ、何でオレいま謝あやまってんの？



　たしか電器街に向かっていたはずだったのだが、気が付くと久宝の服選びにつきあわされていた。何を言っているのか分からねーと思うが、オレも何をされたのか分からない。

「ふう、まったく啓太は全然乙女おとめ心ごころが分かっていないですわ」

「すみません……」

「まあいいですわ、どうせどちらも買いませんし」

「買わないのかよ！」

　さっきまでのやり取りに一体何の意味があったんだ！

「ねえ啓けい太た、わたくし疲れてしまいましたわ」

「まだ当初の目的の億分の一も果たせてませんが!?」

「ちょうど良くあそこにカフェがありますの。あそこで休きゆう憩けいすることにしますわ」

「人の話聞いてます!?」

　結局オレは、引きずられるようにしてコーヒー店に連れ込まれていった。




「いらっしゃいませー」

　カランカラン、とアンティークなベルの音に迎えられて店内に入ると、もうすぐ昼時だといのに、中は思っていたよりも空席が目立っていた。

　というか、客が誰だれもいなかった。

「おい、これは一体どういうことだ？　何でこの店だけガラガラになってる？」

「偶然ですわねー。きっとたまたま今日きようこの時間に限って、この店に入ろうと思った人は一人ひとりもいらっしゃらなかったんですのね」

　驚おどろくべき偶然！　グランドクロスが起こるよりもはるかに低い確かく率りつ！

「まあいい、とりあえずノドが渇いたから何か飲むか」

　ひとまず席に着いたオレだったが、一つ気になることがあった。

　さっきからカウンターの向こうや店の柱の陰で、市街戦用のグレーの迷彩服を着たお兄にいさんたちが、「こちらブラボーワン。Ａ地点制圧完了、進路オールグリーン」「ブラボーツー了解。そのままフェイズツーに移れ」などと無む線せん交信している。

「なあ、ここ落ち着かないからちょっと店替えないか？」

　そうオレが提案すると、久く宝ほうは明らかにキョドった様よう子すで尋たずね返してきた。

「ど、どうしたんですの、一体何が落ち着かないというんですの!?　はっ、店員がいると落ち着かないんですのね！　分かりましたわ、いま店員も排除させます」

「店員排除したら何も注文できねえだろうが！」

　っていうか、今「排除」言いましたよね！

「分かりましたわ。ちょっとお待ちになってくださいですの」

　ここで何かを決意した久宝は、やおらポーチからスマホを取り出すと、どこかに向かって電話を掛け始めた。

「わたくしですの。ええ。プランＢ４は破棄、プランＺ58に移行してくださいですの」

「何か知らんがプラン多いな！」

「もちろんですわ。状況に応じて発砲も許可します」

「ちょっと待て！　いま何を許可した!?」

「ああ、そうそう、舞ま已いにはデルタチームも投入するように伝えておいてくださいまし。必要ならば東とう京きよう湾わんに展開している空母打だ撃げき群に航空支援も要よう請せいいたしますわ」

「待て！　もういい、この店で問題ない！　わがまま言って悪かった！」

「え？　そんな。すでにラグナロク作戦は発動してしまったといいますのに……」

「もはや手遅れ!?」

「まあいいですわ。啓けい太たがここで良いと言うのでしたら、わたくしにも異存はございませんわ」

　何か釈然としないが、とりあえず良しとしておこう。

「んじゃ、店員さん、注文お願ねがいします」

「はーい」

　カウンターの向こうから、白シャツに黒エプロンを重ねたごく普通の店員さんが、伝票を持っていそいそとこちらに駆け寄ってきた。

「オレはアイスコーヒーで」

「かしこまりました」

「わたくしはファイネストティッピーゴールデンフラワリーオレンジペコのダージリ──」


「ねえよ」



「かしこまりました」

「あるの!?」

　一体どうなってんだ、この店？

　と、その時、ちょうど久く宝ほうの背後にある窓の向こうで、迷彩服のお兄にいさんがブロックサインらしきものを送ってくるのが目に入った。

　おっと、すっかり忘れかけていたが、オレにはやるべきことがあるのだった。

　あのサインは、そろそろ移動しろという合図である。久宝の電話を聞く限り、舞ま已いさんもうまく展開できている様よう子すだ。場所を移すには良い頃ころ合あだろう。

「なあ久宝、次はオレの行きたいところを選ばせてもらっていいか？」

　オレは自然な風を装いながら、さりげなく店を出ることを久宝に提案した。

「あら、啓太にも行きたいところがありますの？　もちろんいいですわよ！　その方がデートっぽいですし、デュフフ……」

　何か聞こえたような気もしたが、とりあえず問題ないものと理解したオレは、スマホを取り出し、次の店の地図を検索し始めた。行き先はすでに目星が付いている。歩いて数分の距きよ離りで久宝の機き嫌げんを損ねずに済む場所といえば、あそこしかあるまい。




　それから数分後、

「す、素す晴ばらしいですわ！」

　久く宝ほうは目を輝かがやかせながら、オレンジを基き調ちようとした棚の立ち並ぶ明るい店内をグルリと見回した。同時に、リュックを背負った男性客たちが気まずそうな様よう子すで目を逸そらす。

「同人誌がたくさんですの！　これが有名な、とらのあ──むぎゅ！」

「やめておけ、それ以上言うと問題がある」

　おしゃべりな口を塞ふさぎながら、オレは大人おとなの事情を教えてやる。

　ここは同人誌販売で有名な某書店。カフェを済ませたオレたちは、以前から久宝が行きたがっていた、このオタクの聖地を訪れていた。

「見て見てですの啓けい太た！　あそこにもここにも、たくさん同人誌が置いてありますわ！」

「おま、ちょ、静かにしろよ。他ほかのお客さんに迷惑じゃねえか……」

　わざわざ言われなくったって、同人誌がたくさん置いてあることは一目で明白である。それよりも、そんなに騒さわいでいると……

「あの、お客さま、店内ではお静かにお願ねがいいたします……」

「あ、す、すみません……」

　案の定、オレたちは店員さんから注意されてしまった。

　オレは小さく肩をすぼませながら、非ひ難なんの目で久宝を睨にらみつける。と、その時。

「うん？」

　久宝の背後に妙な人ひと影かげを見付け、オレはパチパチと目をしばたいた。

　何だ、あれ？

　視し線せんの先では、メンズファッション雑誌のモデルかと見み紛まがうようなスラリと整ととのった体型の人物が、キョロキョロと辺りを窺うかがいながら同人誌を物ぶつ色しよくしている。一見すると男のようだが、オレはその人影に見覚えがあった。

「……翼つばさ、先せん輩ぱい？」

　本人は変装しているつもりなのだろうが、逆にかえって目立ちまくってしまっている。あんなイケメン女性、翼先輩以外に考えられない。

「なるほど、そういうことか」

「どうしたんですの、啓太？」

　彼女の存在に気付いていない久宝が、キョトンとした顔でオレに尋たずねかけたその時、

　ヴヴヴヴヴ、ヴヴヴヴヴ。

　突然、オレのケータイがメールの受信を告げた。

「おっと」

　メールを開くと、そこには何枚かの画像が添付されていた。オレはその中身を見て、「よし」と小さく呟つぶやく。これで今日きよう秋あき葉は原ばらに来た目的は果たすことができた。これ以上長居する必要もあるまい。

「んじゃ、用事も済んだし、そろそろ帰るとするか」

「え、もう帰るんですの!?」

　店を出ようとしたオレに、久く宝ほうが不満そうな声を上げた。

「どうした、他ほかに何か用でもあったか？」

「用っていいますか、その……、せっかくのデートなんですし、ゴニョゴニョ」

「ん、何か言ったか？」

「な、何でもありませんわ！」

　なぜか慌てて首を振る久宝。

　と、その時である。

「あ！」

「うん？」

　近くにあったお店を見て、久宝がパッと顏を輝かがやかせた。

「あそこ、あのお店に寄りたいですわ！」

「え、あそこ？」

　久宝が指し示したその店は、小さなアクセサリーショップだった。




「わあ、素す敵てきですわ！」

　狭いドアをくぐると、久宝が感嘆の声を上げた。

　こういう店に入るのは初めてなのだろう。あっちの品を手に取りこっちの品を手に取り、店内を忙しそうに眺め回している。

　フロア内を見渡すと、若い男女の二人ふたり連づれが多く目に付いた。他の人たちから見れば、オレと久宝もそういう風に見えてしまうのだろうか。考えただけで照れ臭くなってしまう。

「ねえ、あっくん、これ買ってぇ～」

　オレのすぐ隣となりでは、大学生くらいの彼女が彼氏に何やらおねだりをしていた。

「しゃーねえなあ、お前こんなの欲しいのかよ」

「だって可愛かわいいんだも～ん」

　見ているこっちの方が気恥ずかしくなるくらい甘々なカップルだ。こういうのをバカップルと言うのだろう。別にオレは「リア充爆ばく発はつしろ！」みたいなテロリズム思想など持ち合わせていないが、ここまで見せ付けられると少々うんざりしてしまう。

「うん？」

　ふと視し線せんを感じて顔を上げると、何やら深刻そうな表情を浮かべる久宝と目があった。

「どうした？」

　オレが声を掛けると、久宝はいきなり手近なところにあった商品を手に取り、妙なことを口走り始める。

「啓けい太た、これを買ってくださいですの！」

　それは星のマークを象かたどった金きん色いろの小さなキーホルダーだった。別にとりたてて目を惹ひくデザインをしているわけでもない。どうして久宝がこんなものを欲しがるのか、オレにはさっぱり理由が分からない。

「買ってって……、お前こんな安いものくらい自分で買えるだろうが」

　自慢じゃないが、オレが一年のあいだにもらうお小こ遣づかいをすべて合計しても、久宝がひと月のあいだにもらうお小遣いより少ない自信がある。そんなもん、オレに買ってもらわなくたって自分のお金で充分買えてしまうはずだ。

　しかし久宝は、頑としてオレの言うことに耳を貸そうとしなかった。

「買ってくださいですの！　啓太に買ってもらわないとダメなんですの！」

「ええ～？」

「買ってくださいですの！　買って買って買って買って買って！」

「しゃーねえなあ、んじゃ買ってやるから、静かにしろって」

「あ、ありがとうですの[image: ]」

　買ってやると言った瞬しゆん間かん、久く宝ほうはピタリと静かになった。まったく現金な奴やつである。

　レジに持っていくと、女性店員さんがクスクス笑いながら品物をギフト用の小袋に入れてくれた。

「可愛かわいい彼女さんですね」

「い、いや、ちょ、ちが……!!」

　かすかな視し線せんを感じて振り向くと、先ほどの大学生バカップルが何か微笑ほほえましいものでも見るかのような表情でこちらを眺めていた。まったくどいつもこいつも恋愛脳の持ち主ばかりでいやになってくる。

「ほら、買ってやったぞ」

　久宝のところへ戻ると、オレは半ば押し付けるように、キーホルダーの入った小さな袋を前に差し出した。それを受け取った久宝は、何を思ったか、その場でラッピングを解ほどいて中から品物を取り出してしまう。

「おいおい」

　早速ポーチにでも付けるつもりなのか。どうやら余程お気に召したらしい。

　と思っていたのだが、

「ん？」

　久宝がキーホルダーを左右に引っ張ると、カチャッという音がして、星型が真ん中から綺き麗れいに二つに分かれた。

　よく見ると、割れたそれぞれにチェーンが付いており、独立した二個のキーホルダーになっている。星の断面には磁じ石しやくが埋め込まれているらしく、近付けると互いに引っ張られて元の星型にくっつくという仕組みだ。

「はい、こちらは啓けい太たの分ですわ」

　片割れになったキーホルダーを、久宝がオレの手元に差し出した。

「で、残ったこちらは、わたくしの分」

　そしてもう半分を掲げながら、久宝は幸せそうな笑え顔がおを浮かべる。

「お、おいおい」

　まったく、世間知らずなお嬢じよう様さまをエスコートするのはラクな仕事じゃない。

　けれどこれがご褒ほう美びだっていうんなら、まあそんなに悪くない仕事かな、という気もする。

「あ、そうだ」

　とここで、オレは忘れかけていた用件を思い出し、バッグから携帯電話を取り出した。

「どうしたんですの？」

「ああ、ちょっとな」

　言いながら、サッと指を走らせメールを送る。

　出かけるための口実だったとはいえ、部室に備品が必要というのは本当だ。オレは舞ま已いさんに連絡して、マイクやパソコンなどの手配をお願ねがいしておいた。

　翌日、ニュースでは謎なぞの武装組そ織しきがアキバの電器街で買い物していたことが大きく取り上げられたのだが、今回の件とは一切無関係だと信じたい。





５






　誰だれもいない教室で、一人ひとりの女子生徒が足音を忍ばせながら歩き回っていた。臙えん脂じ色いろの上うわ履ばきから、三年の生徒であることが分かる。

　ようやく一つの机にたどり着いた女子生徒は、ニヤリと笑えみを浮かべながら、脇わきに掛けてあるバッグを手に取った。ファスナの先では、星を半分に割った形の小さなアクセサリが輝かがやいている。

　彼女がそれをぎゅっと握り締しめ、乱らん暴ぼうに引っ張り取ろうとしたその時、

「そこまでにしておくんだな」

　突然、誰だれもいない教室に男の声が響ひびき渡った。

「だ、誰!?」

　慌てて周囲を見回す女子生徒。

「誰!?　どこにいるの!?」

「ここだ」

　お呼びにあずかったオレは、掃除用ロッカーから颯さつ爽そうと飛び出し、女子生徒の前に立ちはだかった。

　小さく震ふるえながら床にぺたりと座り込むその女子生徒は、翼つばさ先せん輩ぱいファンの一人ひとりである。

「お前が久く宝ほうにイタズラを仕掛けている犯人だってことは、もうとっくに分かってたんだ」

「どうして、それを……？」

　怪け訝げんな面おも持もちで尋たずねてくる女子生徒に、オレは昨日きのう撮さつ影えいした画像をスマホに映し出して見せてやった。

「そ、それは……」

「昨日、あんた、オレたちの後を尾つけていただろ？　それを知り合いにお願ねがいして、こっそり撮影させてもらったんだよ」

「まさかあのデート、わたしをおびき出すための罠わな……？」

「こんな簡かん単たんに引っ掛かるとは思ってなかったけどな」

　観かん念ねんした女子生徒は、ガックリ首をうなだれながら、洗いざらい自分の罪をぶちまけ始めた。

「……すみません、久宝さんが現れてからというもの、翼は久宝さんのことばっかり話すようになって、それが、どうしても許せなかったんです。久宝さんが翼を誘いに来たあの日も、男子たちが久宝さんのことを可愛かわいいと言うたび、翼もつられて眉まゆをピクピク動かして……」

　翼先輩がまだ王子と呼ばれる前からずっと同級生である彼女に憧あこがれの眼まな差ざしを向け続けていた彼女は、後からひょっこり現れて翼先輩のハートを射止めてしまった久宝のことがどうしても許せなかったらしい。

「教師にバラされたくなかったら、もう二度とこんなことしないと約束してください」

　受じゆ験けんを控えていたその生徒は、悪事がバレて内申に響ひびくことを恐れたのか、とても素直にオレの言葉を聞き入れてくれた。

　ふう、これにて一件落着である。オレの役目もここまでだ。しかし……

　その時、久宝のカバンに付いている星を割ったデザインのキーホルダーが、チャラ、と音を立てて揺れた。同時に、これを買ってやった時の久宝の嬉うれしそうな顔が脳裏に浮かぶ。

　いや、やめておけ、桐きり島しま啓けい太た。これ以上首をつっ込んでもロクなことにはならないぞ。

　オレは必死にかぶりを振り、無言でその場を去ろうとした。だが、

「…………それから、もう一つお願いがあります」

　気が付くと、オレの口は自分の意思と無関係に余計なことをしゃべり始めていた。




　放ほう課か後ご、西日を横顔に浴びながら、オレは錆さび付いた手すりにグッともたれかかっていた。

　ここは校舎の屋上。もう時間が遅いせいか、見下ろす校庭にもあまり人ひと影かげは残っていない。ペットボトルに口を付けると、生暖かいお茶がぬるりとノドに滑り込んできた。

「やあ、待たせたね」

　塔屋のドアを開けて屋上に上がってきたのは、金きん星せい高こう校こうに知らぬ者なしと言われる有名人、翼真ま琴こと先輩である。

「いえ、全然待ってなんかいませんよ。それより翼つばさ先せん輩ぱいこそ、申し訳ありません、こんな時間にお呼び立てしてしまいまして」

　まずは丁てい寧ねいな口く調ちようで頭を下げる。

「いや、申し訳ないのはこちらの方だ。話は彼女から聞いたよ。久く宝ほうくんには本当にすまないことをした。許してくれとは言わないが、せめてきちんと謝あやまらせてもらいたい」

　実際には翼先輩はどこも悪くないのだが、それでも自分が関係することで人に迷惑を掛けた時は、言い訳せずにきちんと詫わびる。この人は本当に大人おとなだと思う。

　だが、今回はその律りち儀ぎな性格を利用させてもらうことになる。

「いいんですよ、翼先輩。ただし、オレの方から一つお願ねがいがあります」

「言ってくれ。わたしにできることならいくらでも応こたえよう」

「それじゃあ翼先輩、くどいようで申し訳ないですが、どうかオレたちと一緒に選挙を戦っていただけないでしょうか」

　当初、翼先輩を後援会に入れようとした久宝のことをオレは一笑に附ふした。だが、しばらく観かん察さつしていてよく分かった。彼女を味方に引き入れれば、同時にたくさんの女子生徒も仲間にすることができるということを。女子生徒が仲間になれば、今度はそれにつられて男子生徒も集まってくる。いわば彼女は、砂鉄に投げ込まれた磁じ石しやくのような存在なのである。

　それにオレは、彼女の美術部員としての実力もよく理解していた。この人が協力してくれれば、きっと立派なチラシを作成してくれるだろう。優ゆう秀しゆうな人材が仲間になれば、その分オレの負担も減少することになる。

「いや、まいったな」

　しかし翼先輩は、すまなそうな顔で口を開いた。

「前も言ったと思うが、わたしは政治に興きよう味みがないんだ。わたしが混ざっても、きっと君らの足手まといになるだけだと思うんだが、どうかな」

　その気持ちはオレにもよく分かる。本当だったらそっとしておいてやりたいところだが、生憎あいにくオレの方にも舞ま已いさんに脅されているという事情があった。

　オレは彼女に取引を持ちかけるため、ポケットからあるものを取り出す。

「これをご覧らんになっても、同じことが言えますか？」

　それは、久宝の姿を映した数枚のブロマイドであった。

　もちろん、ただの写真ではない。体育の授業を受けている久宝。髪を片手ですくい上げながら箸はしを口に運んでいる久宝。ペンを口に当てて考え込んでいる久宝。いずれも奴やつのコケティッシュな魅み力りよくを余すところなく収めた、傑作とも呼ぶべき作品ばかりである。

「そ、それは……[image: ]」

　途と端たんに翼先輩が愕がく然ぜんとした表情を浮かべた。

「なぜそんなものを、君が……」

　もちろん、これは舞ま已いさんに撮とってもらったものである。いや、正せい確かくには舞已さんがすでに撮りためていたもの、と言うべきか。

「まあ今はなぜこんなものがここにあるかということよりも、これがどれだけレアで貴重な写真であるかということの方が重要ではありませんか？　ほら、こんな写真もありますよ？」

「ぐ、ガハァ！　こ、これは！　ちょ、か、可愛かわい過ぎ！　ハァハァ」

　よし、良い感じにキャラが崩ほう壊かいしてきた。あの話を切り出すにはちょうど良い頃ころ合あいだ。

　オレはニヤリと笑えみを浮かべながら、翼つばさ先せん輩ぱいに言った。

「どうです、よく撮れているでしょう？　赤羽ハープさん」

　刹せつ那な、弛し緩かんした表情が、一いつ瞬しゆんにして強こわ張ばった。

「君、なぜそれを……？」

　そこには、自分が人にひた隠しにしながら愉たのしんでいた趣しゆ味みがバレてしまったという恐怖が滲にじみ出ている。

「このあいだの日にち曜よう日び、とらの○なに来ていましたよね？　気になったもので、ちょっと調しらべさせてもらいました」

　あの後、翼先輩の行動が妙にひっかかったオレは、舞已さんにお願ねがいして彼女の素性を調ちよう査さしてもらったのだ。

「そこまで知っているということは、まさか、キミも……!?」

　翼先輩の言葉に、オレはゆっくりと頷うなずく。

「オレはあなたの同志です。その写真も、あなたのために用意しました。他ほかにもほら、こんなに色々あります」

　ポケットの中から取り出したそれらは、先ほどのものとは比べものにならないほど際どい写真ばかりだった。お風ふ呂ろ上がりに上じよう気きしながら手で頬ほおをあおいでいる姿。麦わら帽子を押さえながら、私服で庭を散歩している姿。極め付けは、ベッドで抱だき枕まくらをかかえながら無防備な寝顔をさらしている姿を写した写真なんてものもある。

「あなたが神か……」

　ラスプーチンの奇跡を目まの当あたりにしたアレクサンドラ皇こう后ごうのような表情を浮かべながら、翼先輩が言った。

　オレはこれ以上ないほどの笑えみを顔に貼はり付けながら、翼先輩に手を差し伸べる。

「さあ、オレと一緒に来てください。悪いようにはしません」

　だが、あと少しでオレの手を取ろうとしたその時、

「いや」

　頭を振りながら、翼先輩が言った。

「違う、君はデーモンだ。やはりわたしはその取引には乗れない」

　さすが翼先輩、と言うべきか。やはり一ひと筋すじ縄なわではいかないらしい。

　やむを得ん、どうやらあの手を使う時が来たようだ。

「残念です」とオレ。

「まさか、この手を使うことになるなんてね」

　オレが塔屋の方に目を向けると、鉄製のドアがガチャリと音を立てて開いた。

　扉の向こうから姿を現したのは、

「啓けい太た、お話って何ですの？」

　久く宝ほうだった。

「あら、翼つばさ先せん輩ぱいもご一いつ緒しよですの？　こんにちはですの、翼先輩」

「あ、ああ、こ、こんにちは……」

　少し気まずそうな顔であいさつに応じる翼先輩。

「よう、急に呼び出して悪かったな。ちょっとこっち来てくれ」

　オレが声を掛けると、久宝は何の疑問も持たずにちょこちょことこちらへ歩き出した。

　ところが──

　ズルッ！

「ひゃわ！」

　何かに足を取られた久宝が、奇声を上げながら、その場で盛大にすっ転んだ。

　ズシン！

　ほとんど受け身も取れずに尻しりもちを突いてしまい、目に涙を浮かべながら「あいたたた、ですの……」と自分の腰をさする。

　その様よう子すを見て、翼先輩がハッとした表情を浮かべた。

　さすが翼先輩だ。どうやらあれに気付いたらしい。

　何もないところで転ぶなど、そうそうあることではない。実は事前に、久宝が通りかかるところへペットボトルのお茶をこぼして床を滑りやすくしておいたのだ。普通ならそれくらいでは転ばないだろうが、おっちょこちょいな久宝は必ず足を滑らすとオレは確かく信しんしていた。何を隠そう、久宝をここに、このタイミングで呼んだのも、すべてはオレの作戦だったのである。

「お、お恥ずかしいですわ……」

　頬ほおをほんのり桜さくら色いろに染めながら、起き上がろうとする久宝。

　無防備に膝ひざを立てるその姿に、オレは親切心から声を掛けてやった。

「久宝、パンツ見えてるぞ」

　その言葉にハッと気付いた久宝は、火が点ついたように顏を赤く染めながら、慌ててペタンと座り込んで自分のスカートを上から押さえ付けた。

「み、見ましたですの……？」

「まあ『見えてるぞ』って言ったんだから、見えたんじゃねえの？」

「ひ、ひどいですわ！　啓太のバカァ！」

　目に涙を浮かべながらオレに殴りかかってくる久く宝ほう。胸をポカポカ叩たたかれるが、別に痛くもかゆくもないのでそのまま放っておく。

　一方、オレの隣となりでは、久宝の仕し草ぐさに胸のど真ん中をズキュンと撃うち抜かれた翼つばさ先せん輩ぱいが、今にもよだれを垂らしそうな表情で立ち尽くしていた。

　そんな翼先輩に、オレはスッと腕を持ち上げ、向かいにある校舎の屋上を指し示す。翼先輩は、その動きにつられてオレの指差す方へと目を向けた。

　その時、向かいの校舎の屋上で、キラリと何かが光った。

　目を凝こらすと、そこには光学五十倍ズーム機き能のう付きデジカメを構えるメイドさんの姿が。

　オレが親指をグッと立てて合図を送ると、舞ま已いさんも同じく親指を立て、オレのジェスチャーに応こたえる。

「どうです翼先輩、もう一度先ほどの答えを聞かせてもらえませんか？」

　翼先輩は、ゆらりと夢遊病者のようにこちらへ向き直り、ボタボタと鼻血を垂らしながら手を差し出してきた。

「桐きり島しまくん、今後ともよろしくたのむ」

「こちらこそ」

　無言でガッチリ握手した二人ふたりは、紳士と呼ぶにふさわしい笑え顔がおを浮かべていた。オレと翼先輩のあいだに取引が成立した瞬しゆん間かんである。

　とはいえ、本来無関係だった彼女をここまで引き入れてしまった以上、オレもそろそろ引き返せないところまで来てしまったのかも知れない。

　軽い罪悪感に苛さいなまれながら、オレはもうじき沈もうとする夕ゆう陽ひに目を眇すがめるのだった。





６






　新しん調ちようされたばかりのホワイトボードにキュッキュッと音を立てながら、舞已さんが驚おどろくほどの達たつ筆ぴつで「第一回千ち代よ原はら区く政せい勉強会」としたためた。ようやく仲間も見つかったので、今日きようは初めての勉強会である。テーマは、これからの活動に向けて、だ。

「良いですか、選挙運動というものは、いつでもどこでもできるわけではありません。日に本ほんでは公平な選挙を担保するため、選挙運動ができるのは、選挙管理委員会によって選挙期日、すなわち投票日が告示された日から、投票日の前日までと決められております」

「あら、でも舞已、たしか区長選の場合は告示から投票まで一週間しかないのではなかったんですの？　普通、もっと長い期間選挙のための活動をしているのではないかしら？」

　久宝の質問に、満足そうに頷うなずきながら舞已さんが答えた。

「さすがさゆりお嬢じよう様さま、よく勉強をしておいでです。たしかに、選挙戦というものは告示の前から始まっております。ただしそれは、選挙運動ではなく政治活動と呼ばれて厳きびしく線せん引びきされているものなのです」

「どういうことですの？」

「具体的に申し上げましょう。たとえば告示前は、『わたしに一票入れてください』と呼びかけることはできません。これは選挙運動に当たるからです。しかし単に『わたしはこのような政治をしたいと考えています』と訴えることはできます。これは選挙運動と無関係な政治活動と受け取れるからです」

「何だか茶番ですわ……」

「然しかりです。我々ですらそのように思うのですから、一番それを強く感じているのは、むしろ選挙戦をくぐり抜けてきた政治家たちの方でしょう。ただし選挙制度を改正しようとしますと、各政党の選挙戦略へダイレクトに影えい響きようを与えてしまいます。恐らく余程のことがない限り、政党間の調ちよう整せいは不可能でしょう。分かってはいるけれども、あえて誰だれも手を付けようとしない。それが日に本ほんの選挙制度の実態なのです」

「ふうん、まあ分かりましたわ。他ほかに告示前からできることにはどんなことがありますの？」

「あとは後援会への入会勧誘や、『討とう議ぎ資料』と銘打った活動報告のチラシを配ったり、自らの政治理念を訴える集会を開いたりなど、ですね。細かいルールは多くの判例によって示されておりますので、選挙違反にならないようわたしの方で随時チェックしておきます」




　舞已さんのレクチャーを聞いて、オレたちはまずチラシ作りを始めることにした。デザインは翼つばさ先せん輩ぱいにお任せである。

　あとは政策をどうするかだが……

「もちろん、オタクの自由を守──っむぐ」

　久く宝ほうが叫びかけたところで、オレは咄とつ嗟さにその口を塞ふさいだ。

（待て待て待て待て、それはやめとけ）

　幸いにして翼先輩は作業に没頭していたおかげで聞こえてなかったようだが、まったく油断も隙すきもない奴やつである。

　手を離はなすと、久宝は顏を真まっ赤かにして反はん論ろんしてきた。

「どうしてですの!?　わたくしが千ち代よ原はら区く長ちよう選せん挙きよに立候補するのは、このためですのよ!?」

「あのなあ久宝、舞ま已いさんから聞いたとおり、千代原区は保守層が圧倒的に強い地域だ。いきなりそんなディープな政策掲げたら、とてもじゃないが当選は見込めない」

「けど……」

「いいか、考えてみろ」

　どうしても納得しようとしない久宝に、オレは分かりやすい例を挙げて説明することにした。

「某赤い彗すい星せいも、マスクを被かぶって真の目的を隠しながら戦ってただろ？　あれは、自身の目的を果たすにはそれが最も効率的だと判断したからだ。今オレたちがやろうとしていることもそれと同じだ。お前の言う『オタクの自由』をこの千ち代よ原はら区くで実現するためには、一時的にせよ、それを秘ひ匿とくしながら戦う必要があるんだ」

「なるほどですわ[image: ]」

　オレの話を聞いた久く宝ほうは、目を輝かがやかせながら大きく頷うなずいた。

「すべてのオタクが幸福に生きられる世界を創つくる『ヲタレクイエム』を完遂するためにも、わたくしの真の目的は隠おん密みつ裏りに進行されねばならないのですわね[image: ]」

　そこまで言ったつもりはないのだが、まあ本人は納得しているようだから良しとしよう。あと、その名前だとヲタクが最後死に絶えそうな気がするのでやめた方がいいと思う。

　結局、チラシに載せる政策は、オレが千代原区の各種行政計画などを見ながら無ぶ難なんなものを落とし込むことになった。

　これでようやく、オレたちの戦せん闘とう準備は完了だ。




　翌日、オレたちはいよいよ辻つじ立だちを行うことにした。場所は金きん星せい高こう校こうからほど近い飯いい田だ橋ばし駅えき前である。ここなら様々な年ねん齢れい層そうの人が通行するので、オレたちの存在をアピールするにはうってつけだ。

　学校を出ると、目の奥が痛くなるほど青々とした空がオレたちを出迎えてくれた。天気晴朗。少し歩いただけでシャツに汗が沁しみ込んでくる。

「こういう日は水分補給に気を付けないとな」

　そう言いながら、翼つばさ先せん輩ぱいがペットボトルのスポーツドリンクを口に運んだ。

「翼先輩、それは何ですの？」

　それを見て、隣となりを歩いていた久宝が、物珍しそうに翼先輩に尋たずねる。

「これかい？　これはただのスポーツ飲料だが、まさか久宝くんは飲んだことがないのかい？」

　その言葉にウンと頷く久宝。

「驚おどろいたな。君みたいな女の子を深しん窓そうの令れい嬢じようと言うんだろうね。物語の世界では時折見かけるが、本物にお目に掛かったのはこれが初めてだよ」

　金きん星せい高こう校こうも私立の進学校だけあってそれなりに裕福な子女が集まっているはずなのだが、久宝のそれは頭二つ分くらい抜きんでている。

「良かったら、ちょっと飲んでみるかい？」

　捨てられた子猫のような愛くるしい眼まな差ざしで見詰めてくる久宝の視し線せんに耐えかね、翼先輩が自分のペットボトルを差し出した。

「あ、ありがとうございますの！」

　受け取った久宝はそれを哺ほ乳にゆう瓶びんのように両手で持って、んくんくと飲み始めた。本人は飲むのに一いつ生しよう懸けん命めいで気付いていないだろうが、その隣となりでは翼先輩がハァハァ言いながら、よだれを垂らしそうな顏で眺めている。

「ふう、何ですのコレ！　とっても美味ですわ！　これはたとえるなら、そう、エリクサー、リアルエリクサー発見ですわ！」

　飲み終えた久く宝ほうが感極まった様よう子すで叫んだ。エリクサーが自じ販はん機きで買えるとか、ずいぶん難なん易い度どの低い設定だと思う。

「く、久宝くん、もっと飲まないかい？　ハァハァ」

「え、よろしいんですの？」

「もちろんだとも。君が飲んでいるあいだにほうら、こんなに買ってきておいたんだからね」

　ちょっとおかしなテンションになりかけている翼つばさ先せん輩ぱいが、久宝に餌え付づけを始めた。

「あ、ありがとうございますですの。そ、それでは遠えん慮りよなく……」

　結局三本ものペットボトルを空にした久宝は、「エリクサーの使用は一回で充分ですわ……」と、さすがにつらそうな表情を浮かべながら戦地へ赴おもむくことになった。




　飯いい田だ橋ばし駅えき前は、まだ日も高いというのに通行人でごったがえしていた。時間帯的に学生ばかりかと思っていたが、案外サラリーマンやＯＬらしき人も多い。

　翼先輩はその光景にすっかりたじろいでいたが、久宝は特段驚おどろいた様子もなかった。

「小さい頃ころからよく人前でスピーチさせられることが多かったので、このくらいの人数でしたらどうってことありませんわ」

　帝王学というやつなのだろうか。金持ちは金持ちで、小さい頃から色々大変らしい。だが大たい言げんを吐いた割に、久宝はさっきからずっとモジモジしている。ああは言うものの、こいつもそれなりに緊きん張ちようしているのかも知れない。

　オレたちは通行の邪じや魔まにならない場所へ陣取ると、スピーカを設置し、いよいよ辻つじ立だちを開始した。

　マイクを手に取る久宝。

　区長選、最初の第一声である。

《皆さん、こんにちは！》

　なかなか威勢の良い出だしだった。通行人たちが、制服姿の久宝に「何だ何だ」と驚おどろいて目を向ける。

　久宝を見た人たちは、皆その美少女ぶりに度肝を抜かれていた。それもそのはず。日差しを受けて光ひかり輝かがやくベビーブロンドの髪に、ブルートパーズのような青い瞳ひとみ。肌はミルクから取り出したかのように白く、まるで人形のように顔立ちは整ととのっている。この日に本ほん人じん離ばなれした美少女を見れば、誰だれしも目を奪われるに違いない。

　通行人たちから手ごたえを得た久宝は、小さく頷うなずくと、意を決したように叫んだ。

《─ご通行中の皆さま、





　お手洗いはどちらでしょうか!?》






　駅前の全通行人がズッコケた。

　初めての辻つじ立だちで、言うに事欠いてトイレはどこかときやがった。非ユークリッド的斜め上を行く演説に、さすがの舞ま已いさんも苦言を呈する。

「さゆりお嬢じようさま、それは余りにはしたのうございます……」

　その言葉を聞いて、久宝もようやくハッとした表情を浮かべた。

「あ、し、失礼しましたですわ！　ご不ふ浄じようはどちらでしょう！」

[image: ]

　言い方の問題じゃねから！

「美少女がトイレを我慢ハァハァ」

　一方の翼つばさ先せん輩ぱいは、もはや人目もはばからずダラダラと鼻血を垂れ流していた。一応言っておく。じっちゃんの名にかけて、犯人はお前だ。

　とはいえ、このまま放置しておいたらシャレにならない事態に陥ってしまう。

「やむを得ん、わたしはこれからさゆりお嬢様をトイレに連れていく。桐きり島しま啓けい太た、貴様と翼真ま琴ことは、わたしたちがいない間、何とか場を盛り上げておいてくれ」

「ええっ!?　オ、オレたちが、ですか!?」

「そ、そんな、わたしにはとてもできません！」

「黙だまれ。特に翼つばさ真ま琴こと、お前は自じ業ごう自じ得とくだ。責任持ってきっちり対処しておけ」

　一刻の猶ゆう予よもないと判断した舞已さんは、後の始末をオレたちに押し付け、急いで久宝と一いつ緒しよにトイレを求めて駆け出していった。

　一方、残されたオレたちは、突然の無む茶ちやぶりにすっかり途方に暮れてしまっていた。通行人たちからは「どうしたー」「早く次のネタに行けー」などと意味不明な野や次じが出始めている。

「どうします、翼先輩？」

「どうすると言われてもな……」

　オレの言葉に、困った表情を浮かべながら翼先輩が腕を組んだ。

「翼先輩、何かしゃべってくださいよ」

「そ、そんなこと言われても、わたしはあまり人前に立つのは得意ではないのだ……」

「でも見てください、さっきから可愛かわいい女の子たちがたくさん集まってきてるじゃないですか。あれ、翼先輩目当てですよ。みんな翼先輩のことを見てますもん」

「いやしかし……」

「だからほら、何か甘いセリフをひと言」

「ええ～？　じゃ、じゃあ…………グラニュー糖とう」

「わあ、あまーい♥　っていや、そういうんじゃなくて！　女子がキャーってなるようなやつですよ！　よくあるじゃないっすか、アニメとかマンガなんかでそういうシーンが」

「きみはわたしに転んだフリして女子の胸に顏をうずめろと言うのか！」

「そういうキャーでもないですから！」

「いや、いいアイディアだ。やろう（ハァハァ）」

「やるのかよ！　っていうか、んなことしたらオレが逮捕されてキャーってなっちまいますわ！」

　うん？

　そんなことを話しているうちに、ふと気が付くと、オレたちの周りになぜか小さな人垣ができ上がっていた。




　ようやく久く宝ほうと舞ま已いさんが戻ってきた頃ころ、駅前はちょっとした人だかりになっていた。

「これは一体どうしたんですの？」

「まあ、色々あってな……」

　少し誤解されているような気がしないでもないが、それはこの際仕方がない。

「それより、今度こそお前の出番だぞ、久宝」

「まかせてくださいですの！」

　すっかりおかしな空気になってしまっているが、演説するなら今がチャンスである。

　今度は先ほどのようにもじもじせず、久く宝ほうは堂々とマイクを握って聴ちよう衆しゆうたちの前に立つ。

《皆さんこんにちは！》

　日差しが照り付ける中、久宝のアニメ声が駅前の雑踏に響ひびき渡った。

《わたくし久宝さゆりと申します。高校生ではありますが、千ち代よ原はら区く政せいをより良くするため、このたび立ち上がった次第でございますの！》

　区長選に立候補した、と言うと事前運動と判断されて公選法違反になる可能性があるため、あえてぼかした言い方をしている。勉強会の成果だ。問題は訴える内容なのだが……、

《わたしがもし区長の立場でしたら、えーと、まず議ぎ会かいにたくさん出席しますわ！》

　いや、当たり前だろ！　議会に出席しない区長なんて民意を軽かろんじるにもほどがあるわ！

　しかし、久宝節はそれだけにとどまらない。

《う～んと、あと、福祉的なアレがかなり良い感じになるように、そこはかとなく頑張る所存でございますの！》

　フワッフワだった。まるでグランマーブルのデニッシュのように、フワッフワな公約だった。聞いている通行人の方々も、明らかに頭の上に疑問符を浮かべている。

　さすがにこれではマズいと思ったのか、ここで久宝が起死回生のひと言を繰くり出してきた。

「あ、それから、駅前にもっとたくさんトイレを整せい備びしたいと思いますわ！」

　うん、そこ大事だよね！

　ようやく誰だれもが納得する政策が出てきたのだが、驚おどろくほど何か釈然としない。

　周囲からは「さっきとは別の芸人？」「いや、売り出しのアイドルの宣伝じゃね？」などと、むしろ実態に即した感想が漏れ始めている。これは危険な流れだ。何とかしなければ……

　だが不ふ思し議ぎなことに、聴ちよう衆しゆうはさっきからどんどんその数を増やしていた。

「久宝さゆりでーす、千代原区政を良くする、久宝さゆりでーす」

　たった三人のチラシまきだったが、配っているこちらの方がビックリするくらい瞬またたく間まにさばけていく。




　それから一時間後、ちょうどチラシも配り切ったので、オレたちはここらで撤てつ収しゆうすることにした。通行人たちが、さっきからしきりに久宝を写メで撮とっている。初日の活動としてはなかなかのＰＲ効果である。首尾は上々といったところか。

「初めてにしてはうまくいったな」

「ええ！　わたくしもすごく頑張りましたわ」

　お前はもっと政策のことを勉強した方が良い。

「さゆりお嬢じよう様さま、まことに素す晴ばらしい演説でございました。あのトイレの大切さを訴えかけるシーンなど、実に心に響ひびきました」

「そこかよ！」

　聴ちよう衆しゆうも、わらわらと散り始めている。あとはマイクやアンプを片付けて、部室に戻るだけだ。

　と、その時である。

「学生さん、ちょ～っといいかしら～」

　呂ろ律れつの回らない声に振り向くと、赤い顏をしたＯＬ風の女性が、千鳥足でこちらに近付いてくるのが見えた。スラッと長い脚にタイトなパンツスーツがよく似合っている……のだが、開かい襟きんシャツはだらしなく開かれ、大きな胸のせいでちょっと引っ張ればブラウスのボタンがはじけ飛びそうな感じになってしまっている。長い髪はぼさぼさに乱れているし、せっかくの美人が台無しな状態だ。

「……あの、どちらさまで？」

　後片付けで忙しい舞ま已いさんたちに代わって、オレが応対することにした。こんな人でも有権者かも知れないので、無む下げにすることもできない。

「さっきこのチラシを拾ったんだけど～、おねいさん、なかなか良くできているチラシだな～って思って。これはどの子が作ったのかしら～」

「わ、わたしですが……」

　オレの背後で、翼つばさ先せん輩ぱいがおずおずと手を挙げた。

「あらイケメン。へえ～、あなたがねえ。文章もあなたが書いたの？」

「いえ、文章は、彼……一年の桐きり島しま啓けい太たくんが書いてくれました」

「…………はっは～ん」

　翼先輩がオレを指差すのを見て、酔っ払いＯＬが一いつ瞬しゆんだけ目を細めた。

「啓太くんね。なかなか可愛かわいい顏してるじゃない。高校生がこれを作ったなんて、おねいさん、ちょっと感心しちゃうわ～」

「……お褒ほめにあずかり光栄です」

　別に自慢するほどのものではないが、このチラシの出来にはオレもそれなりに自信を持っている。こうやってストレートに誉められると、悪い気分はしない。

「けどね～、これだけじゃ君らに勝ち目はないかな」

　ところが、持ち上げられた途と端たんに落とされ、オレは思わずムッとして尋たずね返す。

「それはどういう意味でしょうか？」

「ごっめ～ん、怒った？　悪気はないの。許して～ん」

　詰め寄るオレに、酔っ払いＯＬは酒臭い息で答えた。

「ただ、少～しだけわたしからアドバイスをさせてもらおうかしら」

「アドバイス、ですか？」

　不信感丸出しで顏をしかめるオレに、酔っ払いＯＬはこの状況をどこか楽しむような口ぶりで言う。

「あなたたちはほら～、他ほかの候補者たちと違ってまだ高校生でしょ～？　それは弱点であると同時に、強みでもあると思うのよ～。だ～か～ら～、あなたたちにはよく考えてみて欲しいの。あなたたちにしかできないことが、きっとどこかにあるはずなんだってことをね～」

　それは、おちゃらけた態度とは裏腹に、どこか切実さを感じさせる言葉だった。

「あなたは一体──」

「そうそう、ボーナスにも～一つ、ヒントをあげちゃう」

　淀よどんだ瞳ひとみを一いつ瞬しゆんキラリと光らせ、酔っ払いＯＬが言う。

「選挙では～、投票率が年ねん齢れいに比例するという俗説があるの。二十代は二十パーセント、三十代は三十パーセント、四十代は四十パーセントっていう風にね～。もちろん、これはあくまで経けい験けん則そくだから厳げん密みつな統計ではないけれど、それなりに信用できる話だと思ってくれていいわよん？　どう、これであなたがたがすべきことも自おのずと見えてくるんじゃないかしら～？」

「………………」

「それじゃ、あたしはこれで。疲れてるところ引き止めちゃって、ごっめんね～」

　自分の言いたいことだけ言い終えると、酔っ払いＯＬはサッサとこの場から歩み去ってしまった。

　あんなうさん臭い人間の言うことを真に受けるなんて、まったくもってバカげたことだ。だがそうは思いつつも、なぜかオレの胸には、あの女の言葉がずしりと重くのしかかっていた。
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「清掃活動をしましょう！」

　翌日の昼休み、弁当をかき込むオレらの前で、久く宝ほうが自信満々の面おも持もちで自分の作戦をぶちまけた。

「何で清掃活動なんだい？」

　真ま面じ目めな翼つばさ先せん輩ぱいが律りち儀ぎに久宝へ尋たずね返す。

「清掃活動をすれば街が綺き麗れいになりますわ。そうすれば区民も喜びますでしょ？　これで票もバンジージャンプのロープのごとく伸びるに間違いありませんことよ！」

　伸びるのに落ちる予感しかしないのはオレだけだろうか。

「ふむ、そのくらいで票が伸びるかな……」

　しかし翼先輩は、今いち清掃活動の効果に疑問を持っているようだった。

「さゆりお嬢じよう様さまのご提案は、天地を揺るがすほどの大名案でございます」

　舞ま已いさんの意見はこの際無視して良いだろう。というか、この程度で天地が揺らいでいたら、住んでいる人間はたまったもんじゃない。天地にはもっとしっかりしてもらわないと困る。

「啓けい太たはどう思いますの？」

　判断が割れたのを見て、久宝がオレに意見を求めてきた。

　オレの意見はとっくに決まっている。

「いいんじゃないか？」

　次の瞬しゆん間かん、部室内の全員が「えっ!?」という視し線せんをオレに投げかけてきた。

「ほ、本当ですの!?」

　意見を求めた本人さえもオレを疑っている。

「何だよ。オレ、変なこと言ったか？」

「桐きり島しまくんらしくない発言だな。何かおかしなものでも食べたのかい？」

「桐島ァァァ！　貴様ようやくお嬢様のお考えの素す晴ばらしさが分かるようになったかァァァ！」

　散々な言われようだったが（特に最後の）、オレだって良いと思った意見にはきちんと賛さん同どうするのだ。何でもかんでも反対すると思われるのは遺い憾かんである。

　ただ、久宝のように短絡的な判断でこの意見に乗っかったのかと言えば、もちろんそういうわけでもない。

「実はオレ、昨日きのう、千ち代よ原はら区くの年代別人口構成を調しらべてみたんだよ」

　まあ調べると言っても、区のホームページを見たらご丁てい寧ねいに年ねん齢れいごとの人口が公表されいたので、それをエクセルで整せい理りし、十歳ごとの人口を表にしてみただけのことである。そこに、あの酔っ払いＯＬが言っていた年代別投票率を掛けてみると、驚おどろいたことに、前回の区長選の投票者数とおおむね一致する数値が導みちびき出せた。

「オレの推計によると、投票へ行かない人の数は、二十代で約五千四百人、三十代で約六千四百人、四十代で約五千百人、五十代で約二千九百人、六十代では約二千百人ってところだった」

「思ったよりも人数に偏かたよりがありますのね」

　久宝が率直な感想を述べた。

「そうだな。つまり、オレたちが目標としている四千票の浮動票をこの中から新たに掘り起こそうと思ったら、最も投票に行かない人の数が多い二十代から四十代を動かさなければ厳きびしいというわけだ」

　オレが説明すると、今度は舞ま已いさんが大きく頷うなずきながら話に入ってくる。

「なるほど。だが逆に言えば、二十代から四十代の層には一万七千票ものポテンシャルが存在していることになる。この中から四人に一人ひとりがさゆりお嬢じよう様さまへ投票してもらえれば、四千票くらい簡かん単たんに積つみ上がりそうだな。問題は、どうやってその層に訴えかけていくかだが……」

「たしかに、この年ねん齢れい層そうの人たちは、普ふ段だん仕事なんかが忙しくてなかなかオレたちと接点がないでしょう。けどその点、清掃活動はなかなか面おも白しろい発想だと思うんです」

「どういうことですの？」

　発案した本人である久宝が首を傾かしげながらオレに尋たずねてきたので、オレは半分苦笑しながらこの作戦の意義を説明してやった。

「考えてもみろ、ちょうど主婦層が買い物に出かける夕方の時間を狙ねらって行えば、直接この年齢層の女性にアピールを仕掛けることができるだろ？　彼女らは、オレたちくらいの連中が、まったく自室の掃除をしないことをよく知っている。それが自主的に清掃活動を行っているとなれば、かなり良い印象を持ってもらえるはずだ」

「ふむ、考えたな桐きり島しま。さらに主婦たちが家に帰ったあと夫にそのことを話してくれれば、夫も味方に引き入れることができる。まさに一石二鳥の作戦だ」

「この作戦を考えたのはわたくしですの、舞已！」

「場所は、住宅が多い地域を攻めるのが良いだろう。千ち代よ原はら区くのホームページを見る限り、番ばん町ちようや神かん田だの東辺りが良いと思う」

「ふむ、そうと決まれば早速動き出そうじゃないか。わたしは何をすれば良いかな？」

「それじゃあ、翼つばさ先せん輩ぱいにはまずポスター作りをお願ねがいします」

　申し出をありがたく受け、オレは翼先輩に昼休みの時間を使って清掃活動募集の簡かん単たんなポスターを作ってもらうことにした。それを校内の目立つところへ張り出し、協力者を募る。ただこれだけでは足りないだろうから、放ほう課か後ごに校門でチラシを配布する必要もあるだろう。

「任せてくれ。期待以上のものを作ることを約束しよう」




　出来上がったポスターの効果は、オレの予想をはるかに超えるものだった。放課後になると、すぐに翼先輩のファンと久く宝ほうのファンが部室に押し寄せてきたのである。その数百人以上。男女比は半々くらいだろうか。女子生徒のほとんどは翼先輩のファンで、男子生徒は久宝のファンと翼先輩のファンがおおむね四対一といったところだ。

　すし詰めになった部室で、久宝と翼先輩から清掃活動の趣しゆ旨しを懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明してもらった。せっかくの慈善行為でも、だらだらしていたり、おしゃべりばかりしているのでは、逆にマイナスイメージを与えてしまう。いくらお目当てがあの二人ふたりだとはいえ、掃除自体はきちんとしてもらわなければこちらが困る。

　だが、その心配も杞き憂ゆうに終わりそうだった。

「皆さん、わたくしのために頑張ってくださいですのー!!」

「可愛かわいい君たちにこんな汚れ仕事をさせるのは心苦しい限りだが、どうかひとつ、わたしと一いつ緒しよに頑張って欲しい」


「「「サーイエッサー[image: ]」」」



　いつの間にかハート○ン軍曹にしごかれた新兵たちのように彼らは統率されていた。火の中に飛び込めと言ったら、ロケットに乗って太陽に自じ爆ばく攻こう撃げきさえしかねない勢いである。これならまったく問題はない。

　早速参加者を久宝グループと翼つばさ先せん輩ぱいグループに分け、指定した地区へと移動を開始してもらった。オレと舞ま已いさんは両グループを交互に見ることにする。

　こうして始まった清掃活動だったが、参加者たちは、思った以上の頑張りを見せてくれた。久く宝ほうや翼つばさ先せん輩ぱいがねぎらいの言葉を掛けるたび、彼ら彼女らは、定期的に現れる都市伝説のように何度でも甦よみがえってくれる。そのうち主婦のおばちゃんたちと打ち解けて、荷物持ちを手て伝つだう猛も者さも現れ始めた。実に良い傾向である。




　そろそろ日が沈み始めたので、撤てつ収しゆうしようかと考え始めた時のことである。

「お姉ねえちゃん、泥だらけー」

「ふふふ、美み紀きちゃんもですわ」

　楽しげな声を上げているのは、ドブ浚さらいをしている久宝と、清掃活動の途中で知り合ったと思おぼしき小学生くらいの女の子だった。お嬢じよう様さま育ちだからこういう仕事はできないかと思っていたが、どうしてなかなか、意外と根性のある奴やつである。

「よう、頑張ってるな」

　オレは他ほかのメンバーに見付からないよう、こっそりと近くの自じ販はん機きで買ったジュースを二人ふたりに手渡した。

「お兄にいちゃん、ありがとう！」

「啓けい太た、ありがとうですの！」

　屈託のない笑え顔がおで礼を言う二人。こうして並んでいるのを見ると、まるで妹が二人できたみたいな気分になる（まあ久宝は同い年なのだが）。

「久宝、この子はどうしたんだ？」

「美紀ちゃんですわ。一人ひとりで花火をして遊んでいたから、声を掛けたんですの」

「一人ひとりで……、か」

　怪け訝げんそうなオレの言葉に、女の子は寂しげな顔で俯うつむいた。

「美み紀きちゃんは、本当はご両親と一いつ緒しよに花火をする予定だったんですの。でも、今日きようはお仕事の都合で二人ふたりともいらっしゃらないから、仕方なく一人ひとりで遊んでいたんですわ」

「そうか……、お姉ねえちゃんに遊んでもらって良かったな」

　オレが軽く頭を撫なでてやると、女の子はパッと明るい笑顔になり、「うん！」と元気に頷うなずいてくれた。

「さ、もう暗くなってきたから、美紀ちゃんはお家うちに帰るんですの」

「やだー、まだお姉ちゃんと一緒にいるー」

「もう、しょうがない子ですの。啓太、わたくしこの子をお家まで送り届けてあげることにしますわ。啓太たちは先に帰っててくださいまし」

　普ふ段だん子ども扱いされているせいか、自分を慕ってくれる美紀ちゃんのことが可愛かわいくて仕方ないのだろう。ちょっとお姉さんぶった態度で、久宝は少女の手を取る。

「いいけど、お前も遅くなるなよ」

「分かってますわ。啓けい太たは心配性ですの」

「お兄にいちゃんばいばーい」

「ああ、ばいばい」

　仲なか睦むつまじく歩み去る二人ふたりの背中を見て、柄がらにもなく「こういう選挙戦も悪くないな」などと思ってしまうオレだった。




　明けて土ど曜よう日び。休日だったが、久く宝ほうは平日活動できない分を埋めるため、朝から辻つじ立だちをこなして少しでも他ほかの候補者たちとの差を縮ちぢめようと努力していた。

　心なしか、聴ちよう衆しゆうも少しずつ増えているような気がする。中にはこちらに向かって手を振ってくれるような人も少しずつ現れるようになった。買い物袋を持った中年女性だったので、もしかしたら金曜日の清掃活動でオレたちを知った主婦かも知れない。

　少しずつではあるが、オレたちの活動が着実に実を結び始めているのを感じていた。




　週が明けて、月曜日。昼休みの喧けん噪そうもどこか遠く聞こえるこの部室に、コンコンと小さなノックの音が響ひびいた。

「はい」

「……失礼します」

　緊きん張ちようした面おも持もちで入室してきたのは、翼つばさ先せん輩ぱいのファンの中でもマナーや常じよう識しきがしっかりしている女の子たちのグループだ。

「あの、翼先輩、ご用って何でしょう……？」

　代表と思おぼしき先頭の子が、おずおずとした口く調ちようで翼先輩に尋たずねる。

　彼女らは、翼先輩にお願ねがいして呼び出してもらった先日の清掃活動の参加者である。クラスや名前、連絡先などは清掃活動参加時に名めい簿ぼへ書き込んでもらっているので、連絡を取ることに不都合はない。

　わざわざ彼女らを部室へ呼び出してもらったのには、実は大事なわけがあった。

「やあ、お昼休みにすまないね。君たちだけに折り入って頼みたいことがあったものだから、今日きようはわざわざ部室までご足労願ねがったというわけだよ」

「え、わたしたちだけに頼みですか!?」

　瞬しゆん間かん、彼女らの目がキラリと輝かがやいた。自分たちはファンクラブの中から特別選ばれた存在なのだという自尊心が、彼女らの背筋をピンと引き伸ばす。

「そう、これは君らにしかお願いできないことなんだ。聞いてくれるかい？」

「も、もちろんです！」

　まるで「君は世界でただ一人ひとり、魔ま王おうを倒すことのできる伝説の勇者なんだよ」とでも言われたかのように、使命感に溢あふれた顏で彼女らは応こたえる。

「君らには、久く宝ほうくんが辻つじ立だちを行うそばで、一いつ緒しよにチラシ配りをして欲しいんだ」

「それくらい、お安いご用です！」

　どんな難むずかしい任務を授けられるのかと身構えていた彼女らは、即座にその願いを了承した。

「頼もしい限りだ。君らには期待しているよ」

「「「はい！」」」

　元気よく返事する彼女らの後ろで、オレは計画どおりコトが運びつつあることに小さな喜びを覚えていた。

　何を隠そう、清掃活動にはもう一つの狙ねらいがあったのである。オレは参加してくれた生徒たちの様よう子すを見回りながら、彼らの性格や、仲良しグループの構成などを密ひそかに分析していた。そしてその中から真ま面じ目めで見た目も良い女子グループを選抜し、チラシ配りを行わせることにしたのである。他ほかのグループには、悪いが今日も清掃活動を続けてもらう。




　放ほう課か後ご、再び駅前で久宝が演説を始めた。さすがに四回目ともなると、慣なれて上手じようずになってきている。特に土ど曜よう、日曜とぶっ続けで辻立ちを強行した成果が、目に見えて現れ始めているようだ。

　しかし、今日はいつもと少し異なる部分があった。

「こんにちはー」

「お仕事お疲れ様でーす」

　久宝の周りで愛想良い笑え顔がおを振りまきながらチラシを配る女子高生たち。そのチラシには、今週末、内うち幸さいわい町ちようのホールを借りて集会を行う旨むねが記載されている。

　彼女らは翼つばさ先せん輩ぱいによって、「ぜひ来てくださいね！」と笑顔で握手しながらチラシを手渡すよう指し導どうされていた。その効果は絶大で、男たちは鼻を伸ばしながら次々とチラシを受け取っていく。

　ふとオレは、自分がいつの間にか楽しげな表情を浮かべていることに気が付いた。そんなバカなと思い何とか鹿しか爪つめらしい顏に戻そうとするのだが、すぐに笑え顔がおでかき消されてしまう。

　考えてみれば、こんな風にみんなで一つの目標に向かって頑張るなんてことは、生まれて初めての経けい験けんである。もしかしたらオレは、この状況を心から楽しんでいるのかも知れない。

　会場規模は約二百人。何とか埋まってくれると良いのだが。





８






　そして迎えた日にち曜よう日び、オレたちは緊きん張ちようの面おも持もちで内うち幸さいわい町ちようホールの入口に立った。

　間もなく受付開始時間である。せめて空席が目立たないくらい客が入ってくれれば良いのだが、万一ガラガラだったりしたら、かえって逆効果になってしまう。それなりに手ごたえを感じたこの一週間だったが、まだ一度も選挙で戦ったことのないオレたちにとっては、ほとんど賭かけに近い行為だ。

　やがて、案内チラシに記していた受付開始時間が到来した。

　最初は客もまばらで、この調ちよう子しでは講こう演えん開始までにホールが埋まらないのではなかろうかと、メンバーの顏に焦りの色が浮かんでいた。ところがしばらくすると、あれよあれよという間に受付には行列ができ始め、二百人の講堂はすぐ満杯になってしまった。

　おまけに予想外の嬉うれしい事態も発生した。何と、テレビ局が取材に来ていたのである。ローカル局ではあったが、別に全国の有権者を相手に戦っているわけではないので、何ら問題はない。

「久く宝ほうさんは、まだ高校生ですよね？　どうして政治の場に出ようと思ったんですか？」

「まだ高校生だからこそ、ですわ。わたくしは、この国に新たな可能性を示したいと思っているんですの」

　久宝はマイクを向けられても、無ぶ難なんに回答をこなしていた。初めて辻つじ立だちを行った時に比べれば、各段の進歩である。

　テレビ局は、どうやら女子高生の区長候補というキャッチーな話題に飛び付いてくれたようだった。おまけに久宝はテレビ映ばえする容姿なので、記者たちも視し聴ちよう率りつが取れそうだと大喜びである。ここでうまくアピールすることができれば、ますます勢いを付けることも可能だろう。

　今日きようはここ一番の大勝負……とオレは思っているのだが、

「──ええ、ですからわたくしは清掃活動など、地域の住民の皆さまと……」

　なぜかこんな大事な日に限って、久宝はどこか浮かない顏をしていた。少し心配になったオレは、インタビューがひと段落したところでさりげなく久宝に声を掛ける。

「お前も準備があるだろ？　そろそろ控室に入ったらどうだ？」

「え、ええ……、そうさせてもらいますわ」

　素直に頷うなずいた久宝は、そそくさと舞ぶ台たい裏うらの小さな部へ屋やに入っていった。

　あいつ、本当に大丈夫だろうか。

　かすかな不安に胸を曇くもらせながら、オレは久宝を控室へと見送ったのだった。




「もうすぐ開演時間だな」

　腕うで時ど計けいを見ながら、オレは誰だれに言うともなく呟つぶやいた。そろそろ久宝にもスタンバイしてもらわなければならない。時間も経たったことだし、少しは元気を取り戻してると良いのだが。

「おーい久宝、準備はいいか？」

　できるだけ緊きん張ちようさせないよう、オレは努めて明るい声で控室のドアを開けた。

　だが、

「久く宝ほう……、おま……、何で……」

　そこで見たのは、なぜか下着を外してブラウスの前を開けた、久宝のあられもない姿だった。

「あー、その、すまん。まさか着替えているとは思ってなくて……」

　次の瞬しゆん間かん、


「きゃああああああああああああああああああああああああああああ[image: ]」



　耳をつんざく絶叫が控室内に響ひびき渡った。




「どうしました、さゆりお嬢じようさま！」

　バンと勢いよく扉が開き、控室に舞ま已いさんが飛び込んできた。

「一体何事が─うん？」

　だが、室内には誰だれの姿も見付けることができず、舞已さんは不ふ思し議ぎそうな表情を浮かべる。

「先ほどお嬢様の悲鳴が聞こえたような気がしたのだが、幻げん聴ちようか？」

　そう、幻聴です。だから早く出ていってください。

　オレは必死に手を合わせ、祈りを捧ささげようとして、やめた。

《ひゃわっ♥》

　ここで手を合わせたら、久宝の胸のあいだにオレの合がつ掌しようがすっぽり挟まってしまうからだ。

　それもそのはず。何を隠そう、オレと久宝は今、二人ふたりして狭いスチールロッカーの中に押し込められていた。舞已さんが来たことに気付いた久宝が、咄とつ嗟さにオレを引っ張り込んだのである。

《おい、変な声出すなよ久宝、舞已さんにばれるじゃねえか》

《で、でも……あうっ♥》

　オレが身体からだを動かすたび、久宝はなまめかしい喘あえぎ声ごえを上げた。これだけ密着していれば仕方ないのかも知れないが、そろそろオレの息子むすこがおっきする時間である。

《そもそもお前、何でそんな格好してたんだよ》

《そ、それは……、今日きようはどうしてもブラの着け心ごこ地ちが悪かったので、もう一度着け直そうと思ったんですの……》

　なるほど。オレの見る限り、こいつのバストは最近ますます大きくなっているようだったから、きっとサイズが合わなくなっているのだろう。

　一方、ロッカーの外では舞已さんが物ぶつ騒そうなことを呟つぶやき始めていた。

「さゆりお嬢様は一体どこへ？　はっ、まさか桐きり島しまがさゆりお嬢様をどこかに連れ去り不ふ埒らちなことをしようとしているのでは……!?」

　ううむ、当たらずといえども遠からずといったところか。別にオレが引っ張り込んだわけではないが、結果としてこの狭い空間で不埒な状況になってしまっていることは否定できない。

「桐島、許せん……!!」

　妙に勘の鋭するどい舞ま已いさんは、何かを確かく信しんした様よう子すでスカートの中から奇妙なものを取り出した。

　長い鋼こう鉄てつ製せいの柄の先に、スパイクの付いた鉄球をくっ付けたアレは……、

（モーニングスター!?）

　まさかとは思うが、そんなまさかとは思うのだが、あれでオレを殴るつもりなのだろうか。

　っていうか、どうやってあんなもんをスカートの下に隠していたんだ？

《マズいですわ、舞已が完全にスイッチ入ってしまってますの》

　どうやらお茶ちや目めな冗じよう談だんではないらしい。

　オレは心底震ふるえ上がった。このままではメイドさんに撲ぼく殺さつされるというシャレにならない死に様を迎えることになってしまう。

　だがそれにしても──

《暑いな……》

　スチールロッカーの中はサウナ状態だった。オレも久く宝ほうもすっかり汗だくである。おかげでかろうじて久宝の胸を覆おおっているブラウスが、汗で少しずつ透け始めている。

《ちょ、どこ見てるんですの!?》

　オレの視し線せんに気付いた久宝が、顏を上げて睨にらみ付けてきた。だが、上を向いた拍子に胸がぎゅっと押し付けられてきたので、危うくオレはそのまま昇天しそうになる。ブラもしていないので、ほんの薄うす布ぬの一枚隔てて生チチに触れている状態だ。こんな状況を舞已さんに見られたら、オレは一体どうなってしまうのだろう。

「やや、これは！」

　ドキッ！

　ロッカーの外では、舞已さんが野生のヒグマのような目で何かを探し回っていた。

「さゆりお嬢じよう様さまの香りがする！」

　舞已さんは何やら意味不明な言葉を発すると、机の上に垂れていた小さな水滴を指ですくい取り、そのままそれをペロリと舐なめた。

「これは、さゆりお嬢様の右みぎ前ぜん腕わん長ちよう掌しよう筋きん辺りの汗の味だ！」

　ヤバい、ヤバ過ぎるよこの人！

「クンクン、クンクン。こっちだ、こっちの方からお嬢様の匂においがする。まるですりつぶした苺いちごに練れん乳にゆうを掛けたような、濃のう厚こうで味わい深いお嬢様の香りが……」

　少しずつ、少しずつ舞ま已いさんがロッカーに近付いてくる。

「そこかぁ[image: ]」

　次の瞬しゆん間かん、隣となりのロッカーが紙切れのように千切れ飛んだ。

「何だ、蚊かだったか」

　いやいやいや、オーバーキル過ぎるだろ！

　なに小さな虫一匹に超ちよう究きゆう○神しん覇は斬ざん並みのリミット技ぶっ放してんだよ！　ゴムボートの敵に戦せん艦かん大和やまとの主砲打ち込むような非道さじゃねえか！

「次はこのロッカーだな」

　いよいよ舞ま已いさんがオレたちのロッカーの前に立ち、小さなノブに手を掛ける。

　万事休すか!?

　オレはリアルに死を覚悟した。いや冗じよう談だんじゃなくて、マジで。

　そしてドアが開かれようとした、その時、

「舞已さーん、ちょっといいですかー？」

　翼つばさ先せん輩ぱいの声が、舞已さんをピクリと呼び止めた。

「開演しますので、舞已さんは照明をお願ねがいします─」

「…………」

　舞已さんはしばらく疑わしげな眼まな差ざしをこちらに向けていたが、やがて興きよう味みを失ったらしく、そのままスーッと控室を出ていった。

「「ホ──────」」

　オレたち二人ふたりは同時に息を吐き出した。もう少し遅かったら、恐怖の余り発狂していたかも知れない。翼先輩には、後でこっそりお礼を言っておく必要がありそうだ。

「危ないところでしたわ」

「そうだな……って、おい久く宝ほう、もうすぐ開演だぞ!?」

「ふえ？　は、はわわ！」

　緊きん張ちようから解き放たれたと同時にもう一つ差し迫った事態の存在を思い出し、オレたちは慌ててロッカーからまろび出た。

　急いでシャツのボタンを留めながらステージへダッシュする久宝。時と計けいはすでに講こう演えん開始の時刻を示している。何とか間に合ってくれると良いのだが。

　その時、ふと足元を見たオレは、床にとんでもないものが転がっていることに気が付いた。

「おい、これってまさか……」

　それは、可愛かわいらしいフリルのついたピンクのブラだった。

「あのバカ！」

　オレはそれを拾い上げると、久宝の後を追って控室を飛び出した。




　ステージでは、今まさに司会の翼先輩が久宝の紹介を行っているところだった。

《それでは、金きん星せい高こう校こう一年一組の久宝さゆりから『千ち代よ原はら区く政せいの未来』についてお話をさせていただきます。皆さま拍手でお出迎え願ねがいます》

　パチパチパチパチパチパチパチパチ！

　久宝は顔がん面めん蒼そう白はくの状態で演えん壇だんに向かっていた。どうやら自分がブラを着け忘れてきたことに気が付いたようだ。とはいえ、この状態で引き返すわけにもいかない。ここは覚悟を決めて乗り切ってもらうしかなさそうだ。

　観かん客きやく席せきは、予想以上の聴ちよう衆しゆうで埋め尽くされていた。出入口の方には立ち見客まで現れている。

　ふと奥を見ると、テレビ局の大きなカメラが目に入った。失敗は許されない。一世一代の大おお舞ぶ台たいである。

　上からはスポットライトの光が降り注ぎ、久く宝ほうの胸元をまばゆく照らしていた。白いブラウスを透かして、うっすらとピンク色に上じよう気きした肌が見える。

　久宝はスピーチ用の原げん稿こうでさりげなく胸を隠しながら、ぺこりと一礼して、講こう演えんを始めた。

《皆さまこんにちは。わたくし、久宝さゆりと申します》

　何とか平静を装っているが、オレには久宝の動揺が手に取るように分かった。正面からは原稿に隠れて見えないだろうが、舞ぶ台たい袖そでからは、奴やつの乳首がはっきり透けて見えている。

　久宝は少しでも胸が隠れるよう、両腕をすぼめてマイクを握ろうとした。

　その時──

《本日はお忙しいところお越しいただき、誠にありとうございまし──ふあっ♥》

　突然、会場内に艶なまめかしい喘あえぎ声ごえが響ひびき渡った。

　慌てて口を塞ふさぐ久宝。おそらく、上から吹き付ける空くう調ちようの風がブラウスの生き地じをかすかに揺らして、胸の先とこすれたのに違いない。ここからでも、風に吹かれて原稿が揺れているのが見える。

　一方、何も知らない観客たちは、怪け訝げんそうな表情で舞台の上を見つめていた。できればオレも、今すぐここから逃げ出したい気分である。

《……こ、この千代原区では現在大規模な駅前開発が行われておりますが、民間活用、ＰＦＩ手法の金きん科か玉ぎよく条じようを掲げて整せい備び計画から住民をつまはじきにしひゃう♥》

　久宝の膝ひざが、ガクガク震ふるえているのが分かった。滲にじんだ脂汗のせいで、薄うすいブラウスがますます透けてしまっている。何とか原稿を読み進めようとしているのだが、空調の吹出口が頭の上に戻って来るたびブラウスが胸にこすれるらしく、妙な声で言葉が途と切ぎれて。

《と、特にこれからの建築物にはバリアフリーの視点が重要であり、区民の視点をはぁっ♥、……ぁは、排除するのではなく、小さな子を抱きかかえた親御さんや、足腰の不自由なお年寄りの方でも、あっ♥、ん……、しんして利用できるよう……》

　さすがに聴ちよう衆しゆうのあいだにも、おかしな空気が立ち込め始めていた。さゆりの艶なまめかしい喘あえぎ声ごえがホール内に響ひびき渡り、会場全体がピンク色の靄もやで包まれていくのが分かる。

（も……、限……界）

　久宝が横目で合図を送ってきた。

　演えん壇だんの裏側では、久宝の膝ひざがおもしろいくらいガクガクと笑っている。胸と胸のあいだを生なま温ぬるい汗がつつつと滑り落ち、立っているのもやっとの状態である。

　危険を察知したオレは、舞台袖に戻ってきていた翼つばさ先せん輩ぱいに事情を話し、久宝を救うための作戦を伝えた。素す早ばやく状況を理解した翼つばさ先せん輩ぱいは、力強く頷うなずくと、オレが脱いだジャケットを受け取る。

　その頃ころ、舞台に立つ久く宝ほうは、とうとう限界を迎えていた。

　再びブラウスがツンと突き立った胸の先にこすれ、

（ひっ♥）

　久宝の膝が、カクンと折れる。

「久宝！」

　オレの脇わきを一陣の風が駆け抜けたのは、まさにその時だった。風は瞬しゆん時じに久宝の許へたどり着くと、一枚のジャケットを優やさしくその肩に落とす。

　風の正体は、翼先輩だった。久宝が顏を上げると、そこには男子の制服を着た金きん星せい高こう校こう王子の、とろけるような甘いマスクがあった。

　途と端たんに会場から悲鳴とも歓声ともつかぬ黄き色いろい声が湧わき起こる。その黄色さたるや、歴代黄キュアがヒマワリの花束を持って総そう武ぶ線せんから飛び出してきたかのような黄色さだった。

　久宝の肩には、いつの間にか男物のブレザーが掛けられている。観かん客きやくたちには、まるで空くう調ちようが効き過ぎて寒さに震ふるえるさゆりに、舞台袖から駆け付けた王子が上着を掛けてあげたように見えたことだろう。

　オレも助けに行きたいところだったが、そういうわけにもいかなかった。なぜならオレはいま、パンツ一丁で舞台脇わきに隠れているからだ。実は翼先輩が着ている制服は、オレの制服だった。このピンチを誤ご魔ま化かすには翼先輩の王子ルックスを使うしかないと考えたオレは、咄とつ嗟さに制服を脱いで彼女に手渡したのである。

　ギリギリだったが、おかげで久宝はすっかり落ち着きを取り戻すことができたようだった。再び立ち上がると、ゆっくり顏を上げ、決然とした眼まな差ざしで聴衆に向かい合う。

《皆さん！》

　凜りんとした声がホール内に響き渡る。

　そこから先、久宝はまるで別人のように、堂々と演説をこなすことができたのだった。







幕間




「鷲わし尾おさん、ちょっとこれを見てくれないか」

　事務所の片隅で、新しん政せい党とうの候補者、若わか杉すぎすなおが鷲尾にテレビを観みるよう促した。

「女子高生が今回の区長選に立候補したとは聞いていたが、こんなに大々的に取り上げられているじゃないか。聞けば最近じゃあ辻つじ立だちのたびにファンが殺到してるとかいう話だ。今のうちに手を打っておいた方がいいんじゃないかと思うんだが、どうかな」

「落ち着いてください、若杉さん。こういうのは圧勝だと逆に危険なんです。勝利が確かく実じつだと思うと、誰だれしも自分一人ひとりくらい別の人間に投票しても大丈夫だろうという気持ちになってしまうのです。そうすると、組そ織しき票ひようなんて一気に崩れてしまいます。その点、あの久く宝ほうさゆりという子は基き礎そ票を引ひき締しめる、いい仕事をやってくれています。それに彼らがターゲットにしているのは比較的若い層の浮動票だけです。我々にはほとんど影えい響きようありません」

　タイトなスーツを着こなしたその女性は、自信を感じさせるキッパリとした口く調ちようで答えた。だが、言われた方はそれでも安心できない様よう子すである。

「ちょっと甘いんじゃないかな、鷲尾さん。俺おれだって太おお田た垣がき先生の下で何度も選挙は経けい験けんしてる。選挙は魔ま物ものだ。どんな小さなことからほころびが生じるとも限らない」

　若杉は、目に見えて焦っていた。久宝の追い上げだけではない。本来のライバルである柏かしわ原ばらも意外なほどの善戦を見せている。彼は駅前開発の利権を使って、区く議ぎの協力とは別にかなりの票を固めていた。太田垣の力をもってすれば党内の区議は完全に掌しよう握あくできると思っていたのに、やはり実じつ弾だまを持っているのは現げん職しよくの強みである。

　一方で、頼みの綱つなの太田垣の力は段々と衰おとろえを見せつつあった。たび重なる政局の変動によって台頭し始めた若手議員の中には、太田垣のような古いやり方を良しとせず、平然と反旗をひるがえして柏原についた者までいる。少し前までは考えられなかったことだ。

「もういい、ここから先は俺のやり方でやる」

　とうとうこらえ切れなくなった若杉が、強い口調で鷲尾に言った。

「ここまでがっちり票を固めてくれたあなたの手腕には大いに感かん謝しやしてるし、あなたがいなければここまで来れなかったのも事実だ。けど、この先は今のやり方じゃ危ない」

　その瞳ひとみに剣けん呑のんなものを感じ取った鷲尾は、思わず若杉に問とい質ただす。

「……何をする気ですか」

　だが若杉は鷲尾の問いには答えず、鼻で笑いながら冷れい徹てつな表情で言い放つ。

「いいから黙だまって見ていてくださいよ。選挙プランナーを商売にしてるあんたじゃできない、本当の戦争ってもんを見せてやりますから」

　若杉の目には、追い詰められた独裁者のような非情さが、黒い炎となってメラメラと立ち昇っていた。
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　学校の教室ほどの広さの談だん話わ室しつに、不ふ揃ぞろいな「夏の思い出」が響ひびき渡った。はるかな尾お瀬ぜを歌うお年寄りたちの声にまじって、さゆりのアニメ声が入り混じっている。まるでひじきの煮物にロリポップキャンディーを放り込んだような異物感だが、周囲のお年寄りたちはそれがかえって楽しいらしく、生き生きとした表情で歌い続けている。




　オレたちは今、区内の特別養よう護ご老人ホームを訪ねていた。

「久く宝ほうさん、ずいぶん馴な染じんでますね」

　話しかけてきた職しよく員いんに、オレも愛想笑いを浮かべながら答える。

「あいつ、お婆ばあちゃんっ子だったみたいで」

「そうなんですか」

　そもそもオレは、今回の老人ホーム訪問には反対だった。高こう齢れい者しや層そうは各党がガッチリ票を固めているし、新たな票を掘り起こすだけのポテンシャルも少ないので、そんなところに力を注いでも非効率だと思ったのである。しかし、

「あいつがどうしても介護施設を訪問したいって言ってきかなかったもんですから」

　久宝はオレがどれだけ説明しても、決して自分の意見を曲げようとはしなかった。

　歌を歌い終えたところで、オレは久宝に話しかける。

「お前がこんなにお年寄り大好きだったとは、意外だったな」

「あら、意外でも何でもございませんわ。わたくしの家ではお母かあ様さまが早くから事業を引き継いで忙しかったものですから、小さい頃ころはよくお婆様に遊んでもらったものですの」

　オレが話していると、再び久宝の周りにお年寄り方が集まってきた。

「さゆりちゃんは、お婆ちゃんたちのことが好きかい？」

「大好きですの！」

「さゆりちゃんは、わしの娘にそっくりだなあ」

「えへへ」

　えへへってお前、そのお方はさっき九十三歳だっておっしゃってたから、娘さんは七十歳くらいだぞ、きっと。

「さゆりちゃんは、利用者さんのアイドルですね」

　隣となりに立つ職員が、優やさしい笑えみを浮かべながら言った。

「さゆりちゃん、わたしら本当は若わか杉すぎ先生に投票するよう言われてたんだけど、今回はさゆりちゃんに投票することにしたよ」

「本当ですの!?」

「あたぼうよ。忙しくてほとんど顔も見せない新しん政せい党とうの連中より、さゆりちゃんみたいに俺おれたちのところへ来てくれる子の方が、きっと俺たちのためになる政治をしてくれるはずだからな」

　べらんめえ口く調ちようのお爺じいさんが、久く宝ほうの頭をくしゃくしゃと撫なでた。久宝はまるで猫のように、目を細めてくすぐったがる。

　施設訪問は、思った以上の手て応ごたえだった。ここまでお年寄り方のハートをがっちりキャッチできるとは、予想をはるかに上回る成果である。うむ、これならいけるかも知れない。

　気が付くと、オレは次の作戦に向けて頭をフル回転させていた。いやいや手て伝つだい始めたはずなのに、いつの間にかすっかり馴な染じんでしまっている自分に気が付き思わず苦笑してしまう。こんな仕事冗じよう談だんじゃないと思っていたが、もしかしたら案外向いているのだろうか。




　それからというもの、オレたちは、辻つじ立だちの前に短時間でも老人ホームを訪れるようになった。お年寄り方からの久宝人気がすごいので、これなら相手方の基き礎そ票ひようを崩せるのではないかと踏んだのだ。

　新規の票を掘り起こした場合、百票増えても、それは百票のプラスにしかならない。だが敵から百の票を奪えば、敵は百の票を失い、こちらは百の票を得ることになるので、結果として二百票の差が生まれる。

「行ける、これなら行けるぞ……」

　お年寄りたちと仲なか睦むつまじく語らう久宝の背中を見ながら、オレは陰でひっそりと呟つぶやいた。

　いつしかオレは、選挙戦をゲームのように感じ始めていた。




　そしていよいよ告示を数日後に控えた、ある日のことである。

「久宝、この記事を見ろ」

　その日も老人ホームを訪ねていたオレは、食堂にある地元紙の夕刊記事を広げ、久宝に意気揚々と声を掛けた。

「ほら、ここにオレたちのことが書いてある。この記者の予想だと、すでに新政党の候補者や、現げん職しよくの柏かしわ原ばら区長にも迫る勢いみたいだぞ」

　久宝はおおはしゃぎで新聞を手に取る……と思っていたのだが。

「…………………」

　意想に反して久宝はじっと俯うつむいたまま、その場でずっと押おし黙だまっていた。

「どうした？」

　怪け訝げんに思い、オレは久宝の顏を覗のぞき込む。すると、久宝はもの思わしげな様よう子すで口を開いた。

「わたくしたち、本当にこれで良いんですの？」

「……どういうことだ？」

「ねえ啓けい太た、もともとわたくしたちは、表現の自由を勝ち取るために立候補したはずですの」

「……ああ」

　そんなことはとっくに分かっている。今さらこいつは何を言い出すのか。

「ところが、わたくしたちはまったくと言って良いほど、そうしたことを有権者の皆さまに訴えられていませんわ。もしかしたら、わたくしたちはいつの間にか、目的がずれてきてしまっているんではないですの？」

「………………」

　久く宝ほうの言葉に、オレは黙だまって目を閉じた。たしかにこいつが言っていることは正せい論ろんだ。しかし、正論だけで勝てるほど選挙は甘くない。

「いいか久宝、そのことなら初めての辻つじ立だちの前に話したはずだ。この千ち代よ原はら区くでは保守層の意見が強い。表現の自由なんてこと言い出したら、せっかくこれまでかき集めてきた票が一気に離はなれていってしまう」

「む～～～～」

　久宝がむくれた様よう子すで再び地面に視し線せんを落とした。

　だが、それでもオレは言わなければならない。久宝がオタクであることは翼つばさ先せん輩ぱいもその言動の端はし々ばしで感じ取っているだろうが、こいつがレイヤーをしていたということや、オタクの自由を取り戻すために戦い始めたということは、これまで一切話していない。

「お前がいま言っていることは、区長になってからやればいいんだ。今はまず区長の椅い子すを勝ち取ることが先決だろう。それがなければ表現の自由もクソもあったもんじゃない」

　思わずキツい口く調ちようになってしまったが、それもやむないことと思う。言われた久宝の方も、珍しく反論するでもなく、神妙に頭を垂れている。

「どうしたんだい、二人ふたりとも」

　そこに、不ふ穏おんな気け配はいを察した翼先輩が気き遣づかわしげな表情を浮かべながら近寄ってきた。

「いえ、何でもありません」

　憮ぶ然ぜんとした表情を浮かべるオレを見て、翼先輩が小さな溜ため息いきをつく。

「なあ桐きり島しまくん、君も連日の陣頭指揮で少し疲れているんじゃないかな？　今日きようはもうこれで解散にした方が良いんじゃないかと思うんだが、どうだろう」

「………………」

　オレが何も答えず突っ立っていると、今度は隣となりにいる久宝に尋たずねる。

「きみはどうだい、久宝くん？」

　翼先輩の言葉に、久宝はしゅんと項垂うなだれながらコクリと小さく頷うなずいた。




　玄関を出ると、外はすっかり暗くなりかけていた。まだあちらこちらに昼間の熱ねつ気きが残っているが、これも間もなく風が運び去ってくれるのだろう。

「桐島くん、あれは……」

　翼つばさ先せん輩ぱいに言われて門もん扉ぴの辺りに目を遣やると、そこには見覚えのある人ひと影かげが、ぽつんと一人ひとり立ち尽くしていた。

「あの人は……」

　特徴ある格好のおかげですぐに思い出すことができた。先日、辻つじ立だちを終えたオレたちにアドバイスをしてくれた酔っ払いＯＬである。

　あの時は気安い言動に少しカチンときたが、彼女のアドバイスがなければオレたちはここまで来ることなどできなかった。そういう点では感かん謝しやしなければならない相手である。

　オレは頭をポリポリかきながらＯＬに近寄り、こないだはどうも、と礼を言いかけた。が、彼女の表情を見て、その言葉を飲み込んだ。

　彼女は、以前と打って変わって、実に険しい表情を浮かべていた。

　思わず立ちすくむオレにＯＬは小さく何事か囁ささやくと、そのままクルリと踵きびすを返し、薄うす暗ぐらい宵よい闇やみの中へ姿を消していった。

　オレの耳にはそれが、「気を付けろ」と言っていたように聞こえた。
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　翌日、オレは慰い労ろうを兼ねて久く宝ほう邸ていの夕食に招待されていた。提案者である翼先輩は、久しぶりに美術部へ顔を出したいということで、オレ一人のお宅訪問である。何となくはめられた感がなくもないが、恐らくこれも翼先輩の気配りなのだろう。

　水路を抱く芝生しばふの庭園に、瀟しよう洒しやな洋よう館かん。周囲は木々に囲まれているため、敷しき地ちがどこまで広がっているのかは想像もつかない。二十三区内にこんな大豪邸があるとは、まったくもって驚おどろきである。

　食堂の上かみ座ざには、すでに一人の男が座っていた。あれが久宝の父親だろう。紋もん付つき袴はかまを穿はいているが、金きん髪ぱつ碧へき眼がんに彫の深い顔立ちは明らかに日に本ほん人じんと異なっている。

　その右みぎ隣どなりに座っている綺き麗れいな女性は、顔立ちから久宝の母親であることがすぐに分かった。髪の色は久宝と対照的な黒で、鴉からすの濡ぬれ羽ばのようにしっとりとした艶つやを含んでいる。恐らく四よ十そ路じ前後のはずだが、二十代と言っても全然通用するほど若々しい。前髪を下ろしたシンプルなヘアスタイルと、黒をベースとした落ち着いた色しき調ちようの着物のおかげでかろうじて年ねん齢れいを推察できるが、これでもう少しガーリーな服装をしていたら、本気で久宝の姉と勘違いしていたかも知れない。

　ドアにほど近い席へ腰を下ろと、待ちかねたかのように上座の男性が口を開いた。

「吾わが輩はいがさゆりの父、侍瑠米琉ジルベールデス。生まれはFranceデスが、今は日本人デス」

「さゆりの母、黎れい子こと申します」

「あ、えーと、さゆりさんのクラスメイトで桐きり島しま啓けい太たと言います。今日きようは夕食にお招きいただき、本当にありがとうございます」

　実際のところは翼つばさ先せん輩ぱいの口車にうまく乗せられてきたのだが、この場でそんなことを口にするわけにもいかない。一方、侍瑠米琉ジルベールと名乗った久く宝ほうの父親は、露ろ骨こつな嫌悪感を交えながらこちらをジロジロ睨ねめ回してきた。

「貴様デスか、ワタシの娘を手て駒ごまにシタのは？」

　手て籠ごめにした、と言いたいのだろうか。いつの間にかオレが指揮官にされている。

「あの、オレ……いや、ぼくは久宝さんとはそんな関係ではなくて、あくまで仲の良いクラスメイトで──」

「黙だまりやがれ、このフ○ッキンブタ野郎[image: ]」

「ええ!?」

「てめえがさゆりちゃんに無粋なアプローチを仕掛けていることくらい、知らぬ拙せつ者しやだと思ったでゴザルか！」

　ちょっ、このひと一人称が安定してないんですけど！

「……あの、あなた本当にフランス人なんですか？」

　何か胡う散さん臭くさいんだよな。だいたいフ○ッキンって英えい語ごだろ？

「ナ、ナニを言うデース、ワタシはたしかにフランス人デすヨ～？」

「じゃあ何かフランス語しゃべってみてくださいよ」

「………………………………………ポンジュース？」

「絶対日に本ほん人じんだこの人！」

「ちがいますぅ～!!　自分フランス人ですぅ～!!」

　やばい、本気で殴りてえ。

　と、その時である。

「お待たせいたしましたわ」

　大人おとなっぽいターコイズブルーのイブニングドレスに身を包んだ久宝が食堂に入ってきた。

「どうしたんですの？　何かケンカでも？」

「シテナイヨ～、そんなことまったくシテナイヨ～」

　もはや呆あきれて言葉が出ない。黎れい子こさんも黙ってそのやり取りを聞いているだけだ。

「お父とう様さま、啓けい太たはわたくしの命の恩人ですの。始業式で突然わたくしが倒れた時、こちらの啓太が疾風はやてのようにサッと駆け付け、わたくしを力強く抱きとめてくださったのです。その後もわたくしの命を狙ねらう悪漢たちを相手に隠された力を解放して千切っては投げ千切っては投げを繰くり返し、まさに啓太無む双そうとでも言うべき大立ち回りを演じたんですの」

「そ、そうだったんデスか……、啓太殿、知らぬこととはいえ失礼つかまつった」

「いや、そんなことがあったなんてオレも初耳ですよ！」

　オレに隠された力があったなんて、今日きようの今日まで知らなかったわ！

　おかしな話の流れになったが、久く宝ほうと侍瑠米琉ジルベールは親子仲が良いらしく、おかげで食堂の雰囲気も幾分か和やわらぎつつあった。

　頃ころ合あいと感じたのか、舞ま已いさんが他ほかのメイドさんたちと一いつ緒しよに料理をテーブルに並べ始めた。見み慣なれない料理に思わず戸惑う。食器もたくさんあるので、どこから手を付ければ良いのかさっぱり分からない。

「大丈夫ですわ、外側から順に使っていけば良いだけですの」

　隣となりに座る久宝がこっそり耳打ちしてくれた。

「さ、さんきゅ」

　こいつが近くにいるだけで妙に安心してしまう自分が、少し悔しい。

　久宝は家でも屈託がなく、両親と楽し気に会話しながら食事をしていた。何となく入り込みづらく感じ、黙だまってナイフとフォークを動かしていると、斜め前に座る黎れい子こさんが、小さな声でオレに話しかけてきた。

[image: ]

「啓けい太たさん、でしたわね」

「あ、はい」

　久宝は父親とのおしゃべりに夢中でこちらの会話には気付いていない。

「うちのさゆりが千ち代よ原はら区く長ちよう選に立候補した件で、あなたには随分とお世話になっているみたいですね」

「…………」

　ようやく本題のお出ましか。

　オレは食器を一いつ旦たん置いて、背筋をピンと引き伸ばした。

「ふふ、そう固くならなくて結構ですのよ。何もあなたを責めようなどとはわたくしも思っておりませんので」

「そうでしょうか」

「ええ、本当よ。むしろわたくしは、あなたに感かん謝しやしているんですの」

「感謝、ですか？」

　怪け訝げんの色を浮かべるオレに、黎子さんは優やさしく微笑ほほえみながら頷うなずいた。

「あの子は病弱で、とても内気な子なんですの。家では明るく振ふる舞まっておりますけど、外へ連れ出すといつもわたくしたちの背中に隠れて黙り込んでしまいまして。おかげで社交界のお披露目デビユタントもいつになることやら……、まったく困ったものですわ」

「はあ」

「でもあの日、家へ帰ってくるなり、あの子が突然『学校へ行きたい』と言い出したので、わたくし本当にびっくりいたしましたわ。これまでは学校へ行くよう言っても決して部へ屋やから出ようとしなかったのに、一体どういう心境の変化かしらと」

　そこまで言ったところで、黎子さんはピタリとナイフとフォークを動かす手を止め、オレの目をじっと覗のぞき込んできた。

「今日きようお会いして、確かく信しんいたしましたわ。あなたなら、さゆりを預けられる。あの子もあなたと一いつ緒しよなら、きっと勇気を出して新しい一歩を踏み出せると」

　それは、決意に満ちた眼まな差ざしだった。稚ち魚ぎよが大海に泳ぎだす様を見守る親魚のような、深く、厳きびしく、温かい瞳ひとみだった。

「あの……オ、オレ……」

　と、その時である。

　パチン！

　黎れい子こさんが指を鳴らすと、銀のクロッシュを載せた皿を片手に持つ舞ま已いさんが、しずしずと食堂の中へ入ってきた。

　舞已さんは、足音もなくオレの隣となりに寄ってくると、静かに純銀の蓋ふたを持ち上げる。その下から現れたのは……。

「啓けい太たさん」

「…………は、はい」

　黎子さんが氷で彫られた女め神がみのような顔でオレに微笑ほほえみかけてきた。

「さゆりがご迷惑をおかけするかも知れませんが、あなたには、これからどうかさゆりの面めん倒どうを見てやっていただきたいんですの」

「……はあ」

「これはその、約束の証あかしとでも申しておきましょうか」

　皿の上に置かれていたのは、使い方を想像するだけで怯おぞ気けが起きそうな拷ごう問もん器具であった。

　背後から、舞ま已いさんがそっと囁ささやいてくる。

「気を付けろよ。奥様はわたしですら恐怖を覚えるほどＳっ気の強いお方だからな」

　オレはゴクリと唾つばを飲み下す。今日きよう聞いた言葉の中で、一番恐ろしい言葉だった。

「ふつつかな娘ですが、どうぞこれからも末永くよろしくお願ねがいいたしますわ、啓けい太たさん」

　ニッコリ微笑ほほえむ黎れい子こさん。

　オレは悟る。真に恐ろしいものに出くわした時、人は悲鳴すら上げられないのだと。

　どうやらオレは、とんでもない事態に巻き込まれてしまったらしい。

　平へい穏おんな日常よ、カムバックプリーズ……。
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　駅前で声を張り上げる久く宝ほうの周りを、いつものように大勢の聴ちよう衆しゆうがぐるりと取り巻いている。他ほかの候補者と比べて年ねん齢れい層そうが低いのが特徴だったが、最近では高齢者も輪わの中にまじるようになってきている。

「なあ桐きり島しまくん。彼、ちょっと危ないんじゃないか？」

　隣となりに立つ翼つばさ先せん輩ぱいが、声を潜ひそめるように耳打ちしてきた。言われてそちらの方を見やると、少し離はなれたところから、やたら低い位置でデジカメを構える怪しげな男の姿が目に入る。

「舞已さん、お願ねがいします」

「ああ」

　声を掛けると、舞已さんは黙だまって男にツカツカと歩み寄り、二言三言話したかと思うと、そのまま路地裏へと連れていってしまった。スカートの裾すそからドリルのようなものが一いつ瞬しゆんチラリと見えたような気もしたが、きっと気のせいだろう。

「なんだか最近、こういうことが多いね……」

　翼先輩がうんざりした様よう子すで呟つぶやいた。たしかに翼先輩の言うとおり、近ちか頃ごろは目に見えてこうした手合いが増えている。久宝が怯おびえるといけないので本人の目にはできるだけ触れないようにしているが、病的なファンレターや偏へん執しつ的てきなカメコなど、危険な行為は日に日にエスカレートしてきている。




　おかしな男に絡まれないよう、できるだけ久宝のそばにいるようにしていたオレだったが、一方で、それがまた別のトラブルも引き起こした。

　その日は清掃活動を見回ってから辻つじ立だちの応援に行こうと思い、オレは久宝たちと離はなれて一人ひとりで別行動を取っていた。

　さすがに彼らも慣なれたもので、うまく役割分担しながら手際よく作業をしている。中には近場の商店の手て伝つだいをして、お礼におばちゃんからアイスをもらっているような強つわ者ものまでいる。

　近きん隣りんの住民たちは、街が綺き麗れいになったおかげで最近は治安も良くなったと話していた。いわゆる割われ窓まど理り論ろんというやつだろう。落書きを消したりポイ捨てゴミを片付けたりすることで、街全体のモラルが向上し、犯罪が抑制されるという理論だ。これなら小さい子どもを育てている親御さんたちも、安心して暮らすことが──

　と思っていた矢先である。

「おい、桐きり島しま」

　ドスの利いた低い声が、背後からオレを呼び止めた。

　振り返ってみると、うちの学校の男子生徒が四人ばかり、オレに向かってガンを付けている。

「呼んだか？」

「呼んだか、じゃねえんだよコラ。スカした態度でいきがってんじゃねえぞてめえ」

　ずいぶんと剣けん呑のんな雰囲気だ。オレはこいつらのことなんかまったく知らないのだが、一体どういう因いん縁ねんだろうか。

「悪いな、これが普ふ段だんのしゃべり方なんだ。で、オレに何か用か？」

「お前、最近清掃活動ぜんぜん手伝ってねえじゃねえか」

　言いながら、少しずつ彼らがオレを取り囲むように位置を移動しているのが分かった。どうやらこれから男同士親しん睦ぼくを深めようという雰囲気ではない。

「このあいだも、見回りだとか言ってその辺プラプラ歩いたら、すぐにいなくなっちまったじゃねえかよ」

「俺おれらに面めん倒どう事ごと押し付けて久宝の後ばっかくっつきやがってよ、お前ちょっとせこいんじゃねえか？」

　言いたいことがあるならさっさと言えよ。と言いかけて、オレはギュッと口をつぐんだ。

　奴やつらが言いたいのは、つまりこういうことだ。自分たちは日の当たらない仕事をさせられているというのに、オレはいつも久宝と一緒にいる。それが単純に面おも白しろくないのだ。

　オレから言わせれば、ほとんど頭も使わず単純作業だけやっていれば良い彼らの方が余程気楽でうらやましいのだが、もしも逆の立場だったら、オレだって彼らと同じようなことを考えてしまうのかも知れない。

「すまん」

　オレは沸ふつ々ふつとこみ上げる怒りを何とか押し殺し、平静を装いながら素直に頭を下げた。

　オレのことが気に入らないという彼らの言い分も分かる。とは言え、オレが清掃活動にだけ没頭しているわけにもいかない。となれば、ここは頭を下げるより他ほかに術すべはない。

「え、あ、ああ……、おう」

　いきなり謝あやまられた連中は、逆に拍子抜けした様よう子すで戸惑っているようだった。

「今日きようはオレも清掃活動を手て伝つだうよ。ただ、オレには全体をまとめる役割もある。そこのところはすまないが理解して欲しい」

「ああ、うん、そうだな……」

「まあ、俺おれらもその辺は分かってるんだけどよ……」

　口ごもる彼らにもう一度「すまん」と頭を下げ、オレはゴミ袋を一枚手に取る。

　久く宝ほうに一報入れておこうと思ったが、生憎あいにく携帯の電池が切れていたため、そのまま作業に取りかかった。あいつのところは舞ま已いさんと翼つばさ先せん輩ぱいがいるから大丈夫だろう。そうそう滅めつ多たなことなど起こるはずがない。

　拾った空き缶をゴミ袋に投げ込みながら、オレはふうっと溜ため息いきをついた。中身はまだほとんど入っていないのに、うすっぺらいゴミ袋が妙に重たく感じられた。




「すみません、遅くなりました」

　勉強会部室に戻ると、部へ屋やの中はなぜか重苦しい雰囲気に包まれていた。

「こんな時間まで何をしていた、桐きり島しま」

　舞已さんの鋭するどい声がオレに突き刺さってくる。

「何をしていた……って、清掃活動を手伝ってたんですけど」

「黙だまれこの腸ちよう炎えんビブリオが！」

　聞いてきたのはあんたでしょ！

「さゆりお嬢じよう様さまがピンチの時に携帯がつながらないなど、貴様はデシリットル並みの役立たずだな。わたしが見ててやるから、伸身ユルチェンコ３回ひねりからのエクストリーム土下座で許しを請こうが良い」

「詫わび方かたがＧ難なん度ど過ぎる！」

　素人しろうとにそんな世界王者クラスの謝しや罪ざいを求められても困る。

「それより、一体何があったんですか？」

　オレはとりあえず事情の説明を求めた。どうやらとんでもない出来事があったようだが、ここに来るまで一度も連絡を取っていなかったため、状況がさっぱり分からない。

「実はな、桐島くん、君がいない間にいきなり久宝くんに告白してきた男がいたのだよ」

　むっつりと押おし黙だまる舞ま已いさんに代わって、翼先輩が口を開いてくれた。

「告白、ですか？」

　オウム返しに尋たずねるオレに、翼先輩がコクリと頷うなずいて言葉を続ける。

「ずいぶんしつこい男だったよ。久宝くんはやんわりと『今は区政を良くすることしか考えられない』と言って断ったのだが、『だったら選挙が落ち着いたら考えてもらえるのか』とか『他ほかに好きな男でもいるのか』と食い下がってきてね。一時は演説を中断しなければならないほどの騒さわぎだった」

「そうなのか、久く宝ほう？」

　オレが確かく認にんを求めると、久宝は黙だまって小さく頷うなずいた。心なしか、顔が青ざめて見える。さっきから全然言葉を発しないし、もしかしたら多少怖い思いをしたのかも知れない。

「最終的には男がさゆりお嬢じよう様さまの腕をつかもうとしたので、わたしがこの、どんな眠らぬ街のシンデレラでも一いち撃げきで眠らせる麻酔吹き矢をお見み舞まいして黙らせてやったのだが、あと少し遅かったら、さゆりお嬢様に危害が加わるかも知れないところだったのだ」

　眠らぬ街のシンデレラは、街が眠らないだけでシンデレラは普通に眠ると思うのだが、まあそれはさておき、オレがいない間に久宝が危ない目に遭っていたことはよく分かった。

「貴様という者がいながら、何たる体ていたらくだ。肝心な時に貴様がさゆりお嬢様をお守りしないでどうする」

　舞ま已いさんが、怒りの感情をむき出しにしてオレを責め立ててくる。さすがのオレも、ムッとして思わず反はん論ろんしてしまう。

「仕方ないじゃないですか。オレだって清掃活動組の連中から、いつも全然清掃の手て伝つだいをしないで久宝にくっついてばかりいると文句言われて、大変だったんですよ」

「それにしても、携帯電話の電源が入っていなかったのは貴様の手落ちだろうが」

「電源が入っていたって間に合いませんでしたよ！　どうやって番ばん町ちようから御お茶ちやノ水みずまで一いつ瞬しゆんで移動するんですか！」

「たとえ来れなくても、さゆりお嬢様に優やさしい言葉くらい掛けることはできるだろうが！　そんなことも分からんのかこの朴ぼく念ねん仁じんが！」

「朴念仁とは何ですか！　オレだって自分の立場を弁わきまえて自じ重ちようして──」

　パン、パン。

「まあお二人ふたりとも、そこまでにしておきましょう。見てください、久宝くんがすっかり怯おびえてしまっていますよ」

　オレと舞已さんの口ゲンカを見かねた翼つばさ先せん輩ぱいが、手を叩たたきながら間に割って入ってきた。言われて久宝の方を見ると、先ほどよりも一層青白い顏で小さく肩を震ふるわせている。その様よう子すを見てオレも舞已さんもやむなく口を閉じたが、険悪な空気は小さなしこりとなって互いの心に残り続けた。

　部室の中には疲労感が漂い始めていた。そもそもこんな口ゲンカを始めてしまったこと自体、疲れてイライラしていたことが原因なのだろうと思う。

　連日、酷暑の中で行われる辻つじ立だちに、土日も休む間なく続く活動。久宝の顏にもハッキリと疲労の色が見て取れる。とはいえ告示の日は近い。戦いも終しゆう盤ばんに差しかかっている。つらいところだと思うが、久宝にはラストスパートで乗り切ってもらわなければならない。

　正直なところを言えば、オレだってキツいのだ。毎日辻立ちやチラシ配り、清掃活動を行う場所を考え、その日その日で集まってくる面子メンツに応じ、シフトや配置を考えなければならない。参加者からは不満が起こらないよう、定期的に久宝や翼つばさ先せん輩ぱいの顏を見せてやる必要もある。その上に最近は、老人ホームの訪問も加わってきた。こうした作業を、オレは誰だれにも相そう談だんすることなく一人ひとりでこなさなければならない。

　ふと顔を上げると、舞ま已いさん以外のみんながオレのことを不安そうな面おも持もちで見詰めていることに気が付いた。

　オレがしっかりしなければならない。あの時も、黎れい子こさんから「よろしくたのむ」と言われたではないか。

　だがそう思いながらも、彼らの視し線せんをどこかうざったく感じている自分に気付き、苛いら立だちはますますつのっていくばかりなのであった。
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　そしてついに、恐れていた事態が現実となった。

　翌日、登校してきたオレと久く宝ほうを、妙な視線が出迎えた。

　あのドタバタな立候補宣言以来、（不本意ながら）こうして人からチラチラ見られることにもすっかり慣なれてしまっていたオレだったが、今日きようのそれは、いつもと少し趣おもむきが異なっていた。生徒たちの目に好奇心とは違う、じっとりとした粘ねばっこい気け配はいを感じたのである。

「何か、あったんですの……？」

　いつもなら周りの空気などまったくお構いなしの久宝が、珍しく不安そうな声を出した。それくらい、この日の朝は奇妙な違和感からスタートを迎えたのだった。




　昼休み、部室へ行こうと席を立ち上がりかけた久宝のところへ少しガラの悪いサッカー部の連中がやってきて、いきなりおかしなことを尋たずねてきた。

「よう、久宝。お前色んなイベントで脱ぎまくってたって、ホントか？」

「はい？」

　聞かれたことの意味が分からず、久宝がキョトンとした表情で首を傾かしげる。

「もしかしたらさ、俺おれたちともやらせてくれちゃったりするわけ？」

「だったら俺らも混ぜて欲しいな」

「あの、どういう……？」

　クラスの連中は、聞いてない風を装いながら、明らかにじっと耳をそばだてていた。オレはどこか異常な気配を察し、席を立って久宝のところへ向かう。

　その時、男性生徒の一人ひとりが、久宝の目の前に一冊の週刊誌を差し出した。





【女子高生区長を目指す少女の心の闇やみ──暴あばかれた過か激げきなコスプレ写真の数々】






「な、んですの……、これ？」

　やられた[image: ]

　男子生徒たちの背後からその記事を覗のぞき込み、オレは天を仰あおいで長嘆息をした。

　そこにはコスプレ姿の久く宝ほうの写真がバッチリと掲載されていた。

　いつかはすっぱ抜かれるかもと危き惧ぐしていたが、まさか告示直前のこのタイミングでやられるとは……。

　立候補の宣言後は土日も含めて毎日一いつ緒しよに活動に繰くり出していたので、コスプレをする時間など一分たりともなかったことくらい、オレもよく知っている。この写真は、明らかにその前に撮とられたものだろう。

　記事を読んでいくと、そこには久宝と直接関係のないコスプレ批判が延々と書き記されていた。曰いわく、近年のレイヤーは露ろ出しゆつが多く、とにかく肌を見せさえすれば人気が出るという風ふう潮ちようがあって云うん々ぬん。また曰く、レイヤーの中には公衆の面前で過か激げきなパフォーマンスをする者もあり、破は廉れん恥ちな行状が目立つと云々。

　たしかに、一部そういう人間がいるのは事実だ。反省して、互いに律していかなければならない部分もあるだろう。だが、久宝はそんなこと一度もやっていない。それなのに、この記事を読むとまるで久宝がそうした不道徳な輩やからの最さい先せん鋭えいであるかのように読めてしまう。

　もちろん「久宝さゆりはいかがわしいコスプレイヤーです」などとハッキリ書かれているわけではない。しかし、久宝がかつてイベントでコスプレをしていたこと、そして、レイヤーの中には過激な者もいるということが並列して書かれてしまえば、久宝もそうした不ふ謹きん慎しんなレイヤーの一員なのだろうと類推してしまうのは当然の帰結である。現に目の前にいるこのアホどもは、久宝が猥みだらでどんな男にもホイホイついていくような人間だと、完全に誤解してしまっている。明らかに悪意を持って書かれた記事だ。

　しかも問題はそれだけに留とどまっていなかった。

　記事は、それらの内容に加えて近年広まっている同人誌がいかに不道徳で、教育上よろしくないものであるかということも切々と訴えていた。

　この週刊誌とていかにも俗悪なものであったが、自分のことは米べい帝ていを批判する独裁国家よろしく綺き麗れいさっぱり棚上げして、同人誌に描かれるロリやＢＬ、性描写のことなどを手て厳きびしく糾きゆう弾だんしていた。まるで久宝がそうした不道徳を助長し、また自らもそうした行為に耽ふけっているかのような描きぶりである。ここまでくると、もはや誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようの域を超えて魔ま女じよ裁判のレベルに達している。

「なあ久宝、今日きようの放ほう課か後ご俺おれらと一緒に──」


「やめろ」



　オレは、なおも絡み続ける男子生徒の間に強引に割って入った。先ほどまで怯おびえた表情を浮かべていた久く宝ほうの顏が、パッと安あん堵どの色にほころぶ。

「んだてめぇ」

「どういうつもりだこの野郎」

「何とか言いやがれコラ」

　つまらないプライドを傷つけられた安いバカどもが、多勢をたよりにオレに食ってかかってくる。オレはギロリと連中を一いち瞥べつし、静かな声でこう答えた。

「オレは〈やめろ〉と言った」

　瞬しゆん間かん、クラス全体がシン──と静まり返った。

　まるで目に見えない波紋が広がるかのように、教室内が静寂で満たされていく。

「行くぞ、久宝」

　オレはまだ混乱の最さ中なかにある久宝の手を取り、二人ふたりで部室へと向かった。




　一階の奥にある勉強会部室へ入ると、そこでは舞ま已いさんの他ほか、翼つばさ先せん輩ぱいと直なお也やがオレたちの到着を待っていた。

「………………」

　一目で全員すでに記事を読んでいることが分かった。

「啓けい太た、こいつはどういうことさ」

「わたしも説明してもらいたい。すでに久宝くんの後援会を抜けたいという生徒が、朝からひっきりなしにわたしのところへやってきている」

　いきなり衝しよう撃げき的てきな記事を見て動揺の極致に叩たたき込まれた二人が、矢継ぎ早に質問を浴びせかけてくる。

　だが二人の問いかけは、舞已さんが発した言葉によって瞬しゆん時じにかき消された。

「その前に答えろ桐きり島しま。なぜさゆりお嬢じよう様さまのコスプレ写真が、このような形でかくも俗悪な連中の手元に渡っているのだ」

　それはオレも知りたいところだった。

　選挙に打って出る前から、久宝は舞已さんの配はい慮りよで都内のイベントにはほとんど出ていなかったはずである。人気レイヤーであればコスプレＲＯＭを販売したりしているが、それも舞已さんによって厳げん重じゆうに止められていた。もちろんカメコが勝手にＷＥＢ上でアップしてしまう可能性もゼロではないが、基本的にそれはマナー違反なので、懸け念ねんを呼ぶほど数は多くない。おまけに舞已さんが定期的に巡回して、見付け次第強引に削除していたので、今回のように画像が流出する心配はほとんどないはずだった。

　となると、内部犯の可能性を疑わざるを得ない。

　舞ま已いさんが犯人のはずはないし、直なお也やも翼つばさ先せん輩ぱいも、先ほどのリアクションを見る限り本当に久く宝ほうがレイヤーであることは知らなかったようだ。

　この三人以外で久宝がレイヤーであることを知っている人物と言えば……

「正直に言え、桐きり島しま。貴様が犯人ではないのか？」

　ドストレートに、舞已さんが問とい質ただしてきた。

「待ってください、オレがそんなことするわけないじゃないですか」

　オレは即座に否定するが、舞已さんは疑いの眼まな差ざしを決して逸そらそうとしない。

「それはどうかな？　貴様も知ってのとおり、さゆりお嬢じよう様さまのコスプレ写真は、下へ手たに世間に出回らないよう、わたしが厳げん重じゆうに管理していた。もし写真を外部に流出させることができる人物がいたとしたら、お前以外にほとんど考えられない。それに貴様はさゆりお嬢様の選挙へ協力することに否定的だった。選挙が嫌いやになってこんなことをしたと考えれば辻つじ褄つまも合う」

「な、何だと……!?」

　あまりにあまりな物言いに、さすがのオレも憤いきどおりを隠すことができなかった。

　たしかに久宝の選挙活動に協力するのはオレだって面めん倒どう臭くさいと思っている。だが、ここまで票を伸ばすことができたのは、一体誰だれのおかげだと思っているのだ。そんなオレの努力を差し置いて一方的に疑惑の念を向けてくるというのは、オレの苦労に対する侮辱に他ほかならない。

「文句があるなら、自分が犯人ではないという証拠を示してみろ」

「この、言わせておけば……!!」





「やめてくださいですの！」






　思わず拳こぶしを振りかぶりかけたところで、久宝が間に割って入った。

「舞已、少し黙だまっててくださいですの。啓けい太たも疲れているようですから、今日きようは少し休んだ方が良いんじゃないかと思いますの」

　それは、久宝なりに気を配った上での言葉だったのだと思う。本来であれば、素直に感かん謝しやすべきところだ。しかし疲労と苛いら立だちでささくれ立ったオレの心は、優やさしく撫なで付けようとして来た久宝に無粋なトゲを突き立てることしかできなかった。

「……うるせえよ」

「え……？」

「うるせえって言ってんだよ！」

「啓……、太？」

　爆ばく発はつしたオレの怒りを目まの当あたりにし、久宝はサッと表情を強こわ張ばらせる。

「さっきから黙って聞いてれば、一体誰のせいでこんなに疲れてると思ってんだよ。それもこれも、みんなお前に端を発したことじゃねえか！」

　翼つばさ先せん輩ぱいも直なお也やも、俯うつむいてじっと黙だまりこくっていた。久く宝ほうだけが、目に涙を浮かべながら鼻をすすり上げている。

「啓けい太た、わたしは、ただ、あなたに……」

　その様よう子すを見た舞ま已いさんが、本気でオレに飛びかかってきた。

「桐きり島しま、貴様ァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァ！」

　ガタンと大きな音を立ててホワイトボードが倒れ、マーカーが床の上に散らばる。それを避けようとした翼先輩が机にぶつかり、今度はチラシの山を崩してしまう。

　教室内が混乱の極みに達したその時、

「もう、やめましょう」

　久宝の言葉がオレたちの動きをピタリと押しとどめた。

　そして、オレたちが注目する中、久宝は驚おどろくべき言葉を口にする。




「──わたくし、この事務所を解散しようと思いますの」




　瞬しゆん間かん、その場にいる全員が「え？」という表情で久宝の顏を見やった。みんな、自分が何を言われたのか理解できていないような、ポカンとした表情を浮かべていた。

　久宝はオレたちの視し線せんに怯ひるむことなく、どこか落ち着き払った口く調ちようで言葉を続ける。

「本当のことを言いますと、わたくし、もっと前からそうしようと考えてましたの。ただ、皆さんが頑張ってくれている姿を見たら、どうしても言い出せなくて……」

　かすかに肩を震ふるわせながら、そっと小さく俯く久宝。陽炎かげろうのように儚はかないその仕し草ぐさに、思わずオレは尋たずね返す。

「お前、どうしてそんな……」

　すると久宝はフッと寂さみしげな笑えみを浮かべ、こう答えた。

「だって、これ以上啓太がつらい思いをするのは、耐えられないから」

「…………久宝」

　思わず言葉を失うオレに、久宝は優やさしく諭さとすような声で言う。

「本当は、啓太が他ほかの男子生徒たちからあれこれ言われていることくらい、わたくしも存じてましたの。それにこうなった以上、他の皆さんにもご迷惑が及ぶかも知れませんわ。それはわたくしの本意ではありませんの」

　その言葉に、翼先輩がハッとしたような表情を浮かべた。

　翼先輩は、自分が同人作家であるということを隠しながら活動している。だが久宝がこういうことになった以上、周りの人間も目を付けられるのは時間の問題だ。そうなると、翼先輩も今のように同人活動を続けるのは難むずかしくなってしまうかも知れない。

　翼先輩だけではない。オレだって自分がオタクであることを隠しながら学校生活に溶け込んでいる。もしそれがバレたら、きっと久く宝ほうと同じ目に遭わされるに違いない。

「「………………」」

　黙だまって俯うつむくオレたちに、舞ま已いさんが冷たい口く調ちようで言い放った。

「そんな状態で手て伝つだわれても選挙活動の足手まといだ。去れ。お前たちにもう用はない」

　オレは久宝の顏をチラリと見上げたが、久宝は舞已さんの言葉を否定しようとはしなかった。





５






　告示が行われた。

　先日の騒さわぎ以来地元紙の論ろん調ちようはガラリと変わり、戦いは若わか杉すぎと柏かしわ原ばらの一いつ騎き打うちという書き方になっている。恐らくテレフォンリサーチなどをして、久宝の脱落を確かく信しんしたのだろう。

　その事実を裏打ちするかのように、久宝人気はすっかり影かげを潜ひそめていた。

　オレたちが抜けた後も久宝は舞已さんと二人ふたりで地道に選挙活動を続けていたが、以前と違って、辻つじ立だちをしてもほとんど聴ちよう衆しゆうは集まらない。せいぜい寄ってくるのは、好色な目をした男たちが数人くらいのもの。合間を縫ぬって清掃活動も続けていたが、「子どもの教育上よろしくない」という言葉に敏感な主婦たちは、打って変わって久宝に冷淡な態度を示している。

　そうした中で唯一久宝を温かく迎え入れてくれたのが、老人ホームなどの高こう齢れい者しや施設だった。

　恐らく高齢の方々には、レイヤーとか同人誌と言われても今いちピンとこなかったのだろう。彼らの頭には、可愛かわいい孫娘というイメージだけが刷り込まれているに違いない。

　勉強会から抜けたはずのオレがなぜそんなことを知っているかと言えば、それは、オレが今でも時折久宝の様よう子すを見に行っているからである。

　別に心配して覗のぞきに行っているわけではない。ただ、乗りかかった船を途中で降りるのは気分が悪かったし、ここまで一緒にやってきたのだから、せめて最後まで見届けなければという想おもいもあった。




　その日も久宝は、舞已さんと二人で道路のゴミ拾いをしていた。

　赤い夕ゆう陽ひが街を染め、二人の影が道の真ん中でぽつねんと佇たたずんでいる。実に寂しい夕暮れだ。何となく見ているのがつらくなって、オレは駅の方に踵きびすを返そうとする。とそこで、見覚えのある人影がオレの前に立ちはだかった。

「やっほ～、元気？」

「あなたは……」

　はちきれそうなブラウスに、タイトなパンツスーツ。

　見間違えようもない。初めての辻つじ立だちの時に出会った、あの酔っ払いＯＬである。彼女は今日きようもあの日と同じように、酒臭い息を漂わせていた。違う箇所と言えば、手に缶コーヒーとワンカップ大おお関ぜきを持っているところくらいか。

「どう、一杯？」

「はあ……」

　戸惑いの色を浮かべるオレに、酔っ払いＯＬは缶コーヒーを差し出しながら、ニカッと笑って見せた。

　埃ほこりっぽい公園のベンチに並んで腰かけると、酔っ払いＯＬは待ちかねたようにワンカップの金きん属ぞく蓋ふたをひっぺがす。すでに一杯やらかしている感じだが、さらに飲むつもりらしい。

「どしたの～、随分つらそうじゃない？」

　カップをうまそうに口へ運びながら、酔っ払いＯＬがオレに話しかけてきた。今さら詮せん索さくされるのも煩わずらわしいので、オレは適当に言葉を濁にごして答える。

「……別に、そんなことないですよ」

「ふふっ、でしょうね。本当につらい時っていうのは、周りに自分のつらさを悟らせることすらできない時だから」

「………………!!」

　いきなりの先制パンチだった。可哀かわい想そうな自分に浸ひたっている己おのれの姿を見透かされたような気がして、オレは思わず赤面する。

「あなた、本当に酔っ払ってるんですか……？」

「ふふ、どーかしらね」

　完全に相手のペースだ。オレとしたことが、すっかり手玉に取られてしまっている。

「ところで君、格ゲーは好き？」

「は？」

　そして追おい討うちをかけるように、酔っ払いＯＬはまたしても奇妙なことを尋たずねてきた。

　格ゲー？　いきなり何の話だ？

「知らないかなあ、格かく闘とうゲーム。ほら、ストⅡとかサムスピとか、色々あるでしょ？」

「知ってますけど……、随分古いですね。今はウルⅣですよ」

「ウルⅣ!?　いつの間にⅢが出てたの!?　まあいいや。そこまで知ってるなら話は早いわ。ちなみにあたしは家ゲー派だったんだけど、君はどう？」

「オレも家ゲーです。近くにゲーセンなかったし、わざわざ行くのめんどかったですから」

「あーら、一いつ緒しよね」

　君とは気が合うわ～、と、お姉ねえさんが嬉うれしそうに顏をほころばせる。

「そしたら君も分かると思うけど、普通の十字キーのパッドを使うと、技コマンドが難むずかしくてさ、結構指が痛くなるのよね、あれ」

　たしかにそれはよく分かる。オレも最初の頃ころは昇しよう○拳けんを出すのに苦労したものだ。何だあの右・下・斜め下って。斜め下が最後にくる意味が分からん。

「どうやら君も経けい験けんありそうじゃない。ならこれは分かるかしら？　最初は楽しいんだけど、そのうち段々指が痛くなってきて、それでもやり続けると左手の親指に白いマメができちゃうの。君はそこまでやり込んだことある？」

「……まあ、ありますよ」

　親指の付け根辺りが水ぶくれみたくなってしまう謎なぞの現象だ。やり込んだというか、単なる体質の問題のような気もするのだが……。

「本当はレバーのやつ買えばいいんだけどさ、ウチはそこまで金なかったし、じゃあ指が治るまでゲームやめられるかっていうと、そういうわけにもいかないのよね。君なら分かってくれるでしょ、この気持ち？」

　同意を求めるようにお姉ねえさんが肩を近付けてきた。開いた襟えり口ぐちから胸元が見えそうになり、思わずドギマギしてしまう。

　だが酔っ払いＯＬの言っていることは、少し癪しやくだが分からないこともなかった。今にしてみれば、まったく、あの頃ころはたかがゲームで何を熱あつくなっていたのだろうと思う。

　上級者になると「違う、パッドは女の子のチ○ビを扱うように優やさしく操そう作さするんだ」と言う輩やからもいるが、オレは女の子のチク○になんか触れたことないし、多た分ぶんそいつも触れたことはないはずだ。あ、でもオレは最近（手ではないけど、あと、布越しだったけど）触れたことがあったかも知れない。その経験から言わせてもらうならば、ゲームパッドを操作する勢いであの部分に触れたら、きっともげてしまうと思う。

「分かってくれたみたいね」

　オレの何を見てそう判断したのかは分からないが、お姉さんは満足げな顔で頷うなずいた。

「けどさ、そうやって意地でもゲームをやり続けてると、そのうちマメが破れちゃうのよね」

「ああ…………」

　柔らかい皮が破れて、中から透明な汁が出てくるアレだ。あの液体は一体何なんだろう？　人体の神秘である。

「ところがよ、マメが破れてしばらくのあいだはヒリヒリ痛むんだけど、しばらくすると皮が固くなって、まったく痛みを感じないで済むようになるの。あたしはこれを〈鎧化アムド〉と呼んでいるわ」

　またオレの世代には通じないネタがきた。

「そしてそこまでくれば、もうこっちのもの。何せ親指の腹が足の裏みたく固くなっちゃうからね、昇しよう龍りゆう○だろうがス○リューパイルド○イバーだろうが、難むずかしいコマンドでもへっちゃらで出せるようになる」

　その時、酔っ払いＯＬがふと、何かを懐なつかしむような表情を浮かべた。

「ねえ、不ふ思し議ぎなもんよね。ゲームをやってるうちにジワジワ固くなっていってくれればいいのに、なぜか決してそうはならない。痛い思いをして、マメができて、それが破れて……、じゃないとその境地に達することができないの」

「………………」

「ねえ、啓けい太たくん」

　突然、お姉ねえさんがワンカップ大おお関ぜきをベンチに置いて、オレの方に向き直った。

「あたしはね、こう思うの。人生も割とそれに似てるんじゃないかって」

　どこか真しん摯しさすら感じさせるその口ぶりに、オレもいじくっていた缶コーヒーを置いて彼女の方へ身体からだを向けた。

「何か新しいことを始める。そうすると、最初は順じゆん調ちように行くような気がする。ところがしばらくするとどこからともなく邪じや魔まが入ってきたりして、ニッチもサッチもいかなくなる。どう、君にもそういう経けい験けんはない？」

　心の内側を覗のぞき込んでくるような視し線せんに、オレは思わず目を逸そらす。

「そんな時、あたしはいつもこう思うようにしてるの。『ああ、やっとあたしはスタート地点に立ったんだな』って。それまで何事もなく進んでいたのは、あれはスタート前の余よ興きようだったんだって。もうちょっと洒落しやれた言葉で言えば、プロローグってやつかな。君が好きそうな言葉で言うなら、アバンタイトルってやつかしら。そこから盛大にすっ転んで、ぶっ倒れて、擦すりむいたところで、ようやく物語は幕を開ける。いわばこれは主題歌みたいなものね。必ず通過するセオリーなのよ」

　気が付くと、日はすっかり西の大地へ沈み込もうとしていた。巣に戻ろうとするカラスたちの鳴き声が、茜あかね色いろの空にしんと吸い込まれていく。

「啓太くん、一つ、人生の先せん輩ぱいとして君に予言をしてあげるわ。これでもあたしは、君よりほーんのちょっぴり長く人間をやってるでしょ。絶対に当たる予言だから、心して聞くのよ。




　いい。君はこれから、何度も何度もつらい壁かべにぶつかるでしょう。

　あまりにつらくて、トイレに駆け込んで声を殺して泣くこともあると思う。

　深く深く傷付いて、立ち上がろうという気力さえ失ってしまうこともあるでしょうね。

　全力を使い果たして、もうダメだと思うこともあるはずだわ。

　そんな時は、どうかこの言葉を思い出して欲しいの。




『そこがスタートラインなんだ』って。




　分かってる。

　君は今、痛くて痛くてしょうがないんでしょ？

　頑張って、突っ走って、腕も脚も千切れそうなほどくたびれて、それでも何とかもがいて、ここまでやってきたんでしょ？

　良くやったわ。

　本当に良くやったわ。

　正直、君がそこまで走れる子だとは思ってなかった。

　けどね、それを分かった上であえて言わせてもらう。

〈君が倒れてるそこは、まだゴールじゃない〉

　ゴールじゃないならどこなのか。

　今の君なら分かるでしょ？

　そこはスタートなの。

　格ゲーで言うなら、マメの破れた時なの。

　今は痛くて痛くて、パッドを握ることさえ怖いと思うかも知れない。

　そりゃ当然だわ。何せ今が一番痛みがひどい時期なんだから。

　けどそれでも意地張って立ち続けた奴やつにだけ、本当の物語が与えられるの。

　今度こそ君が主人公の、本当の物語が」

　そこまで話したところで一息つくと、ＯＬはふと視し線せんを外し、どこか遠くを見やるような目で言った。

「それに、君は一人ひとりで走って来たわけじゃないでしょ？」

　言われてオレは、ハッと顏を上げた。

　視線の先には、夕ゆう陽ひを背に立つ久く宝ほうの姿が映っていた。一人携帯電話を握り締しめ、ポツンと寂しそうにうなだれている。

「啓けい太たくん、あの子は誰だれの連絡を待っているのかしら？　きっと、一いつ緒しよに走ってくれる人を今も待ち続けているんじゃないかな？」

「一緒に……、走ってくれる人」

　うわ言のように呟つぶやくと、お姉ねえさんはいきなりバン！　とオレの背中を叩たたいた。

「いてっ！」

「時間取らせちゃってごめんね。おねーさんの与よ太た話ばなしを聞いてくれてありがとう。そのコーヒーはお礼代わりよ。味わって飲んでね」

　彼女はそのまま席を立ち、オレの返事も待たずにサッサと歩き出してしまう。

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　慌ててオレも立ち上がり、その背中を呼び止めた。

「あ、あの！　な、何でオレにこんなに優やさしくしてくれるんですか！」

　言った直後、激はげしい後悔の念がオレを襲おそった。なんちゅー恥ずかしいことを聞いているのだ。これではまるで、彼女が自分に気があると誤解しているみたいではないか。

　ところが酔っ払いＯＬは何食わぬ顔で振り返ると、ケロッとした口ぶりでとんでもないことを言い放った。

「そうね～、それはやっぱ、君のことが好きだからかな」

「は？」

　予想外の答えに、オレは硬直して立ち尽くす。

「なあーんて、冗じよう談だん冗談！　君ってばほら、いつも『オレは大丈夫』って顏してるでしょ？　それが逆にほっとけない感じがしてさ～」

「……からかわないでくださいよ」

　おちょくられたと分かり、さすがのオレもムッとした。

「でもね、君、あたしにちょっとだけ似てる。しいて言うなら、それが理由かな」

　不意に真剣な声で彼女が言った、その時である。

「きゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」

　絹を引き裂くような甲かん高だかい悲鳴が、道路を隔てたオレの耳にまで飛び込んできた。





６






「久く宝ほう！」

　声のした方を見ると、数人の男が久宝を取り囲み、そのままミニバンに押し込んで走り去ろうとするところだった。

「何だ、あいつら……!!」

　夕ゆう陽ひが逆光になっているせいで、車の色も形状もはっきりと判別することができない。そうこうしている間あいだに、ミニバンは軽い排気音を立てながら、カーブの向こうへ逃げ去って行く。

「啓けい太たくん、こっち！」

　ＯＬに呼ばれて急いで駆け付けると、そこには頭から血を流したメイドさんが倒れていた。

「舞ま已いさん！」

　呼びかけてみたが応答はない。どうやら完全に気を失っているらしい。頭部の出血は殴られたものか、それとも転倒した際に打ち付けたものか。どちらにしろ、迂う闊かつに揺さぶるのは危険そうだ。

　となれば、

「すみません、この人をたのみます！」

　オレはＯＬに舞ま已いさんの介かい抱ほうを頼むと、そばに倒れていた自転車へとまたがった。久宝が学校からの移動用に使っていたママチャリだ。やや車しや輪りんのサイズは小さいが、乗れないことはないだろう。

「どうするつもり!?」

「オレは久宝を追います！」

　言いながら、オレはクランクもへし折れよとばかりに力いっぱいペダルを漕こぎ出した。そのまま弾丸のような速度で道路へ飛び出す。

　背後で「自転車で車を追うなんて無む茶ちやよ！」とＯＬが叫んでいたが、そんなことはどうでも良かった。とにかく今は一回転でも多く車しや輪りんを回し、一秒でも早く前に進むこと、ただそれだけである。

「久く宝ほう、待ってろ！」

　とはいえ、久宝を乗せた車は、すでにはるか彼方かなたへ姿をくらましてしまっている。車の行く先が分からなければ、追い駆けようにも追い駆けることができない。

　どうする！　一体、どうすれば……!!
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　さゆりが悲鳴を上げようとすると、隣となりのシートに座っていた坊ぼう主ず頭あたまの若い男がカーゴパンツのポケットから小さな折りたたみナイフを取り出し、白い頬ほおにピタリと当てた。

「いいか、騒さわいだら、コイツでてめえの顔に一生残る傷を付けるからな」

　喉のどが「ヒッ」と引きつり、そのまま声が出なくなる。まるで叫び方を忘れてしまったみたいに、口だけがパクパクと何もない空を食はむ。

「さあて、んじゃ早速始めちまうか」

　さゆりを横から押さえ付けていた男が、まるで「腹減ったから飯でも食うか」とでも言うかのような軽いテンションで、いきなりさゆりのブラウスをブチブチブチッ！　と引き千切った。

（────!!）

　驚おどろきと恐怖で目を見開くさゆりに、男が下げ卑びた笑いを浮かべながら話しかける。

「よう、あんまりひどい顏で泣かれると萎なえるからさ、ほどほどに頼むぜ」

　へっへっへっへっへっ

　車内で一斉に湧わき起る、猥わい雑ざつな嘲ちよう笑しよう。

　血の気と一緒に気力までスーッと引いていくのが分かった。もはや抵抗することもままならず、覆おおい被かぶさってくる男の影かげに、ただただ震ふるえて待つことしかできない。

（お願ねがい、助けて、啓太！）

　と、その時だった。

　さゆりはふと、スカートのポケットに自分の携帯電話が入っていることを思い出した。

　さっき啓けい太たのアドレスを開いたままポケットに突っ込んだばかりだから、今なら画面には啓太の番号が表示されているはずだ。

（こいつらはまだ携帯電話のことに気付いていない……）

　男たちの目が自分の上半身にだけ注がれていることを確かく認にんすると、さゆりは恐る恐るスカートの上に手を伸ばした。

（啓けい太た、気付いて！）

　そして生き地じの上から携帯電話の感触を確たしかめると、祈るような思いで発信ボタンを押した。
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　ヴー…、ヴー…ヴー…。

　闇やみ雲くもに自転車を漕こいでいると、ズボンのポケットで携帯電話がいきなり激はげしく振動し始めた。

（舞ま已いさんか!?　目を覚ましたのか!?）

　走りながら携帯電話を取り出し、液晶画面を見たところでオレはハッと息を呑のむ。

「久く宝ほう！」

　それは、連れ去られたはずの久宝本人からの着信だった。

　オレは慌てて通話ボタンを押し、久宝に呼びかけようとしたところで、反射的にピタリと口をつぐんだ。

「もしも──」

《オラ、じたばたすんな。脱がせらんねえだろうが》

《いいよ、まずは服着たままでやっちゃおうよ》

《こいつ、顏はガキっぽいくせして超巨乳じゃん！》

《おい、そこに立つな。カメラの邪じや魔まになんだろうが》

　耳みみ慣なれない男たちの声と、車の走行音。

　オレは一いつ瞬しゆんで状況を理解し、同時に眼球が震ふるえ出すほどの怒りを覚えた。


「こ、の野郎おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお[image: ]」



　全員殺す！

　生きたまま内ない臓ぞうをえぐり出して殺す！

　点火されたロケットのように、全身から怒りの炎が噴ふき出してくる。脳内のネジが弾はじけ飛び、溢あふれ出たアドレナリンが血管という血管を隅々まで満たしていく。

　このままでは久宝の身が危ない。一刻も早く久宝を乗せた車に追い着かなければならない。

　だが、車は一体どこを走っている？

　オレは少しでも情報を得ようと携帯電話を耳に押し当て、聴ちよう覚かくに神経を集中させた。

　その時、

　ピーポー、ピーポー、ピーポー、ピーポー。

　通話口の向こうから、かすかに聞こえる音があった。

（この音は……、救急車か!?）

　聞き慣なれたサイレン音。間違いない。この車の近くを救急車かパトカーが通過しようとしている。

　だが、何か妙である。

　ごく普通のサイレンのはずなのに、なぜ音がハウリングして聞こえる。これは一体どういうことだろう？

　そこまで考えたところで、オレはハッと答えに気が付いた。

　この音は携帯電話だけから聞こえているのではない。建物の向こう、少し離はなれた先からも、同じ音がかすかな時間差を伴ってオレの耳へ直接響ひびいてきているのだ。

　一いつ旦たん自転車を止め、片耳を押さえながら携帯電話の音に集中すると、受話口の向こうから聞こえるサイレン音が、少しずつ大きくなっているのが分かった。恐らく久く宝ほうが乗せられている車は、救急車が向かう先を走っているのだろう。

　オレは再びペダルに足を掛けると、大だい腿たい筋きんが断だん裂れつしそうになるほどの勢いで自転車を漕こぎ始めた。同時に今度は携帯電話から耳を離はなし、空にこだまするサイレンの音に聴ちよう覚かくを集中させる。

（この先だ！　救急車はこの先にある大きな道路を走っている！）

　おおよその位置をつかんだオレは、ハンドルを切って狭い路地へ突っ込んだ。この道を突っ切れば、ほんの少しだけショートカットになる。

　激はげしい摩擦でタイヤのゴムが溶け、路面に黒い轍わだちが刻まれる。たまたますれ違った不運なサラリーマンが、わっと悲鳴を上げてその場に尻しりもちを突く。

「おらおらおらおらおらおらおらおらおらおらおらおらおらおらおらおらおらおらおらおら！」

　まるで３Ｄ映画でも観みているように、障害物が頭をかすめながら高速で背後に吹き飛んでいった。一いつ瞬しゆんでもハンドルさばきをミスったら、間違いなく自分が病院送りになるだろう。しかし、不思議と恐怖心はなかった。サイレンに吸い寄せられるかのように、手足が自然と自転車を前へ前へ運んでくれる。

　そして薄暗い路地から広い道路へ飛び出した瞬間、

「おっしゃ！　ドンピシャ[image: ]」

　すぐ目の前に、白い救急車の姿が飛び込んできた。

　再び携帯電話に耳を当てると、受話口の向こうではサイレン音が少しずつ小さくなっている。つまり、いま救急車が追い越していった車列の中に、久宝を乗せた車があるということだ。

　パッと見回すと、路肩には救急車を通すために停車した車たちが、ずらりと長い列を作っていた。とりあえず脇わきを自転車で走ってみるが、後部座席の窓に目隠しを付けている車も多く、軽く覗のぞき込んだだけではどの車に久宝が乗っているか分からない。

　間もなく、並んでいた車たちは先頭からゆっくりと発進し始めた。せっかくここまで来たというのに、うかうかしていたら取り逃がしてしまう。

　と、その時。

「うん？」

　オレは目の前で発車しかけているミニバンの側面に見覚えのあるものを発見し、キッと急ブレーキをかけた。

　白いドアには、星型を半分に割ったデザインの小さなキーホルダーが、貝のようにピッタリと張り付いている。それはオレが秋あき葉は原ばらで久く宝ほうに買ってやった、プレゼントの片割れだった。

　あのキーホルダーは、接合部に磁じ石しやくが付いている。何らかの偶然で久宝のバッグから外れ、そのままドアの脇わきに貼はり付いていたのだろう。

　すでにミニバンは、路肩を離はなれてゆっくりと道路の真ん中に滑り出している。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおりゃああああああああああああああああああああ[image: ]‌‌」

　絶対のがさん！

　オレは車体がきしむほどの脚力でペダルを踏み締しめ、決死の追走を始めた。
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「お、やっと走り出したか」

　さゆりにまたがって口を押さえ付けていた男が、ホッと安あん堵どの色をにじませながら言った。

「停車中にドッタンバッタンやってたら怪しまれちまうからな」

　男は待ちかねたように自分のベルトを引き抜き、パンツのホックに手を掛ける。

　と、その時、助手席でさゆりの鞄かばんをあさっていた男が、何やら愉快気な様子で後部座席に声を掛けてきた。

「おい、ちょっと待て。面おも白しろいもん見つけたぞ」

「ああ？　んだよ、こっちは今それどこじゃねーっつの」

「まあいいから、見ろよこれ」

　男がバッグから取り出したのは、さゆりが啓けい太たからもらった同人誌だった。

「おいおい、こいつこんな顏して案外気持ち悪い趣しゆ味み持ってんなあ」

「萌もえ～ってか？」

　ぎゃっはっはっはっはっ！

　先ほど行為の邪じや魔まをされて不ふ機き嫌げんを露あらわにしていた男も、面白いネタを見付けてここぞとばかり話に乗ってくる。

「……か、返して」

　絞り出すような声でさゆりが懇こん願がんすると、坊ぼう主ず頭あたまの男が嗜し虐ぎやく心しんに満ちた笑えみを浮かた。

「お前、これを返して欲しいのか？」

「……は、はい」

「おいおい、か弱い女の子をいじめんなよ？」

「わーってるって。んじゃ、しゃあねえな。返してやるよ」

　ニヤニヤと薄うすら笑いを浮かべながら、男は同人誌を差し出す。

「あ、ありがとう、ござ──」

　そしてさゆりが手を伸ばした瞬しゆん間かん

　バリバリバリ！

「[image: ]」

　男は同人誌を真っ二つに引き裂き、破れたそれを彼女の足元へ無造作に投げ捨てた。

「ばーか、こんなくだらねえもん、読んでんじゃねえよ」

「ひっでえな、お前（笑）」

「いやいや、これ、俺おれの思いやりよ？　これ以上こいつがバカにならないために、なーんつって。うっひゃっひゃっひゃっひゃっ！」

　男は笑いながらさゆりの下着に手を掛ける。同時にさゆりの目から、ひとしずくの涙がこぼれ落ちた。

　哀かなしい？　悔しい？　恥ずかしい？

　分からない。どれも正しいような気もするし、どれも違うような気もする。ただあらゆる負の感情がどす黒い煮に凝こごりとなって、重く、深く、心の底に積つみ重なっていく。

　こんな人間も、自分が区長となって救うべき存在なのだろうか。自分は、こんな連中のために区政を支えなければならないのだろうか。

　こんな奴やつら、いっそ、いっそ……。

　その時だった。

「おい、何だあれ！」

　坊主頭の男が、リアガラスを見た拍子に驚おどろきの声を上げた。

　ハッと前方にあるバックミラーを覗のぞき込むと、そこに映っていたのは、

（[image: ]）

　男たちが、あ然とした表情でリアウインドウを覗き込んでいる。

　自転車でミニバンを追い駆けてくる、啓けい太たの姿だった。

「何だあいつ、チャリで車を追い駆けてやがる……」

「マジありえねーだろ……」

　そして、

「啓太、わたくしはここですの！」

　震ふるえて押し込められていた声が、ようやくノドの奥から解き放たれた。
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《啓太、わたくしはここですの！》

　携帯電話から聞こえた声に、オレはグッとハンドルを持つ手に力を込めた。

　この声、この口く調ちよう、このしゃべり方。間違いない。久く宝ほうは、あの車に乗っている。

「ぬっ、うううううううううおおおおおおおおおおおおおお！」

　肉体はとうに限界を超えていた。

　関節はきしみ、筋肉は震ふるえ、ノドから血が噴ふき出そうなほど息も上がっている。

　だが、オレの脚は止まらないばかりか、ますます力強くペダルを踏み締しめていた。

「久宝、久宝、久宝、久宝、久宝、久宝、久宝、久宝、久宝、久宝、久宝、久宝、久宝、久宝」

　風が頬ほおを切り裂いていく。

　空気さえもが壁かべのように行く手を阻はばもうとする。

　だがそんなこと、物の数ではなかった。たとえ一いつ瞬しゆん後ごにこの星が爆ばく発はつしようとも、オレは必ずあの車に追い着いてみせる！

　あと少し、あと少しだ……!!

　目の前に迫る白い車体を睨み付けながら、オレはリアウインドウのワイパーに手を伸ばした。

　その時──

　バキン、

　オレの脚元で、バラバラになったチェーンが無惨に道路へ飛び散った。

　同時に身体からだがふわりと宙を舞まう。

　ガラス窓の向こうで久宝が驚きよう愕がくの表情を浮かべた。

　だが、

「まだまだあああああああああああああああああああ！」

　ガシッ！

　オレは無理やり手を伸ばしてリアワイパーを引っつかむと、そのまま強引に車の後部へ飛び移った。

　曇くもりガラスの向こうに目を凝こらすと、上半身をはだけ、太ももまでスカートをまくし上げられた久宝の姿が目に映る。


「てっめええええええええらあああああああああああああああああああああああああああ[image: ]」



　一いつ瞬しゆんで全身の血液が逆流し、オレは怒りにまかせてバンバンとリアガラスを叩たたき始めた。

　ガン！　ガン！　ガン！　ガン！　ガン！　ガン！　ガン！　ガン！　ガン！　ガン！

　しかし窓はなかなか割れない。代わりに拳こぶしが裂け、窓が見る間に赤黒く染まっていく。

　その時、いきなり車が右へ急カーブを切り始めた。

「ぬおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　すんでのところで振り落されずに済んだが、今度は車が左の急カーブに入り、先ほどとは反対側の方へ身体が振り回される。

「ぐうううおおおおおおおおおおお！　このくらいでオレが手を離はなすかっつの！」

　必死でしがみ付くオレに、車の中から再び久宝が必死の眼まな差ざしを送ってきた。

（安心しろ、何が何でもお前のことを助けてやる！）

　オレは心の中で、久く宝ほうの視し線せんに答えるように呟つぶやく。

　だが次の瞬しゆん間かん、

　ガバッ！

「あれ？」

　いきなり目の前のバックドアが開き、オレの身体からだがふわりと宙に浮き上がった。

　全身を奇妙な浮遊感が包み込み、次の瞬間、激しい衝しよう撃げきが身体中に襲おそいかかる。

　回転する視界の端で、男どもが久宝のブラウスを引ひき剥はがしているのが見えた。連中は、舐ねぶるように久宝の肢体を撫なで回している。

「やめろおおおおおおおおおおおお！」

　アスファルトに全身を削られながら、オレは血を吐くような叫び声を上げた。

　万事休すか……!!

　その時、

　ブロロロロ！

　けたたましい排気音の向こう、伸ばした手の先に何か棒のようなものが触れ、オレは反射的にギュッとそれを握り締しめた。同時に腕が強く引っ張られ、身体がふわりと宙に浮かび上がる。

「おいおいおいおい、マジかよ……」

「あいつさあ、本気でアタマいかれてんじゃねえの？」

　もういい加減うんざりしたような声が、ミニバンの後部座席から聞こえてきた。

　咄とつ嗟さにつかんだ棒は、トラックの下部に付いているサイドガードのシャフトだった。オレはそこから車体の脇わきによじ登り、トラックに乗って再びミニバンを追い駆け始める。


「うおおおおおおおおおおりゃああああああああああああああああああああああああああああ」



　トラックがミニバンを追い越す瞬間、オレは大地を震ふるわすような雄叫おたけびを上げながら、白い屋根に向かって決死のダイブを敢かん行こうした。


　バンッ[image: ]



「ぐふぅっ」

　背中がフロントガラスにぶち当たるのと同時に鉄板で殴られるような衝撃が全身を襲おそい、肺から一気に空気が絞り出された。

「ぐ、ぐふ……う、うわあああああああああ！」

　さらに息をつく間もなく、オレの身体はツルツルに磨かれた天てん井じようを滑り始める。

「ぬ、ううんっ！」

　ずり落ちる寸前でサイドウインドウのひさしに手を掛け、オレは何とか車の上に留まることができた。

　後は、車内に侵入して久宝を救出するだけである。

　再びフロントガラスの前に降り立ったオレは、ワイパーをもぎ取り、それをハンマー代わりにガンガンと窓を叩き始めた。

「久く宝ほう！　待って！　いろよ！　今！　助けて！　やるからな！」

　強化ガラスにピシリと亀き裂れつが入り、蜘く蛛もの巣のように窓全体へ広がっていく。

　もうすぐ、もうすぐだ！

　その時、ふと、車内の人間が何やら大おお騒さわぎしていることに気が付いた。助手席にいる男が、顔を引きつらせながらオレの背後を指差している。

　一体何事だろうと思って振り向くと、すぐ目の前には太い電信柱の影かげが迫っていた。

　キキキィィィィィィ！　ガシャン！

　全身をシェイクされるような凄すさまじい衝しよう撃げきが訪れ、オレの身体からだは木この葉はのように舞まい上がる。視界のすべてが激はげしく回転し、どこが上でどこが下なのかすら判別することができない。

　悲鳴ともクラッシュ音ともつかぬ轟ごう音おんが耳をつんざき、気付いた時には道路の真ん中まで吹き飛ばされていた。

「う、ぐう…………」

　うめきながら顏を上げると、グシャグシャになった車内から、数人の男が転げ落ちるように飛び出してくるのが見えた。

「おい、サツが来るぞ！　とっととずらかれ！」

「あの、この女はどうするんすか？」

「バカ！　んなもんほっとけ！　つかまっちまったら元も子もねえだろうが！」

　彼らを追い駆ける気力は、すでに全身のどこにも残されていなかった。それよりも今は、久宝の無事を確たしかめることの方が先決である。

「く、久宝………」

　オレはボロボロになった身体をひきずりながら、ズルリ、ズルリと道路の上を這はい進んだ。

　両脚はほとんど動かない。使い物になるのは右腕くらいだ。それでもオレは、死にかけた虫けらのような動きで壊れたミニバンへと這い寄る。

「久宝、無事か！」

　ドアのはずれた後部座席へよじ登ると、そこにはほとんど裸同然の格好で震ふるえる久宝の姿があった。

「すまん、遅くなった」

「啓けい太た…………」

　久宝の両目から、壊こわれた蛇口のように涙が溢あふれ出す。

「もう、来てくれないかと思いましたわ……」

「バーカ、一生添い遂げろとか言ったのはお前の方だろうが……」

　オレが手を差し出すと、久宝はその手をつかんでいきなりワンワン泣き出した。

「泣くなよ久く宝ほう……、オレが泣かせたみたいじゃねえか」

　頬ほおを伝う涙をぬぐってやると、久宝は泣き笑いのような表情でオレの顏を見上げる。

「……あなたが、泣かせたんですわ」

　突然、久宝がオレの顏を引き寄せ、そのままぎゅっと自分の胸に押し当てた。

「お、おい……」

「こんなに、ボロボロになるまで走って……、あなたって人は……」

[image: ]

　声はかすれ、胸が裂けてしまうのではないかと思うほど激はげしく震ふるえている。普ふ段だんだったら慌てて飛とび退のくところだが、今回ばかりは黙だまって身体からだを預けた。

「久宝……、お前が無事で、オレは……本当に良かった」

　最後にそう呟つぶやくと、久宝はむせび泣きながらオレの名前を叫んだ。

「啓太──[image: ]」

　胸の温ぬくもりにすっぽりと顏をうずめながら、オレは生まれたての赤子が母に抱かれるような安心感を身体中で感じ取っていた。







幕間




「若わか杉すぎすなお」

　険のこもった響ひびきに、男はビクッと肩を震ふるわせた。

「ど、どうしたんですか、鷲わし尾おさ─」

「あんた、一体何をやらかしたの」

　とぼけたふりをする若杉の言葉を、鷲尾が殺気立った声で遮さえぎった。その様よう子すにかえって腹が据わったのか、若杉は居直った口ぶりで答える。

「何をって言われてもね。まあ鷲尾さんには関係のないことですよ。それでいいでしょう？」

「良くない！」

　とうとう堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れた鷲尾は、バンと机の上に手を置いて、若杉の方へ詰め寄った。

「あんたは完全にルールを逸脱した。あんたはやっちゃいけないことをやったのよ！」

「何を心配してるんですか鷲尾さん。大丈夫ですよ、使った車は盗とう難なん車しやだし、頼んだ連中はアングラな裏動画を作って儲もうけてるクズどもだ。警けい察さつにパクられても、わたしの名前は一切出てこないようにいくつものルートを介してある」

「そういう問題じゃないでしょ！」

　激げつ高こうする鷲尾に、若杉はニヤリとどす黒い笑えみを浮かべながら言う。

「あんただって同じ穴のムジナじゃないか、鷲尾さん」

「何ですって？」

「知ってるんですよ、あんたが昔どんな卑ひ怯きような戦術を使ってたかってことくらい。あんたのせいで自殺した議ぎ員いんもいるそうじゃないですか」

　若杉の言葉に、鷲尾は黙だまって目を逸そらした。

「さっきから色々と偉そうなこと言ってるけどね、鷲尾さん。俺おれから言わせれば、あんたはオレ以上の悪人だよ」

　耳元でささやくように言うと、若杉はギッと椅い子すをきしませながら立ち上がる。

「さ、そこをどいてください。わたしにはまだやることがあるんでね、こんなところで油を売ってるわけにはいかんのですよ」

　鷲尾は机から離はなれると、静かな声で言った。

「お前は私を怒らせた。契約は解除させてもらう」

「ええ、結構ですよ。なあに、安心してください。これまで働いてくれた分の報酬はちゃんと支払いますから。せいぜいわたしが区長になる瞬しゆん間かんを楽しみにしていてください」

　ふふふふふふ、はーっはははは！

　薄うす暗ぐらい事務所に取り残された鷲尾は、窓の方をチラリと見やり、間もなく沈もうとする夕ゆう陽ひに一人ひとり目をすがめた。







[image: 第四章　翔べ！さゆり]
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　コツ、コツ、コツ。

　ナースシューズとは違う足音に、オレは本を読む手を止めた。

「桐きり島しま、いるか？」

　薄うすい麻のカーテンの向こうには、肩の上に張り出したフリルと、ふんわり広がったスカートのシルエットが映っている。オレの脳裏に、数日前のケンカの記き憶おくが甦よみがえった。正直なところ顔を合わせづらいが、折せつ角かく来てくれた人を追い返すのも無粋というものだろう。

　オレは黙だまって本を閉じ、カーテンの向こうにいる女性に声を掛けようとし──

「何だ、いるなら返事くらいしろ、桐島」

　たのだが、メイドさんはオレがどうぞと言う前に勝手にプライベートスペースへ侵入してきていた。

「どうぞって言う前に入ってこないでください、舞ま已いさん！」

「ああ、すまん。じゃあ桐島、入っていいか？」

「やり直しても無む駄だですから！　すでに完かん膚ぷなきまでに手遅れですから！」

「さっきのシーンとは別の世せ界かい線せん、という解釈でどうだ？」

「あんたいつタイムリープしたんですか!?」

　どこまでもマイペースなメイドさんである。こんな会話をいつまでもしていたら、ケガに響ひびいてしまいそうだ。

「……で、今日きようは突然、どうしたんですか？」

　オレは今、都内の病院に入院している。左手と右足には分厚いギプスが巻かれている。大したケガではないと思っていたのだが、アバラも含めて見事に四本の骨が折れていたらしい。他ほかにも全身、擦すり傷やら打ち身だらけで、ほんのわずかに身体からだを動かすのもしんどい。あと数日で投票日だというのに、まったく情けない限りだ。

　半ばうんざりしながら尋たずねるオレに、舞已さんは静かな口く調ちようで言った。

「犯人が捕まった」

　短いセリフだったが、オレにはそのひと言で充分だった。

「久く宝ほうを襲おそった奴やつら、ですね」

「そうだ」

　舞已さんが、コクリと頷うなずく。

「奴ら、一体何者だったんですか？」

「レイプモノの裏アダルト作品を作って小銭を稼かせいでいる、社会のゴミどもだ。どうやら他にも多数の女性が被害に遭っていたらしい」

　聞くほどに許ゆるし難がたい連中である。何とかギリギリで救い出すことはできたが、あと少し遅かったら、久く宝ほうは一生消えない傷を心に負わされていたに違いない。

「それともう一つ、貴様に報告がある。久宝家のエージェントが、さゆりお嬢じよう様さまのコスプレ写真をマスコミにリークした奴やつを捕まえることに成功した」

「ほ、本当ですか！」

「先日、貴様が清掃活動で離はなれていた時にさゆりお嬢様へ告白してきた不ふ埒らちものがいたということを話しただろう。奴が犯人だった」

「そうですか……」

　久宝を襲おそった男どもも許せないが、こいつもその次くらいに殺してやりたい相手だ。

「どうやら奴は、さゆりお嬢様のレイヤー時代からのファンだったらしい。さゆりお嬢様は全然覚えていないようだったがな」

　憐あわれな奴、と言うべきか。しかし、同情の念はまったく湧わいてこない。

「さゆりお嬢様にふられた腹いせに、さゆりお嬢様のレイヤー写真を若わか杉すぎ陣営へ手渡してしまったようだが、こんなことになるとは思っていなかったと、泣いて詫わびていた」

　泣いて詫びていた、ね。

　正直、オレにはそいつが本心から謝あやまっているとは思えなかった。もし本気で申し訳ないと思うような奴なら、そもそも腹いせで久宝に迷惑を掛けるようなことなどしないはずだ。できることなら、二度と久宝に近付かないようオレの口からガツンと言ってやりたい。

「あの、舞ま已いさん、そいつに会わせていただくことってできますか？」

「それはできない相そう談だんだ」

「え？　な、何でですか？」

　驚おどろいて尋たずねるオレに、舞已さんはいきなり妙なことを語り始めた。

「昔、中ちゆう国ごくは五ご代だい十じゆつ国こくの頃ころ、江こう南なんに南なん唐とうという王朝があった」

「？　は、はあ」

「その最後の皇帝、後こう主しゆ李り煜いくは、北の大国、宋そうに囚とらわれた後、牽けん機き薬やくという毒薬を飲まされて命を落としたという」

「……あの、それが一体」

　オレの疑問を無視して、舞已さんは話を続ける。

「『牽機』とは、機はたを牽ひく、すなわち織おり機きを動かす、という意味だ。この毒薬を飲んだ者は、その名のとおり、織機のようにバタンバタンと身体からだを折り曲げ、頭が足に付くほど激はげしく悶もん絶ぜつして死に至ると言われている」

「お、恐ろしい話ですね。で、その話が何か……？」

「………………いいや、別に？」

　ニヤリと仄ほの暗ぐらい笑えみを浮かべて、舞已さんは口を閉ざした──

「って、いやいや、冗じよう談だんですよね!?」

「………………」

「何で黙だまるんですか!?　ちょっと、マジで怖いんですけど！」

　こちらの疑問には何一つ答えないまま、舞ま已いさんは黙って帰ろうとする。

　やめて！　そのまま帰られたら、オレ今晩眠れなくなっちゃう！

「ちょ、ま、舞巳さん！」

　必死の思いで呼び止めた、その時である。

「……すまなかったな」

「え…………？」

　背中を向けたまま、舞已さんが小さな声でポツリと呟つぶやいた。

　意表を衝つかれたオレは、咄とつ嗟さに返す言葉を失ってしまう。

　開いた窓からサラリと風が吹き込み、舞已さんの後ろ髪をかすかに揺らした。ふと見えたうなじは、夕ゆう陽ひのせいか、茜あかね色いろに染まって見える。

「あの、舞已さん……？」

　尋たずねかけたオレの声を振り払うように、舞已さんは突然、ダッと病室の外へ駆け出した。後に残されたオレは、呆ぼう然ぜんとした気分でベッドに倒れ込む。

「はは……」

　急に、なぜか笑いが込み上げてきた。同室の患者たちが、怪け訝げんそうな面おも持もちでオレの顏を眺める。

　つまらない諍いさかいは終了した。あとは久く宝ほうの頑張りに期待するしかない。

「負けるなよ、久宝」

　ベッドに身体からだを預けながら、あの時舞已さんはどんな顏で走り去っていったのだろうかと想像し、オレはもう一度、くっくと肩を震ふるわせて笑った。





２






　艶つややかな光こう沢たくを放つ衣装に手を通すと、懐なつかしい着き心ごこ地ちが優やさしく肌をくすぐった。

　ひと月ぶりに着るコスプレ衣装は、ほんの少しだけゆるくなってしまったような感じがした。恐らく毎日辻つじ立だちやチラシ配り、清掃活動の手て伝つだいをしていたので、わずかばかり肉が落ちてしまったのだろう。だがそれでも目の前の鏡かがみには、見る者を驚おどろかすほど美しい少女の姿が映し出されている。

「よし、完かん璧ぺきですわ！」

　さゆりは小さな声で呟つぶやくと、田た中なかの運転する街宣車から颯さつ爽そうとアキバの街に降り立った。今日きようはさゆり、一人ひとりである。舞已は啓けい太たのお見み舞まいに行かせている。舞已は素直じゃないが、これを機きにきっと啓けい太たと仲直りしてくれるだろう。

　久しぶりに吸うアキバの空気。雑然として、混こん沌とんとして、しかしなぜか中毒性のある、奇妙な味わい。今その駅前のど真ん中で、さゆりは人気ギャルゲー「ラブ卍まんじ」のヒロイン「星ほし崎ざき忍しのぶ」の衣装に身を包み、ギュッとマイクを握り締しめていた。

　今、さゆりを取り囲む者はいない。かつては駅前に立てば、ものの数分で十と重え二は十た重えの囲みができていたというのに、あの事件以来、こうしてマイクを握って立っても、誰だれ一人ひとり近寄ろうとする者はいなくなってしまった。

　すっかりくじけかけていたさゆりだったが、その心に啓太の勇気が再び火を灯ともした。

（啓太がわたくしを守ってくれた、その行為を絶対に無む駄だにしてはいけませんですの！）

　そもそもさゆりが金きん星せい高こう校こうを選んだのは、秋あき葉は原ばらに近いこの学校に通えば、通学の途中でこっそり電器街に寄れるかも知れない、という期待があったからだ。結局、入学の初日で倒れて以降しばらく学校を休んでしまったためほとんど意味はなかったが、さゆりが再起をかけて自らの想おもいを訴えかけるには、この地こそ最も相応ふさわしい場所であるように思えた。

　アキバは今日きようもたくさんの人で賑にぎわっている。しかし趣しゆ都とと言われたこのアキバでも、今やすっかりオタクたちは鳴りを潜ひそめ、コソコソと人目をはばかるように裏通りの店へ出入りしているだけだ。もしも東とう京きよう都とが条例に罰則規定を盛り込んだら、きっと彼らは本当に居場所を失ってしまうだろう。

（啓太、わたくし頑張りますわ！　これが啓太の勇気に対する、わたくしの答えですのッ！）

　さゆりは再びすうっと息を吸い込み、マイクに向かって叫んだ。




《ご通行中の皆さま！》




　突如として響ひびき渡った甘ったるいアニメ声に、通りがかった人たちが驚おどろいて振り返る。

《わたくしは千ち代よ原はら区く長ちよう選せんの立候補者で、コスプレが趣味の、久宝さゆりと申します！》

　彼女の言葉を聞いた人たちは、ギョッとしてその場に立ち止まる。オタクは社会を害する不道徳者と言われるこのご時世に自ら「コスプレが趣味」と宣言し、しかもコスプレ衣装を身にまとって天下の往来に立つなど、正気の沙さ汰たではない。おまけによく見てみれば、あれはつい数日前にレイヤーであることをすっぱ抜かれて区長選から脱落した間抜けな候補者ではないか。今度は一体何をやらかして人々の耳じ目もくを驚かせようというのか。




《今日はわたくし、最後の訴えをさせていただきにまいりましたの！》

　そんな聴ちよう衆しゆうたちの好奇に満ちた眼まな差ざしにも怯ひるまず、さゆりは現実離れしたデザインの衣装をひるがえして悠然と胸を張る。

《皆さまは、東京都が健全育成条例を改悪して、罰則規定を盛り込もうとしているのを存じていらっしゃいまして？》

　開口一番、さゆりはいきなり本題に切り込んだ。今までであれば絶対に叫べなかったことだが、あの事件のおかげで、逆に隠す必要もなく堂々と訴えられるようになっていた。

《これまでは罰則規定がなかったおかげで条例は死文化しておりましたが、この規定が施せ行こうされれば警けい察さつが動くようになり、条例は実質的な強制力を持つようになってまいります。わたくしはそれに『ＮＯ！』を突き付けるため、千ち代よ原はら区く長ちよう選せんへ立候補しました》

　さすがはアキバと言うべきか。最初は遠巻きに眺めているだけだった通行人たちも、このスレスレな話題に耳を奪われ、少しずつさゆりの周りへ集まり始めている。

《そもそも考えてみてください。なぜ同人誌やコスプレが、社会に悪あく影えい響きようを及ぼすと言えるのでしょうか。

　ある人はおっしゃいます。あんな卑ひ猥わいなものを見たら、きっとそれを読んだ人間も真ま似ねをするに違いないと。またある人はおっしゃいます。あんなものがあるから、犯罪が増加するのだと。

　一見して、それらの意見はもっともらしく聞こえます。ですが、それは果たして本当に正しいのでしょうか？

　逆にわたくしは問います。

　もしかしたら、こうした同人誌を読むことで内にこもったものを発散し、犯罪に走らずに済んでいる人もいるかも知れないではありませんかと》

　気が付けば、さゆりの周りには群衆と呼べるほどの人垣ができ上がっていた。その中には、かつてアキバを賑にぎわせていたオタクらしい格好をした者たちの姿もチラホラと窺うかがえる。

　そこまで述べたところでさゆりは一いつ旦たんしゃべるのををやめ、大きく息を吸い込んだ。

　しばしの沈ちん黙もく。

　聴ちよう衆しゆうが怪け訝げんな色を浮かべ始めたその時、さゆりは崖がけ下したに飛び込むような決然とした表情を浮かべて、ようやく閉じられていた口を開いた。

《実はわたくし、つい数日前、知らない男の人たちに乱らん暴ぼうされかかりましたの》

　一いつ瞬しゆん、駅前にザワッとした空気が立ち昇る。

《突然車に引きずり込まれ……、男の人たちに取り囲まれ……、それはそれは……恐ろしい体たい験けんでした》

　話しているさゆりの方も脂汗を額ひたいににじませ、苦しそうな表情を浮かべていた。胸の前でギュッと手を握り、肩も小刻みに震ふるえている。

《幸い、わたくしの大切な大切な友人の活かつ躍やくのおかげで大事には至りませんでしたが、わたくしにとりまして……、これまで生きてきた中で最も恐怖に満ちた時間であったことは間違いございませんわ》

　戦慄わななくような声で何とか言い終えると、さゆりはしばらく深呼吸を繰くり返し、震えが止まるのを待った。ようやく落ち着いたところで、次にさゆりは、足元に置いた紙袋から一冊の同人誌を取り出す。

《その時、彼らの手で引き裂かれたのがこの同人誌です。彼らはわたしの持っている大切な同人誌を、『気持ち悪い』『くだらない』と言って乱らん暴ぼうに破り捨てたのです》

　それは、啓けい太たと出会ったあの日、啓太からプレゼントされた赤あか羽ばねハープの同人誌だった。

　同人誌は、綴とじ目のところから強引に二つに引き裂かれていた。今はそれを、テープで何とか繋つなぎ留めている。

《あの時、わたくしは思いました。結局こういう犯罪を起こす人は、同人誌を読んでも読まなくても、そのような犯罪を起こしてしまうのではないかと。逆にそのような犯罪を起こさない人は、同人誌を読んでいるいないに関かかわらず、社会に迷惑を掛けず真ま面じ目めに生きてらっしゃるのではないでしょうか》

　聴ちよう衆しゆうたちの視し線せんは、同人誌を持つさゆりの手に注がれている。

《同人誌は芸術です。一つの表現です。表現の自由を規制するには、それ相当の根拠がなければならないはずなのです。ところが昨今の風ふう潮ちようはどうでしょう。そうした議ぎ論ろんもなされず、ただ一方的に表現の自由が抑圧されようとしています。これを横暴と言わずして、何と言いましょうか！》

　彼らの眼まな差ざしをハッキリと感じ取ったさゆりは、手にした同人誌を一層高く掲げながら、強めた語気を心持ち和やわらげて言った。

《皆さま、もう一度よくご覧らんください。これは、わたくしにとって、とてもとても大切な方からプレゼントしていただいた同人誌です。とある同人ゲームの二次創作ですが、中にはちょっぴりエッチなシーンも入っております。

　でも、わたくしは、この作品が大好きです！

　美しい絵、胸を打つ展開。何度読んでも飽きません。あまりに繰くり返し読み過ぎたせいで、ページの角もすっかり擦すり切れてしまいました》

　聴衆の中から、「分かる分かる」という呟つぶやきがかすかに聞こえてくる。恐らくその言葉を口にした者も、さゆりと同じく赤羽ハープのファンなのだろう。

《ですが皆さま、考えてみてください。もしも東とう京きよう都とが条例に罰則を盛り込んだら、この同人誌の作者は、何らかの刑罰に処せられてしまいます。もちろんそうなったら、二度とこうした作品は描かけなくなるでしょう》

　ゆるみかけた空気が、再びピリリと張り詰める音をさゆりは聞いた。

《もちろん、世にあるすべての同人誌がこの作品ほど素す晴ばらしいものとまでは申しません。もしわたくしに赤羽ハープさんのような素す敵てきな同人誌を作れと言われたら、きっと途方に暮れてしまいますわ。

　けれども、創作の素晴らしさというのは、良い作品を生み出すことだけにあるのではございませんでしょう？　想おもいを巡らし、それを表すことに心を砕き、一つの形にまとめる。そこに大きな喜びがあるのはございませんか。かくいうわたくしも……それほど似てませんけど、コスプレすることを今も心から楽しんでますの。

　考えてもみてください。わたくしたちは、ただ生きているのではありません。色々なものを感じ、心を動かし、豊かな人生を送るために生きているのです。毎日ただ息を吸って、食べて、寝るだけならば、それこそ機き械かいや部品と何も変わらないではありませんか。

　今わたしたちに突き付けられているのは、まさにそこなのです。彼らは何の根拠もない思い込みで、わたしたちの豊かな生を規制し、生きる目的を罰し、人としての尊そん厳げんを摘つもうとしているのです。

　わたくしは問います。

　皆さまは、これを是とされますか！

　それとも否とされますか！

　是とされるなら、どうぞこのまま今までどおりの生活を続けてください。そうすれば、表現の自由は規制され、この秋あき葉は原ばらも静かな街となるでしょう。

　しかし、否とされるのであれば、どうかわたしの手を取ってください！

　わたしの手を取り、共に政治の場に、意見を伝えに行くのです！

　何も難むずかしいことをお願ねがいしているのではありません！

　ただ、数日後の投票日に、近くの投票所へ行き、小さな投票用紙にわたくしの名前を書いていただくだけで良いのです！　そうして皆さまのご信託をいただいたわたくしは、全ぜん身しん全ぜん霊れいをかけて皆さまの表現の自由を守り抜くでしょう！

　投票時間は朝七時から午後八時までです。お寝坊さんな秋葉原の住民さんも、充分起きて間に合う時間です。当日お忙しければ、期日前投票もできるというサービスぶりですわ！

　皆さま、わたくし久く宝ほうさゆり、久宝さゆりでございます！

　さゆりは平ひら仮が名なです。どなたでも簡かん単たんに書けます。

　久宝さゆりを、どうぞよろしくお願ねがいいたしますですの！》

　駅前に、わっと大きな歓声が上がった。
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　どこかで聞き覚えのある声が聞こえたような気がして、翼つばさはふと顔を上げた。

（気のせい、か……）

　再び視し線せんを落とし、翼はせかせかと歩き出す。こんなところで油を売っている時間はない。早く帰って、いま買ったばかりのギャルゲーをプレイするのだ。

　その日、翼は秋葉原に来ていた。大好きなギャルゲーの新ソフトが発売される日だったので、わざわざ男装までして人目をはばかりながら買い物にやってきたのである。

　ところが、それがかえって人々の視し線せんを集めていることに、翼つばさはこれっぽっちも気付いていなかった。清せい潔けつ感かんのある白いシャツに、薄うす手での黒いジレ。少し外したモスグリーンのカーゴパンツが、綺き麗れい目めファッションにちょっとしたアクセントを加えている。グレーのキャスケットを目ま深ぶかに被かぶり、伊だ達てメガネを掛けた翼つばさが横を通り過ぎるたび、女性は皆目を奪われてその場に立ち止まった。

　妙な視し線せんを感じながらもようやく駅前にたどり着いた翼だったが、そこで彼女は驚おどろくべき光景に遭遇した。

「あ、あれは……!!」

　何と、数あるギャルゲーの中でも名作中の名作と言われる「ラブ卍まんじ」のヒロインが、駅前で街頭演説していたのである。

　流れ落ちるような豊かな金髪に、ほっそりとした華きや奢しやな肢体。碧あおい瞳ひとみの輝かがやく顏は、少女という言葉が似つかわしいほどの幼さを残している。一方、胸は同性が見ても目を奪われるくらいたわわに実っており、そのアンバランスな濃のう艶えんさが背徳的な色気を醸かもし出している。

「星ほし崎ざき忍しのぶ……、いや、久く宝ほうくんか」

　見間違えようもなかった。あれほどの美少女、千ち代よ原はら区くどころか日に本ほん全国探しても彼女以外には見当たらない。

　どこからやってきたのか、周囲では聴ちよう衆しゆうに混じってカメコたちがパシャパシャとフラッシュをまき散らしていた。自分と同じく可愛かわいい子に目がない女子たちも、それらに紛れて密ひそかに熱あつい眼まな差ざしを送っている。

　一体何をやっているんだ？

　それが翼の感想だった。

　彼女の中では、もう選挙はとっくに終わったはずの出来事だった。さゆりの趣しゆ味みがすっぱ抜かれ、勉強会は分裂し、それでもうすべては終了したはずだった。しかし、さゆりは今も街頭に立って熱ねつ弁べんを振るっている。おまけにラブ卍のヒロインの衣装を身にまとい、我こそはレイヤーであると、天下の往来で声を大にして叫んでいる。

（気でも違ってしまったのか？）

　翼はさゆりの正気を疑った。短い期間にあまりに色々な出来事が起こり過ぎて、久宝さゆりという人間は壊こわれてしまったのではないかと思った。

　ところが、

《そもそも考えてみてください。なぜ同人誌やコスプレが、社会に悪あく影えい響きようを及ぼすと言えるのでしょうか》

　今さゆりが口にしている言葉には、かつて彼女が街頭に立っていた時よりも、はるかに強い力が満みち溢あふれていた。少し前の彼女からは到底考えられないことだ。

　さらに、さゆりは人々の前で驚おどろくべき事実を語り始めた。

《実はわたくし、つい数日前、知らない男の人たちに乱らん暴ぼうされかかりましたの》

　それは翼つばさにとっても初めて聞く話だった。自分が選挙から離はなれている間にさゆりがそんな恐ろしい目に遭っていたということを知り、翼は少なからぬショックを受けた。

（それほど危険な目に遭いながら、きみはまたわたしたちの前に立とうというのか？　久く宝ほうくん、一体きみは、なぜそこまで……）

　翼がふらりとよろめきかけた、その時である。

　さゆりが足元の紙袋からテープで補強したひと綴つづりの冊子を取り出し、聴ちよう衆しゆうの前で高々と掲げた。

（あれは……）

　一目見ただけで、翼にはそれが何であるか分かった。当然である。なぜならあれは、自分が描かいた同人誌だからだ。しかもほんのひと月ほど前に上じよう梓ししたばかりの新刊である。

　さゆりは翼の同人誌を一層高々と宙に掲げながら、堂々とした口く調ちようでこう言い放った。




《わたくしは、この作品が大好きです！

　美しい絵、胸を打つ展開。何度読んでも飽きません。

　あまりに繰くり返し読み過ぎたせいで、ページの角もすっかり擦すり切れてしまいました[image: ]》




（──[image: ]）

　その瞬しゆん間かん、何かが翼の胸を駆け抜けた。

　彼女が危険な目に遭いながら、人々から後ろ指を差されながら、それでもくじけず何度でも這はい上がろうとするのは一体なぜか？

　その答えを、さゆり自身の口からハッキリと聞かせてもらったような気がした。




　パチパチパチパチパチ！

　自然と湧わき上がった拍手の音で、翼はハッと我に返った。

　さゆりの演説は堂々としたものだった。初めて街頭に立った時と比べれば、ほとんど別人としか思えないような立派な演説である。

　あの日、公衆の面前で「お手洗いはどちらでしょうか!?」と叫んだ彼女の姿を思い出し、翼はフッと笑えみを漏らした。おしめを替えていた我が子の成長を見るような思いで、翼は温かい眼まな差ざしをさゆりに向ける。

　やがて拍手が鳴りやみ、さゆりがペコリと一礼してその場を去ろうとした時のことだった。

　ビュウッ！

　一陣の突風が吹ふき荒すさび、道路の埃ほこりをブワッと巻き上げた。

「あっ！」

　同時に起こる誰だれかの叫び声。

　驚おどろく翼つばさの目に映ったのは、風に吹き飛ばされてさゆりに襲おそいかかろうとする看板の姿だった。
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「きゃああああああああああああああ！」

　どこからともなく湧わき上がった悲鳴を耳にして、さゆりはペタンとその場に尻しりもちをついた。叫び声を上げようにも、ノドが引きつって声が出ない。

　鋭するどい角を向けて迫り来る大きな看板の姿に、さゆりは思わずギュッと目を閉じた。




　ガツンッ！




　硬いものがぶつかる音に、聴ちよう衆しゆうも、反射的に顏を背けた。

　やがてゆっくりと視し線せんを戻した聴衆たちは、そこで驚おどろくべき光景を目まの当あたりにする。

「「「[image: ]」」」

　何と、一人ひとりの王子がさゆりを抱えて看板から護まもっていたのである。




　薄うす目めを開いたさゆりは、自分を抱え起こしている王子の姿を見て、ハッと我を取り戻した。

「……翼つばさ、先せん輩ぱい？」

「ケガはないかい、久く宝ほうくん」

　王子は優やさしく微笑ほほえむと、あいた方の手でさゆりの前髪をそっと左右により分けた。

「きみの綺き麗れいな顔が傷付かなくて、本当に良かった」

[image: ]

　次の瞬しゆん間かん、

「「「きゃああああああああああああああああああああああああっ♥」」」

　周囲から悲鳴とも歓声ともつかぬ真まっ黄き色いろい声が湧わき起った。

「リアル王子だわ！」

「マジプリンスだわ！」

「生玉子、じゃなくて生王子だわ！」

　まるで秘密の白い粉でも吸ってしまったかのようなちょっぴりラリ気味の声が、そこかしこから一斉に湧き上がってくる。

　その様よう子すに苦笑いを浮かべながら、翼は優しくさゆりの手を取って立たせた。それがまた倒れた姫を起こしてやる王子のような優雅さで、周囲の女子たちは、ほとんどイニシエーション中の危険な宗教団体の信者のようなテンションにまで盛り上がっていく。

　いささか戸惑い気味なさゆりを自分の後ろに立たせると、翼は決然とした面持ちで、群衆（主に女性）に凜りんとした声を張り上げた。

「みんな、聞いてくれ！」

　翼が叫ぶと同時に、ピタリと歓声が収まった。もしかしたら彼女には、女性だけを意のままに操あやつる力があるのかも知れない。

　騒さわぎが静まったのを確かく認にんした翼は、大きく息を吸い込むと、ためらいを振り払うかのような眼まな差ざしで、勢いよく叫ぶ。




「わたしは同人作家、赤あか羽ばねハープという者だ！」




　翼の言葉に、さゆりは思わず「え？」と声を上げた。

　赤羽ハープと言えば、先ほどさゆりが掲げてみせた同人誌の作者である。まさかこの同じ学校の先輩が、赤羽ハープ本人だと言うのか。

　驚おどろきに満ちたさゆりの視し線せんを背中に感じながら、翼はなおも言葉を続ける。

「今日きようは姫のお褒ほめに与あずかり、光栄至極である。わたしも同人作家の端くれとして、この場で大事な告白をさせてもらいたいと思う。きみらには、その証人となってもらいたい」

　証人、という重い言葉に、聴ちよう衆しゆうがゴクリと唾つばを飲み込んだ。

「これは決して、久く宝ほうくんの政治活動と無む縁えんのものではない。彼女の演説を聞いてくれたきみたちだからこそ、是非とも聞いてもらいたいことなのだ」

　翼つばさの瞳ひとみが、抜かれた真剣のような閃ひらめきを放つ。

「いいだろうか。

　それでは言わせてもらう」

　そして彼女が口にしたのは────





「わたしは、ギャルゲーが大好きだッ[image: ]」






「「「「「[image: ]」」」」」

　聴ちよう衆しゆうが、一斉にぽかーんとした表情を浮かべた。





「それだけじゃない！

　わたしは可愛かわいい女の子が好きだ！

　百ゆ合り展てん開かいが好きだ！

　エロいのが好きだ！

　何よりそういう作品を描かくのが大好きだ！」






　あ然とする聴衆を十じゆう万まん億おく土どの彼方かなたへ置き去りにして、翼の一大宣言はなおも続く。




「しかし、一番好きなのは──」




　翼は息を大きく吸い込むと、まるでクレタ線せん形けい文字Ａで書かれたお経きようを聞かされているメソアメリカ人のような表情を浮かべる聴衆に向けて、己おのれのすべてをぶちまけた。





「今日きようここに来てくれている、

　きみらのような可愛い女の子たちだああああああああああ[image: ]」






　キャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア♥




　アキバの中心で、愛が叫ばれた。




　その日、何だかよく分からない謎なぞの熱ねつ気きが、秋あき葉は原ばら一帯を覆おおったのだった。
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　さゆりと翼つばさの二人ふたりによる演説（？）は、動画となって瞬またたく間にネット上を席せつ巻けんした。と同時に、さゆりを応援する声も一気に膨ふくれ上がり始めた。特に顕けん著ちよな盛り上がりを見せたのは、秋あき葉は原ばら電でん気き街がい振しん興こう会かいなどの各種商店街組合である。彼らは自らボランティアを名乗り出てさゆりの選挙活動を応援し、秋葉原の駅前では、メイドたちが店のティッシュではなくさゆりのチラシを配って回った。結局のところ、都が条例を施せ行こうした際に一番大きな影えい響きようを食らうのは彼ら電器街の住人である。さゆりの演説によって遅まきながらようやくその事実に気付いた彼らは、いよいよ電器街の本気を見せ始めたのである。

　すっかり吹っ切れてしまった翼も、さゆりと一緒にコスプレ衣装で応援に立つようになった。時にイケメン男子生徒と美少女女子生徒として、また時にファンタジーのヒーローとヒロインとして街宣車の上に立つ彼女らは、人々から「王子」「姫」と呼ばれ、間もなくテレビや週刊誌でも大いに取り上げられるようになった。

　同時に、これまで鳴りを潜ひそめていた他ほかのレイヤーやカメコたちも、手に手を取って応援へ駆け付けてくれるようになった。彼らは現地でチラシ配りを行う他、それぞれのブログで都条例への反対やさゆりの応援を訴えかけ、大いに議ぎ論ろんを活性化させた。

　やがてそこに同人作家や出版社の応援まで加わり、さゆりシンパは日に本ほん全体を動かすほどの一大勢力へと拡大していったのである。

　さゆりが自費で委託実施したテレフォンアンケートによると、彼女の支持票は前ぜん職しよくの柏かしわ原ばらを軽く追い抜き、今や本命視されていた若わか杉すぎにも迫る勢いとなっていた。票の大半は、二十代から三十代の無党派層である。加えて六十五歳以上の高こう齢れい者しや層そうからも、若杉と票を二分するほどの強い支持を集めていた。

　選挙戦も終しゆう盤ばんの大詰めになって、さゆりの周囲では凄すさまじいほどの追い風が吹きまくり始めたのである。
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　そして迎えた投票日の朝。

　オレはベッドに寝転がりながら、四角く切り取られた空を見上げた。窓の向こうでは、しとしとと糸くずのような細い雨が降り注いでいる。灰はい色いろの絵の具を溶かしたような雲が天を覆おおい、じんわりと湿度の高い空気が地面の上に沈滞している。

　一般に、雨が降ると外出を控える人が多くなり、投票率は下がると言われる。浮動票だのみの久宝にとっては少し厳きびしい天候だ。

　三十分ほど前に舞ま已いさんから受けた定時連絡によれば、出口調ちよう査さではやはりまだ若わか杉すぎの方が優ゆう勢せいらしい。久く宝ほうも追い上げてはいるが、若杉を追い抜くにはいま一歩、決め手に欠けているようだ。今となってはもう遅いが、やはり保守意い識しきの強い四十代から六十代の稼か働どう年ねん齢れい層そうの支持を勝ち取ることができなかったのは致命的だったかも知れない。何といっても彼らは社会の中核を担う人たちである。その意い識しきを変えることができなかったということは、厳きびしい見方をすれば、久宝がまだ真の意味で千ち代よ原はら区くを代表する人物になり得ていないということでもある。

　オレは何となく久宝と話したくなり、脇わきにあるチェストから携帯電話を取り出した。院内では通話禁止となっているので、電話を掛けようと思ったら、わざわざ外へ出なければならない。

　こんなことなら舞巳さんとの定時連絡の時に久宝とも話しておけば良かった、と思ったその時、




　ヴ～、ヴ～、ヴ～。




　突然、携帯電話が生き返った死体のようにブルブルと震ふるえ出した。液晶画面を見ると、

【着信　久宝さゆり】と表示されている。

　オレはカーテンを少し開けて近くに看かん護ご師しがいないことを確かく認にんすると、こっそり通話ボタンを押した。

「……もしもし？」

　同室の患者さんたちに聞こえないよう小声で呼びかけると、受話口からは意外な声が飛び込んできた。

《啓けい太たくん!?　やっと電話がつながった。今どこにいるの！　病院!?》

　あの時オレを励ましてくれた酔っ払いＯＬである。何やら妙に慌てた様よう子すだが、一体どうしたのだろう。そもそも、なぜあの人が久宝の携帯からオレに電話をしているのだろうか。

「あの、何かあったんですか？」

《いいからテレビを点つけて！　何チャンネルでもいい。大変なことになっているから！》

　切せつ羽ぱ詰つまったような厳しい声が、問答無用でオレを急せき立てる。どうやら悠長に会話している状況ではないようだ。

　訳も分からず、慌てて命じられるがままテレビを点けると、そこには……
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　落ち着かない気分で、さゆりはポーチから携帯電話を取り出した。もちろん、画面には新着メールのお知らせも通話の着信履り歴れきも表示されていない。

　ふう～～～～。

　大きな溜ため息いきをついて、さゆりは再び携帯電話をポーチへ戻す。

　啓けい太たは入院中なので、簡単に連絡が取れないことは分かっているのだが、それでも今日きようくらいは彼の声を聞きたいと思う、切ない乙女おとめ心ごころのさゆりである。

「落ち着かないのだったら、少し散歩でもしてきたらどうだい？」

　そんな心情をおもんぱかってか、翼つばさが優やさしい口く調ちようでさゆりに声を掛けた。

「何かあれば、わたしと舞ま已いさんで対応するよ。生憎あいにくと外は雨だが、クールダウンするにはちょうど良いんじゃないかな」

　そばで話を聞いていた舞已も、コクリと頷うなずく。

「……それでは、ありがたくお言葉に甘えるといたしますわ」

　さゆりは、こんな日でなければ出番がないお気に入りのレインブーツを履いて、パラパラと小雨の舞まい散る部室の外へ足を踏み出した。




　軽い散歩のつもりだったのに、気が付けば、足は自然と投票所の方へ向かっていた。この辺りで一番近い投票所は、区立の藤ふじ見み小しよう学がつ校こうである。金きん星せい高こう校こうとは道路を隔てたお向かいさんなので、五分も掛からず雨に煙けぶる校舎の影かげが見えてきた。

　校門の辺りから会場となっている体たい育いく館かんの方を覗のぞき込むと、投票者の出入りは随分まばらなようだった。ほとんど並んでいる様よう子すもなく、一人ひとり、二人ふたりとポツポツ出口から出てくるのが見える。この様子だと、投票率のアップはほとんど期待できなさそうだ。

　たまたま来ていたテレビ局のスタッフが、さゆりの姿に気付いてサッと駆け寄ってきた。

「女子高生候補者の久宝さゆりさんですね。どうですか、現在のご心境は？」

　せっかく気分転換のため外へ出てきたのに、そんなことを聞かれるとますます気が滅め入いってしまう。

「え、えーと……人事は尽くしましたわ。あとは静かに天命を待つのみですの」

　当たり障りのない答えでお茶を濁にごすさゆりだが、記者たちはなかなか離はなれようとしてくれない。

　困ったさゆりは、助けを求めてサッと周囲に視し線せんを巡らした。

「あ……!!」

　その時、視界の片隅に見覚えのある人影を見付け、さゆりはパッと手を挙げて声をかけた。

「あの、こんにちは、ですの！」

「あら、久宝さん？」

　以前、老人ホームを訪ねた帰りに会ったあのＯＬである。

　いきなり背後から呼びかけられた彼女は、一いつ瞬しゆんだけ驚おどろいたような表情を浮かべたが、すぐに相手がさゆりだと分かり、人ひと懐なつっこい笑え顏がおで応こたえてくれた。

「ええと、彼女は久く宝ほうさんのお知り合いですか？」

「そうですの。わたくしの大切な友人ですわ。申し訳ございませんが、少し二人にしていただけますかしら」

「はあ………」

　さゆりのプライベートな友人と聞いて、さすがの記者たちも遠えん慮りよしてその場を離はなれた。

「ふふ、人気者は大変ね」

「そんなことありませんですの。それより啓けい太たから聞きましたわ。あなたが啓太を励ましてくださったんですのね」

「ん～、まあ軽く背中を押したくらいのことよ。別にあたしが言わなくても、彼なら自分で何とかしたんじゃないかしら」

　さゆりの言葉に、ＯＬは照れくさそうな笑えみを浮うかべる。

「そういえば、啓太くんはどうしたの？　今日きようは一緒じゃないの？」

「……啓太なら、入院してますわ」

「あら!?」

　軽い気持ちで尋たずねたことに予想外の返事をされ、ＯＬは驚おどろきの声を上げた。

「一体どうして……」

「わたくしを助けるためにケガをしてしまったんですの。いま頃ごろは病院のベッドの上ですわ」

「そうなの……、それは……、何というか、胸が痛む話ね……」

　彼女があまりに意気消沈するので、逆にさゆりの方がビックリしてしまう。

「あの、そこまで気になさらないでくださいですの。別に後こう遺い症しようが残るような大ケガでもございませんし、あと数日もすれば退院できるような程度ですわ」

「そう……、それなら良いんだけど」

　少しばかり安あん堵どの表情を浮かべながら、ＯＬは曖あい昧まいな笑みを浮かべてもう一度俯うつむいた。その様よう子すを見て、さゆりは一つの疑問を覚える。

（なぜこの方は、ここまで親身になって一緒に落ち込んでくれるのかしら）

　単に共感の念が強い人なのかも知れない。啓太を励ましてくれた人だから、きっと情も深いのだろう。だが、それにしても少し大げさ過ぎるような気もする。

「あの…………」

　疑念を口の端に上のぼせかけた、その時だった。

「うん？　何かしら、このにおい？」

　ＯＬが鼻をひくつかせながら、校舎の向こうの空を見た。

「あ！　あれは──!!」

　民家の合間から立ち昇る黒い煙の筋。

「火事、ですわ！」

　あの方角だと番ばん町ちようの辺りだろうか。ここからそう遠くない場所だ。

　そこまで考えたところで、さゆりはふと、嫌いやな予感に囚とらわれる。

（番町の方？　民家？　火事？）

　立て続けに思い浮かんだキーワードに、さゆりは清掃活動で出会った一人ひとりの少女の姿を思い出す。あの子はいつも、親のライターをくすねて一人で花火をしていた。今日きようは雨だし、まさかとは思うが……。

「ちょ、ちょっと、久く宝ほうさん!?」

　気が付くと、さゆりは傘を投げ捨てて走り出していた。悪い予感なんてあてになるものではない。きっとただの思い過ごしに決まっている。だが、なぜかさゆりはその場にじっとしていられなかった。

「ま、待ちなさい！」

　ＯＬも後から追い駆けてきたが、今のさゆりには、背後のことを構っている余裕などこれっぽっちもなかった。自分の身体からだのどこにこんな力があったのだろうかと思うほど見事な速さで、さゆりは雨の中を駆け続けていった。




　立ち昇る黒煙をたよりに現場へたどり着くと、そこは、

「美み紀きちゃん[image: ]」

　清掃活動をしていた時にさゆりを応援してくれた女の子、美紀の家だった。最悪なことに、さゆりの悪い予感がドンピシャで的中してしまった格好だ。

　三階建ての豪壮な家屋は、ささやかに降り注ぐ雨などものともせず、轟ごう々ごうと激はげしく燃もえ盛っていた。煙けむりと一緒に白い水蒸気が立ち昇り、かえって現場の凄せい惨さんさを増しているようにすら見える。

　対岸の火事を見に集まってきた野や次じ馬うまどもをかきわけ現場に近寄ると、すぐそばで誰だれかが、

「女の子の声だ！」

　と叫んだ。

　耳を澄すますと、パチパチ爆はぜる火の音に混じって、あの女の子の泣き声がさゆりにも聞こえてくる。慌てて周囲を見回すが、消防車が到着する気け配はいはない。この辺りは道が狭いので、到着に時間が掛かっているのだろう。もはやのんびりと消防隊が来るのを待っている場合ではない。

「美紀ちゃん、いま行きますわ！」

　燃え盛る家に向かって駆け出そうとしたところで、誰かがガシッとさゆりの腕をつかんだ。

「!?」

　反射的に振り向くと、そこには先ほど藤ふじ見み小しよう学がつ校こうで会ったＯＬの姿があった。背後にはカメラをかまえたテレビ局スタッフの姿も見える。慌てていたせいですっかりその存在を忘れていたが、どうやらさゆりの後を追い駆けてきたらしい。

「離はなしてくださいませ！」

　さゆりが必死の剣けん幕まくで抗こう議ぎすると、ＯＬも負けじと声を張り上げ言い返してくる。

「やめなさい！　あなた一人ひとりが行ってどうにかなるもんじゃないわ。下へ手たをするとあなたまで巻き添えになってしまう！」

「そんなのやってみないと分かりませんわ！」

　それでもなお抵抗を見せるさゆりに、ＯＬは声を荒げながら言った。

「いい加減にしなさい！」

「え？」

　これまで決して見せることのなかった激しい剣幕に、思わずさゆりも言葉を失う。

「いい、よく聞きなさい。世の中にはね、こうするのが正しいと分かっていても、そのとおりできないことなんていくらでもあるのよ。そういうことを一つ一つ引きずっていくのは、バカがやることだわ！」

　目が灼やけそうなほど黄き色いろい炎を背にかかえながら、ＯＬの言葉はなおも続く。

「あなたにはまだ分からないかも知れないけど、割り切ることも強さなの。自分の限界を見極めて、時には非情に切り捨てる。つらいことだけど、それを乗り越えられる人間だけが、良い仕事をできるの！」

　ＯＬの背後では、バリバリと建材の崩れる音が断続的に響ひびいていた。オレンジ色の炎の先からは濃こい炭すみ色いろの煙が立ち上り、もはやどこまでが炎でどこまでが煙なのかも判然としない。

「おっしゃりたいことはそれだけですの？」

　ヒリヒリするほどの熱ねつ気きにさらされながら、さゆりは静かな声で言った。

「は？」

「あなたがおっしゃりたいことは、それだけですかと聞いたんですの」

「そ、それだけ……って」

　自分の言葉にまったく怯ひるまない少女の姿を見て、今度は逆にＯＬの方が気け圧おされ始めていた。

「ではわたくしからもお尋たずねします。




　あなたは、今、本当にその答えで満足なさってますか？」




「[image: ]」

　さゆりのひと言に、ＯＬがギョッと目を見開いた。

「あなたはきっと、過去にとてもつらい思いをして、でもそこから何とか這はい上がって、ようやく今おっしゃったような結けつ論ろんにたどり着かれたのでしょう。きっと大変だったことと思います。そんなあなたのことを、わたくしは心から尊敬いたしますわ」

　自分よりひと回りも歳とし下したの小娘から見透かされたような口を利かれ、ＯＬは黙だまって唇を噛かみ締しめることしかできなかった。

「けれど、そこまで分かった上で、あえてあなたにお尋たずねします。

　そこがゴールで、あなたは本当に良いと思ってらっしゃるのですか？」

「ぅぐっ…………」

　ＯＬの口から呻うめき声ごえのようなものが漏れた。彼女は唇を噛かんだまま、じっとさゆりの顏を見詰める。

「さあ、手を離はなしてください。わたくしはあの子を助けなければなりません！」

　言い返してこないことを確かく認にんしたさゆりは、ＯＬの手を払い、もう一度、焼ける家屋に向かって駆け出そうとした、のだが──

「聞き分けのないことを言うんじゃないのッ！」

　突然怒ど鳴なり声ごえを上げたＯＬは、いきなりあいている方の手でさゆりのポーチをつかみ、そこからはみ出している携帯電話をサッと抜き取った。

「あっ、何をなさいますの!?」

　そのまま間かん髪ぱつ入いれず素す早ばやくアドレス帳を検索し、どこかに向けて電話を掛け始める。

「啓けい太たくん!?　やっと電話がつながった。今どこにいるの！　病院!?」

　その言葉で、彼女がどこに電話を掛けていたか、さゆりは瞬しゆん時じに悟ることができた。

「いいからテレビを点つけて！　何チャンネルでもいい。大変なことになっているから！」

　話を続けながら、彼女はスマホを持つ指を巧みに動かして、電話をスピーカーモードにする。すぐに、啓太の声が受話口の向こうからさゆりの耳にも届くようになった。

《──点けました。あの、こ、これは、火事、ですか？》

「そうよ。今そこに、あたしと、あなたの彼女が来ているわ」

《か、彼女って、く、久く宝ほうのことですか？　オレと久宝は別にそんな……》

「いいから黙だまって聞きなさい！」

《…………!!》

「彼女は今、家の中にいる女の子を助けに火の中へ飛び込もうとしている。あなたからもやめるように言ってあげて」

《く、久宝が!?》

　そこまで聞いたところで、ようやくさゆりはＯＬが啓太に電話を掛けた意図を察知することができた。

《久宝に代わってください！》

　必死の声が、さゆりの胸に突き刺さってくる。

「そのまま話してくれて大丈夫よ。スピーカーモードにしたから、あなたの声は久宝さんにも届くようになっている」

　啓けい太たがあの時と同じ、たより甲が斐いのある声でさゆりに呼びかけてきた。

《久く宝ほうか。そこにいるんだな？　今すぐオレが行くから、お前はそこで待ってろ！》

　刹せつ那な、胸に広がる心ここ地ち良よい安心感。やはり啓太はケガをしていても啓太だ。さゆりがピンチの時にはいつだって何を差し置いても駆け付けてくれる。

　けど──、

「それはできませんわ」

《何!?》

　スピーカーの向こうで、啓太が絶句するのが分かった。

　だが、さゆりにも絶対に譲ゆずれない事情がある。啓太には申し訳ないと思いながらも、さゆりは断固たる口く調ちようで自分の決意を述べる。

「啓太がここに来るまで待っていたら、あの子は焼け死んでしまいますわ。今、このわたくしが行かねばならないんですの」

　ＯＬの持つ携帯電話から、啓太の動揺する声が聞こえてきた。

《お、おい、落ち着け久宝……、周りにはいくらでも人間がいるんだろ？　何も身体からだの弱いお前が行く必要はないだろうが！》

「いいえ、啓太。周りには誰だれもいませんわ」

《え？》

　キョトンとした声を出す啓太に、さゆりは決然とした口く調ちようで告げた。

「誰かがやらねばならないのなら、わたくしがやりますわ。わたくし以外にこれを頼める方なんて、他ほかに誰もいらっしゃいませんの！」

　何か危険なものを感じ取ったＯＬが、さゆりの腕を握る手にギュッと力をこめながら言う。

「やめなさい、久宝さん！　悪いけど、この手は離はなさないわよ！」

　彼女の決意に満ちた顏を見て、さゆりもとうとう覚悟を決めた。

「仕方ありませんわね。乙女おとめの覚悟、お見せしますわ！」

「え!?」

　さゆりがひょいっと掲げた手につまんでいたのは。

「く、クモ──!?」

「はい、差し上げますわ」

「い、いや──────────[image: ]」

　叫び声を上げて、ＯＬはパッと手を離した。

《おい久宝、どうした！　いま何か叫び声が聞こえなかったか!?》

「大丈夫ですわ、命に別状はありませんの」

《何か言ったか!?　おい！　久宝！》

　受話口の向こうで啓太は、もう二度と久宝には会えないような不吉な予感に囚とらわれていた。
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「クソッ！」

　通話の途と切ぎれた携帯電話をベッドの上に投げ捨てると、オレは脇わきに置かれた車くるま椅い子すを力任せに引き寄せた。慣なれていないため、何度もひっくり返りそうになりながら、どうにかそれに乗り移る。

　そのままオレは冷たいハンドリムを握り締しめると、全力で外に向かって漕こぎ出した。

「うおおおおりゃあああああああああああああああ！」

「きゃっ！　ちょ、ちょっと、桐きり島しまさん!?　何してるの!?」

　ドアの辺りですれ違った看かん護ご師しさんが、すんでのところで転びそうになりながら、咄とつ嗟さにオレを呼び止めてきた。

　だが、こちらもぼやぼやしているわけにはいかない。

「すんません、ちょっと外出します！」

　一応の断りだけ入れると、オレはレーサーよろしく廊下を全力疾走し始める。

「ま、待ちなさい！」

　ただならぬ気け配はいを察したのか、看護師さんが後からオレを追い駆けてきた。しかしこれでもこちらは男子高校生である。ケガをしていても体力勝負で女性に負けるつもりはない。

　オレは両腕にグッと力を込めると、リムがへし折れるほどの勢いで車椅子を加速させた。

「な、何だ何だ!?」

「うわ、危ないっ！」

「おいコラ！　何してる！」

　途中、何度も医者や看護師とぶつかりそうになりながら、その都度華か麗れいなドリフトテクニックでかわしていく。人呼んで頭文字イニシヤルＫ。サー○ルＫみたいな響ひびきだが、気にしてはいけない。

「待ちなさーい、桐島くーん！」

　背後から、先ほどすれ違った看護師の声が聞こえてきた。一いつ生しよう懸けん命めい走っているようだが、まったく追い着く気配はない。このままなら簡かん単たんに逃げ切ることができそうだ……

　と言いたいところだったが、実は一つ、大きな問題があった。それは、ここが三階である、ということだ。

　普通ならばエレベーターで降りるところだが、そんなものを悠長に待っていたら、いくら足の遅い看護師でも、さすがに追い着かれてしまう。かと言って、空を飛んで下に降りる訳にもいかない。

「となれば、やむを得ん……」

　オレは急ブレーキを掛けると、すぐそばにある階段の前で立ち止まった。

　エレベーターが使えないとあらば、ここから降りるより他ほかにない。

　目の前のステップを見て、オレはゴクリと生なま唾つばを飲み込んだ。普ふ段だんであれば何てことない段差が、車くるま椅い子すの上から見ると、まるで断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきのように感じられる。

「桐きり島しまくん！　もう逃がさないわよ！」

　すぐ背後から、看かん護ご師しの声が聞こえてきた。このままもたもたしていたら、あの看護師に追い着かれてしまう。

「ええい、ままよっ！」

　気き合あい一いつ閃せん、オレは車椅子で下り階段に漕こぎ出した。

「ちょっ、桐島くん、危ない！」

　悲鳴のような声が聞こえたのも束つかの間ま、

　ダン、ダン、ダン！

　凄すさまじい衝しよう撃げきがオレの尻しりに襲おそいかかってきた。これは予想以上の振動である。

　最初の一、二段くらいは何とかバランスを保っていられたが、三段、四段と進むたびに勢いが増し、車体はあっという間に大きくジャンプし始めた。こうなると、もはや姿勢を維持するどころではない。車椅子から振り落とされないよう、しがみ付くので精一杯だ。

「うっ、あっ、あっ、あっ、あっ！」

　やがて車体は二段飛ばしになり、三段飛ばしになり、気が付くと、オレは車椅子から放り出されて綺き麗れいに宙を舞まっていた。

「う、うわあああああああああああ！」

　目の前に踊り場の壁かべが迫ってくる。

　オレはギュッと目を閉じ、ショックに備えた。

　ガン！

　刹せつ那な、目から火花が飛び散り、視界が真っ白く消失した。激はげしい破砕音が耳を聾ろうし、誰だれかの悲鳴が頭の中でぐわんぐわんと響ひびき渡る。

「…………ってえ～～～」

　目を開けると、すぐ隣となりで仰あお向むけになった車椅子がカラカラと車しや輪りんを空転させていた。ホイールは無む惨ざんに歪ゆがみ、ブレーキレバーもひしゃげて明後日あさつての方を向いている。これ以上乗るのは明らかにムリそうだ。

　身体からだを動かそうとすると、脚の辺りに電撃を食らったような激げき痛つうが走った。

「～～～～～～～～～～っ」

　ギプスが割れてしまったのだろう。あまりの痛みに涙がじわりとにじんでくる。

「く、久く宝ほう…………!!」

　オレは苦痛に耐えながら、這はいつくばるようにしてゆっくりと前へ進み始めた。

　今は一歩でも半歩でも、久宝の許もとへ近付きたい。

「今、助けに行く…………[image: ]」

　だがそんなオレの想おもいも空むなしく、痛みは鈍にび色いろの鎖くさりとなって、全身を絡め取ろうとしてくる。

「この、クソがっ！」

　オレは半ばやけくそになって、自分の脚を拳こぶしで激はげしく殴り付けた。

　痛くて痛くて仕方がないのなら、その痛みを痛みで制してやれば良い。そのうち感覚がなくなって、まともに動けるようになるかも知れない。

「クソッ！　クソッ！　クソッ！　クソッ！　クソッ！　クソッ！　クソッ！　クソッ！」

　だが、痛みはなくなるどころか、かえってひどくなる一方だった。当たり前である。ケガしているところを殴り付ければ、症状が悪化するのは自然の理だ。しかしそんなことも考えられないほど、オレは自じ暴ぼう自じ棄きになっていた。

　どうしてオレの脚はこんな肝心な時に動いてくれないのだ！

　今だろう！　役に立つのは今だろう!?

　いま動かなくて、一体いつどこで何の役に立つつもりなんだよ！　この脚は！

　オレの脚なんかどうなってもいい。

　脚の一本や二本くらい、いくらだってくれてやる。

　だからもし神さまがいるなら、いや、神さまじゃなくてもいい、悪あく魔まだって構わない。

　オレを、

　今すぐ久く宝ほうのところへ連れていってくれ──[image: ]




「──らしくないな」




「[image: ]」

　その時、聞き覚えのある声に、オレはハッと顔を上げた。

　逆光の中に奇妙なシルエットが浮かび上がっている。フリルの付いた肩に、ふんわり広がったスカート。あれは──

「ま、舞ま已いさん……!?　どうしてここに!?」

「ヒマだったからな、貴様がどうしているか見に来てやったのだ」

　無敵のメイドさんは相変わらずツンケンした態度だったが、それがなぜか不ふ思し議ぎな安心感をオレに与えてくれた。本当ならここで小一時間ほど、入院している間に起こった出来事でもゆっくり聞かせてもらいたいくらいだ。

「……桐きり島しまくん、待ちなさーい！」

　とはいえ、残念ながらのんびりとおしゃべりしているヒマはなかった。看かん護ご師しの声は、もはやすぐ近くまで迫ってきている。

「ちっ！」

　オレは舌打ちをすると、再び必死の匍ほ匐ふく前ぜん進しんを開始した。

　と、その時である。

「桐きり島しま啓けい太た」

「え？」

　舞ま已いさんが、いつになく真剣な表情でオレに語りかけてきた。

「言え、わたしは何をすればいい」

　その瞳ひとみには、かつて見たことがないほど切実なものが込められている。

「何をって……、舞已さん？」

「早くしろ！　わたしが貴様の願ねがいを聞いてやるなど、今こん生じよう二度とないかも知れんのだぞ」

「まあ、そうですけど……」

　正直なところ、その申し出は嬉うれしかった。さすが舞已さんと言いたい。だが、この人にそこまで迷惑掛けて良いのだろうか……。

「何もないならわたしはこのまま帰るが？」

　逡しゆん巡じゆんするオレの様よう子すを見て、舞已さんは少し怒ったような声で踵きびすを返しかけた。

「待ってください！」

　だからオレは、呼び止めた。

「頼みがあるんです、聞いてもらえますか？」

　これはオレの我がままに過ぎないことくらい充分自覚している。だが、こればかりは絶対に他の人任せにするわけにはいかない。

「……お願ねがいします、オレを……、オレを、久く宝ほうのところに連れていってください！」




　──任せろ！




　小気味良いセリフと同時に、舞已さんはオレをヒョイと肩の上に担ぎ上げた。

「う、うわわ！」

　そのまま間かん髪ぱつ入いれず、飛ぶように階段を駆け下り始める。

「ま、待ちなさ……って、ちょっ、あなた誰だれ──!?」

　突然の闖ちん入にゆう者しやに戸惑う看かん護ご師しをみるみる引ひき離はなし、舞已さんは風のように院内を駆け抜けていく。これならあっという間に外へ出られるかも知れない。

　と、楽らつ観かん的てきな気分になりかけた、その時である。

「チッ、やはり簡かん単たんには通してくれないみたいだな」

　舌打ちした舞已さんの視し線せんの先をたどると、そこには紺の制服に身を固めた警けい備び員いんたちの姿があった。

「待てー!!」

　おまけに背後からは男性看かん護ご師したちも追い駆けてきている。いわゆる挟はさみ撃うちというやつだ。廊下は一本道だし、運悪く左右には窓も扉も見当たらない。このままでは完全に逃げ場を失ってしまう。

「ま、舞ま已いさん！」

　狼狽うろたえるオレに、舞已さんはニッコリ微笑ほほえみながら妙なことを尋たずねてきた。

「桐きり島しま啓けい太た、貴様、鳥になりたいと思ったことはあるか？」

「は？　こんな時に何言って……って、ちょ、まさか！」

　瞬しゆん間かん、背筋にゾクッと冷たいものが駆け上がる。

「ま、待って待って待って！　何でここでバックブリーカーをするんですか！」

　その様よう子すを見た警備員や男性看護師たちも、慌てて舞已さんに思いとどまるよう呼びかけ始める。

「そこのメイドさん（？）、危ないから彼を降ろしなさい！」

「早まるな！　もう一度よく考え直すんだ！」

　だが舞已さんは彼らの言葉に一切耳を貸そうともせず、先ほどの質問を再度オレに向けて問い直してきた。

「もう一度聞く、桐島啓太。貴様は弾道ミサイルになりたいと思ったことはあるか？」

「ちょ、質問変わってる！　さっきよりひどくなってる！」

「そうか………………」

　必死で拒絶の意思を示すオレに、舞巳さんは少し肩を落とすと、

「……………まあいい！」

　そのままオレの身体からだを、前方で待ち構える警備員たちに向かって勢いよく投げ付けた。

「「「うわああああああああああああああああああああああああああああ！」」」

　慌てた警備員たちが、オレをキャッチするため一斉に両手を高く掲げる。

　そうして彼らの注意が上に向いた瞬間、

「死ね！」

　舞已さんが華か麗れいなダイビングラリアットを警備員たちのノド元に食らわせ、彼らをはるか後方へと吹き飛ばした。そのまま落下してきたオレを上う手まい具合にキャッチし、今度はお姫さま抱っこの格好で再び廊下を疾しつ駆くし始める。

「待てコラー!!」

　だが、背後からは無傷だった男性看護師たちが必死の形ぎよう相そうで追い駆けてきている。さすが、厳しい職しよく場ばで鍛きたえられているだけあって走る速度も尋常じゃない。

「ハッ、ハッ、ハッ、ハッ!!」

　一方の舞已さんは大技をかましたせいですっかり息を切らしており、もはやライフは限りなくゼロに近い状態になっていた。

「舞ま已いさん、頑張ってください！」

「止まれー!!　止まらんと打つぞー!!」

　すぐ後ろには、なぜか注射器を持った男性看かん護ご師しの集団が見える。一体何を打つつもりなのかは知らないが、止まったが最後、二度と日の目は拝おがめなくなりそうな気け配はいだ。

「もうダメか……!!」

　覚悟して、目をギュッと閉じかけたその時──

「乗れ、桐きり島しま啓けい太た！」

　玄関の自動ドアが開き、目の前にゴツいバイクの姿が飛び込んできた。

　メイドさんは黒いハーレーの後ろにオレを座らせると、爆ばく音おんを轟とどろかせながら一気にエンジンをふかし始めた。

「待ちなさーい!!」

「止まれー、そこのメイドー!!」

「捕まっていろ！」

　メイドさんがアクセルグリップを回すと、ハーレーは唸うなりを上げて玄関前から発進した。

　間一髪、男性看護師の指がバイクのお尻しりに触れるか否かという際どさで、オレたちは追つい撃げきをかわすことに成功した。




　心ここ地ち良よいエンジン音に包まれながら、オレは舞巳さんの華きや奢しやな柳やなぎ腰ごしにギュッと手を回していた。普ふ段だんは無骨なイメージだが、こうして密着していると、何とも形容しがたい優しい香りがしてくる。

「あの……、舞已さん、どうしてここへ？」

　騒そう音おんにかき消されないよう、オレは大声でメイドさんのヘルメットに向かって叫んだ。

「別に大したことではない。さゆりお嬢じよう様さまが散歩に出られてヒマになったから、貴様に近況でも伝えに行ってやろうと思ったのだ。それより貴様こそ、一体何があったのだ？　随分尋常ならざる雰囲気だったではないか」

「事情も分からず助けてくれたんですか!?」

「……ノリというのは恐ろしいものだな」

　オレは舞已さんの背中で深い深い溜ため息いきをついた。この人は状況も分からずオレを担いでここまで走ってくれたのか。メイドさんの割に、ずいぶんいい加減というか、雑な人である。まあ今回はそれに救われたわけだが……。

「舞已さん、聞いてください」

　オレは軽い頭痛を覚えながら、舞已さんに事情を説明してあげた。

「あそこの煙が立ち昇っているところがそうです！」

「さゆりお嬢じようさまがそんなことを……」

　主人のピンチを知り、舞ま已いさんも一気にスイッチが入ったようである。全身をわなわな震ふるわせると、押し殺した声でオレに尋ねてきた。

「桐きり島しま、貴様は風と一つになりたいと思ったことはあるか？」

「え、またそのパターン!?」

　もはや不吉な予感しかしない。

「安心しろ、貴様を今すぐ千の風に乗せてやる！」

「って、安心できるかあああああああああああああああ！」

　舞已さんがアクセルグリップを回すと、マシンは唸りを上げて一気に加速し始めた。
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　濡ぬらしたハンカチを口に押し当てながら玄関をくぐると、中は凄すさまじい熱ねつ気きで覆おおわれていた。炎に触れているわけでもないのに、照り返しだけでじりじりと肌が灼やけるように熱あつい。ほんの数分留とどまっているだけで、ミイラのように干からびてしまいそうだ。

　女の子の泣き声は上の階から聞こえてくる。さゆりは身をよじるようにして炎を避けながら、慎重に煤すすけた階段を上っていった。

「美み紀きちゃーん、どこですのー!?」

　炎の爆はぜる音に負けないよう懸けん命めいに声を張り上げるが、いくら呼びかけても少女の返事は聞こえてこない。どうやら彼女はもっと上の階にいるらしい。

　汗をぬぐおうとした瞬しゆん間かん、背後でメキメキと音を立てながら柱が崩れた。

「きゃっ!!」

　慌てて階段の方へ逃げるさゆり。

　すんでのところで命拾いしたが、これで完全に退路を断たれてしまった。こうなった以上、後は前へ進むしかない。

　意を決し、階段を上がると、ちょうど正面に子ども部屋と思おぼしき一室が見付かった。

「美紀ちゃーん、返事してくださいですのー!!」

　ドアを開けて中を覗のぞき込むと、そこには半分意い識しきを失った状態で床にうずくまる少女の姿があった。姿勢を低くしていたおかげで、幸いほとんど煙を吸い込んでいないようだ。

「美紀ちゃん！」

　さゆりはカーテンレールから煤けたカーテンを引き千切ると、それを少女の腰にしっかりと巻き付け、窓の外に飛び出した。

「誰だれか！」

　窓から身を乗り出して呼びかけると、すぐに聞き覚えのある声が返ってくる。

「久く宝ほうさん、大丈夫!?」

　先ほどのＯＬである。無事に生せい還かんすることができたら、後で謝あやまっておかなければならない。

「今から美み紀きちゃんを降ろしますわ！　手て伝つだってくださいまし！」

「分かったわ！」

　気絶した少女の身体からだは軽いものではなかったが、それでも支えられないほどの重さではなかった。さゆりはロープの端を腕にしっかりと巻き付けると、ゆっくり少女の身体を窓から地面へ降ろし始めた。

「オーライ！　もう少しよ！」

　地上から女性の声が聞こえてくる。もうすぐ半分といったところだろうか。この調ちよう子しなら何とか少女を無事に地面へ降ろすことができそうだ。

　と思った矢先。

「まずい！　久く宝ほうさん、スピードを上げて！　ロープに火が燃もえ移ったわ！」

「ええっ!?」

　ＯＬが、緊きん迫ぱくした口く調ちようでさゆりに叫んできた。

　慌ててさゆりはロープを握る手を緩ゆるめ、下降する速度を一気に早める。

「いいわ、もう少しよ！」

　下からさゆりを励ますＯＬの声が聞こえてきた。おかげで幾分ホッとした気分になる。

　ところが次の瞬しゆん間かん、

　プツン！

　腕からフッと重みが失われ、反動でさゆりは勢いよく尻もちをついた。

「きゃっ[image: ]」

　すぐにロープが切れたのだと分かった。

　慌てて立ち上がり、窓に駆け寄る。

「美紀ちゃん！」

　地面に向かって叫ぶと、そこには少女を抱きかかえてさゆりに手を振る女性の姿があった。

「大丈夫よ！　この子は無事にキャッチしたわ！」

　よ、良かった…………。

　安あん堵どの余り、さゆりはへなへなとその場に崩れ落ちた。

　膝ひざが笑って立ち上がることができない。今さらになって胸の奥から恐怖がこみ上げてくる。

「よし、この子はもう大丈夫。久宝さん、あとはあなただけよ！」

　女性が呼びかけると、さゆりは引きつった笑えみを浮かべて応こたえた。

「あは、あはははは……」

「どうしたの！　早くそこから飛び降りなさい！　もう火の手があなたのすぐ背後まで迫ってきているわ！」

　焦じれたように叫ぶ女性に、さゆりは震える声でこう答える。

「す、すみません……、わたくし高いところに立つと、脚がすくんで動けなくなってしまいますの……」

「な、何ですって……[image: ]」
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　黒いハーレーが爆ばく音おんを上げながら突とつ撃げきしてくると、野や次じ馬うまたちは驚おどろいて一斉に左右へ飛とび退すさった。

「久く宝ほう！」

　舞ま已いさんの肩を借りて、オレは燃もえ盛る邸てい宅たくの前に立つ。

　目の前にあるそれは、もはやどこまでが炎でどこまでが家屋なのかも判然としないほどの火の牢ろう獄ごくと化していた。

「啓けい太たくん！」

　オレを呼んでくれたお姉ねえさんが、顔面を蒼そう白はくにしてこちらへ駆け寄ってきた。

「久宝は!?」

「あそこよ！」

　指差された方をへ目を向けと、三階の窓の辺りで煙に咳せき込む久宝の姿が見える。

「久宝[image: ]‌‌」

　久宝はオレに気が付くと、しゃがれた声で必死に応こたえてきた。

「啓太[image: ]‌」

「久宝、何してる！　早くそこから飛び降りろ！」

「で、できませんの……、あ、脚が、すくんでしまって……」

　な、何ぃ……？

「そんなこと言っている場合か！　さっさと飛び降りないと焼け死ぬぞ！」

「で、でも……」

　そうこうしているあいだに火はどんどん燃え広がり、久宝の背後へと迫ってくる。二階の窓からも火が溢あふれ出し、黒い濃のう密みつな煙が久宝の姿を覆おおい隠そうとしていた。

「ゴホッ、ゴホッ！」

「久宝！　悠長なこと言ってる場合か！　どうせ大した高さじゃない！　さあ、早く！」

「そんなことおっしゃいましても、身体からだが……ケフン、ケフン！」

　くそう！

　たしかに、久宝の気持ちはまったく分かないわけでもなかった。なぜならオレも、小さい頃ころ同じような経けい験けんをした覚えがあったからだ。

　あれはたしか小学校三、四年生くらいのことだったろうか。近所の公園にある公衆便所の屋根によじ登り、そこから飛び降りるという、今にして思えばしょうもない度胸試しが流は行やったことがあった。

　下から見ると大した高さではないのだが、上に立つと公園一帯がぐるりと見渡せて、まるで小高い丘の上にでも立ったような気分になる。せいぜい二メートルかそこらの高さでしかないのだろうが、身長一メートルちょっとのちびっ子たちからすれば、そこはとんでもなく高い場所なのである。

　あの時オレは、怖くてなかなか飛び降りることができなかった。周囲の連中から意い気く地じなしとからかわれ、それでも脚が震ふるえて前に踏み出すことができなかった。

　だがオレの記き憶おくに誤りがなければ、オレは最後にはちゃんと飛ぶことができたのだ。

　あの時オレはどうして飛ぶことができたのか。

　あれほど怖がっていたのに、どうして前へ脚を踏み出すことができたのか。

「そうだ！」

「どうした、桐きり島しま？」

「舞ま已いさん、オレを窓の下まで連れていってください！」

「分かった」

　舞已さんはオレの肩を持ち上げると、ゆっくり前に向かって進み出した。

　その時、

「大丈夫かい、桐島くん」

　誰かがさらにもう反対側の肩を持ち上げ、身体からだ全体がフワッと軽く浮かび上がった。

「翼つばさ先せん輩ぱい！」

　オレは舞已さんと翼先輩に両りよう脇わきを抱え上げられながら、燃もえ盛る炎の前に立つ。

「久宝！」

　窓の下に立ったオレは、震えて手すりにしがみ付く久宝に向かって、力いっぱい声を張り上げた。

「こっちを見ろ！」

「け、啓けい太た……？」

「地面なんか見るな！　見ると怖くて動けなくなる！」

　そう、オレはあの時どうしてトイレの屋根から飛び立つことができたのか。

　その答えがこれだ。

「オレだけを見ろ！　オレに向かって飛ぶんだ[image: ]」

「啓太……」

　あの日、オレは地面を見なかった。地面から完全に目を逸そらし、正面に輝かがやく夕ゆう陽ひに向かってジャンプしたのだ。

「お前はオレが必ず受け止める。だから何も心配するな！」

「………………!!」

「さゆりお嬢じよう様さま、わたくしたちを信じて、飛んでください！」

「そうだ、久く宝ほうくん！　きみは強い子じゃないか！　きみなら大丈夫だ！」

「み、皆さん……」

「さあ、オレはここだ！

　オレの声をたよりに、




　──翔とべ、さゆり！」




　次の瞬しゆん間かん、久宝の身体からだがサッと手すりを乗り越え宙に舞まった。

　巨大な炎の塊を背に、両手を広げ、空へ大きく羽ばたく。

　それは地じ獄ごくの底から舞まい立つ、美しい蝶ちようの羽ばたきのように思われた。

　金きん色いろの髪が炎を美しく照り返し、無む垢くな肌が黒煙と鮮あざやかなコントラストを描き出す。

　オレはその光景に、しばし目を奪われた。

　奪われたのだが、段々と久宝の顏が大きくなり、

　う、うわああああああああああああああああああ！




　ドスン！




[image: ]

　凄すさまじい衝しよう撃げきを受けて、オレはその場にひっくり返った。

「……ってててて、……って、しまった！　く、久く宝ほう!?」

　慌てて起き上がろうとしたところで身体の上に妙な重みを感じ、オレはハッと視し線せんを胸元に降ろした。

「久宝……………」

　そこには煤すすけた頰ほおに安らいだ笑えみを浮かべる、久宝の姿があった。

「無事だったか……」

　服の上から、ほのかな温もりが伝わってくる。その柔らかな身体からだを無性に抱き締めたくなり、オレはそろそろと久宝の背中に手を伸ばす。

「久宝……」

　とその時、

「貴様、わたしの上でさゆりお嬢じよう様さまに手を出そうとは、なかなか良い度胸をしているな」

　背中の方から血も凍るような冷たい声が聞こえ、オレは慌ててその場から飛とび退のいた。

「きゃん！」

　久宝がゴロンと脇わきに転がり落ち、子犬のような悲鳴を上げる。

「あ、あああの……す、すみません……」

　声の主は、舞ま已いさんだった。オレを脇から支えてくれていたはずだが、久宝が飛び付いてきた瞬間、勢いに押されてオレの下した敷じきになってしまっていたらしい。

「まあまあ、みんな無事で良かったではありませんか……」

　うまく難なんを逃れていた翼つばさ先せん輩ぱいが、必死で舞已さんをなだめようとする。だが、メイドさんはまるで怒りを収める風もなく、鬼のような形ぎよう相そうでじわじわとオレににじり寄ってくる。

　恐怖で思わず後ずさったその時、オレの背中がドンと誰だれかにぶつかった。

「……っと、すみませ──あっ！」

　振り返ったその先に立っていたのは、オレに久宝の窮きゆう地ちを知らせてくれた、あのＯＬだった。オレはパッと振り返り、深く頭を下げて彼女に礼を述べる。

「あの、またお世話になりましたね。どうもありがとうございました」

　この人からの電話がなければ、いま頃ごろどうなっていたことか。いくら感かん謝しやの言葉を述べても言い足りないくらいだ。

　ところが、オレの背後では、なぜか舞ま已いさんが顏を引きつらせながら驚きよう愕がくに身を震ふるわせていた。

「お前は、鷲わし尾お……」

「え、舞已さん、この人ご存じなんですか？」

　オレが尋たずねると、舞ま已いさんは吐き捨てるような口く調ちようでこう答える。

「ああ。鷲わし尾お貴たか子こ。わたしの旧友だ」

　舞已さんの言葉に、鷲尾貴子と呼ばれたＯＬは、寂しそうな顔でフッと微笑ほほえんだ。

「鷲尾、貴様、一体何をしている」

「何をしているって……舞已さん、この人はオレたちのことを助けて──」

「違うのよ、啓けい太たくん」

「え？」

「あたしは、きみから感謝されるような人間ではないの」

「どういう、ことですか……？」

　鷲尾さんはギュッと拳こぶしを握り締しめると、何かを決意したような表情で、こう告げた。

「実はね、先日、あなたの彼女が襲おそわれたのは、あたしたちの陣営が企たくらんだことだったのよ」

「わたしたちの陣営……？　あの、言っている意味が分からないんですけど、陣営って、どういうことですか？」

「あたしはね、つい数日前まで千ち代よ原はら区く長ちよう選の立候補者、若わか杉すぎすなおの選挙プランナーを務めていたの」

「え…………[image: ]」

　つまり、この女性はオレたちのライバル候補者のブレーンで、そのライバル候補者は、久宝を蹴け落おとすために犯罪者を使ってレイプまがいの行為までしようとしたということか？

「謝あやまって許されることではないということはよく分かっているわ。けど、せめてひと言詫わびさせて欲しいの。本当に……ごめんなさい」

　深々と頭を下げる鷲尾さん。

「鷲尾、貴様も一枚噛かんでいたのか？」

「いいえ、それはないわ」

　舞已さんの言葉に、鷲尾さんはキッパリとそう言い切った。だが、すぐに俯うつむいて、再び申し訳なさそうに目を伏せる。

「それはない……けど、あたしの陣営がやったのは事実よ。それについて、あたしは一切言い訳するつもりはない」

　彼女の重い言葉に、誰だれもが口をつぐんだ。

　だがその時である。

「だめですわ」

「「「[image: ]」」」

　オレの背後から、突然信じられないセリフが聞こえてきた。

　驚おどろいて振り向くと、腕を組んで仁に王おう立だちのポーズで立つ、久く宝ほうの姿が目に入った。

「お、おい、久宝……」

「いえ、いいの、啓けい太たくん。今回の件で一番恐ろしい目にあったのは彼女なんだから、許してもらえないのは当然のことよ」

　戸惑うオレたちの前で、神妙に項垂うなだれる鷲わし尾おさん。だが、久く宝ほうはそんな鷲尾さんを見下ろしながら、ぬけぬけととんでもないことを言い始める。

「鷲尾さん、誰が謝あやまってくださいと申しまして？　あなたはわたくしのことを『手て伝つだう』とおっしゃったんですから、もう若わか杉すぎ陣営ではなくさゆり陣営ですのよ？　そこを間違えてもらっては困りますわ！」

「は？　……あっ」

　久宝の言葉に、鷲尾さんがおかしなものでも食べてしまったかのような表情を浮かべた。

「フッ……」

　呆ぼう然ぜんとする鷲尾さんの背中を、舞ま已いさんが肩をすくめながらながらポンポンと叩たたく。

「そういうことだ、鷲尾。さゆりお嬢じよう様さまは貴様の元ボスと違って、海よりも広い心をお持ちだ。感かん謝しやしてこの場にひれ伏すが良い」

「舞已………」

「鷲尾さん、もう逃げられませんよ？　オレも同じ道をたどりましたから、観かん念ねんしてください」

　オレも一いつ緒しよになって、鷲尾さんの手を取る。

「わたしからもぜひお願ねがいします。あなたのような素す敵てきな女性なら大歓迎です」

　あれ、オレって男だから、もしかしたら翼つばさ先せん輩ぱいから歓迎されてなかったとか？

「みんな……ありがとう。本当にありがとう」

　鷲尾さんはオレたちの顔を見回し、涙を浮かべながらもう一度頭を下げた。

「さあ、それじゃあ最後に、大事な用件を済ませておこうかしら」

　ようやく清すが々すがしい表情に戻った鷲尾さんは、そう言って今度は突然どこかに電話を掛け始める。一体何をするつもりだろう？

「ああ、若杉？　あたし、鷲尾。今どこにいるかって？　そんなのあんたには関係ないじゃない。あたし、今日きようから久宝さゆりに付くことにしたんだから。はあ？　報酬？　そんなものクソ食らえよ。どうせ小汚い手でかき集めた金なんでしょ？　そんなのもらったら、こっちの財布が腐っちゃうわよ。るっさいわね～、そんな大きな声で言わなくても聞こえてるってば。それよか、今から面おも白しろいものを見せてやるから、楽しみにテレビの前に座ってなさい」

　何だかとてつもなく恐ろしい会話をしているように聞こえるのだが、大丈夫だろうか。

「あ、そうそう、最後に一つ言い忘れてたわ」

　ハラハラしているオレたちの前で、鷲尾さんは大きく息を吸い込み、受話口に向かってありったけの声を振り絞って叫ぶ。

「あんたみたいなクズは、地じ獄ごくに堕おちろ！」

　言い終えた鷲尾さんは、実にすっきりした表情で携帯電話を片付けた。

「ふ～～～～」

「あの、鷲わし尾おさん……？」

「ちょっと待って、もう一つだけやることあるから」

　あ然としているオレたちを置き去りにして、鷲尾さんは近くで撮さつ影えいをしていたテレビスタッフのそばへ歩み寄り、そのままカメラに向かってとんでもないことをしゃべり始めた。

「えーっと、テレビの前の皆さん、こんにちは。あたしは千ち代よ原はら区く長ちよう選せんの立候補者、若わか杉すぎすなおの選挙プランナーを勤めていたものです。今日きようは皆さんに、若杉が陰でどのようなことをしていたか、この場を借りて、正直に告白させていただきたいと思います」

　記者は最初こそキョトンとした表情を浮かべていたが、すぐ我に返り、

「皆さん、お聞きになりましたでしょうか！　たった今、新しん政せい党とう候補者若杉氏の選挙プランナーを名乗る人物が、若杉氏の不正を我々に堂々と告発し始めました！　真偽のほどについては警けい察さつの捜査に委ゆだねられることと思いますが、これは大変なことになるかもしれません！」

　と興こう奮ふんした口く調ちようでまくし立て始めた。

　ひとしきり言い終えた鷲尾さんは、悠然とオレたちのところへ戻ってくると、ニッコリ微笑ほほえみながら久く宝ほうに向かって手を差し出す。

「改めて、選挙プランナーの鷲尾貴たか子こよ。貴子で良いわ。普ふ段だんはプータローだけど、よろしくね」

「こちらこそ、どうぞよろしくですの」

　驚おどろき立ち尽くすオレを尻しり目めに、久宝は笑え顔がおで貴子さんの手を取った。その様よう子すを見ながら、オレはしみじみと思う。なぜオレの周りには危険な女性ばかり集まってくるだろうかと。

　オレの人生の謎なぞは、一層深まるばかりなのであった。
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　部室のテレビの前で、オレたち千代原区政勉強会の部員たちは、固かた唾ずを呑のんで投票の行方ゆくえを見守っていた。

　今け朝さ起きた二大事件、貴子さんのショッキングな告発と、久宝の命をかえりみない救きゆう出しゆつ劇げきは、すぐさまメディアを通じて大きく報じられ、瞬またたく間まに人々の耳じ目もくを騒さわがせることとなった。

　途と端たんに久宝の票が一気に伸び始め、それと反比例するように、若杉の票はどんどん勢いを失っていった。

　さらにとどめを刺すように、若杉の事務所が謎なぞの爆ばく発はつ事故を起こした。奇跡的にもケガ人は出なかったが、散らばった書類の中には若杉の不正を示す証拠がいくつも記載されており、その情報は瞬く間に電波に乗って有権者の許もとへと伝えられていった。

　そして開票からわずか数分後、




《久く宝ほうさゆり氏、当とう確かくです！》




　わあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！




　事務所に据え付けられたテレビの前で、オレたちの歓声が湧き上がった。

　あまりに早過ぎる当確のような気もするが、聞いた話では、開票作業の始めに、候補者別に票の束をざっくり山分けるのだそうで、その差が余りに大きければ、一いち目もく瞭りよう然ぜんで当確を出してしまうものらしい。

「良かったな、久宝」

　オレは久宝の背中をバンと叩たたいた。

　が、

「…………」

　なぜか久宝はどこか不満そうだ。

「どうした？」

　不ふ思し議ぎに思ってオレが尋たずねると、久宝はあひるのように唇を尖とがらせながら言う。

「何で久宝に戻ってしまったんですの？」

「え？」

　戻ってしまったって、オレは最初から久宝としか呼んでいないはずだが？

「わたしに飛び降りるよう言った時、啓けい太たはわたくしのこと『さゆり』と呼んでくださりましたの」

「そ、そうだったか!?」

「そうですわ！」

　うーん、あの時は必死だったから、あんまりよく覚えていないなあ……というのはウソで、本当はちょっぴり記き憶おくに残っていたりする。

「ま、まあ、じゃあ、またそのうちにな！」

「啓太！」

　久宝が顔を真まっ赤かにしながらオレに食ってかかろうとしたところで、突然部室にワッと大勢の人が詰めかけてきた。

「久宝さん、当選おめでとうございます！」

「世界初の女子高生区長が誕たん生じようしたわけですが、今後の抱負をお聞かせください！」

「これからもコスプレは続けていかれるおつもりですか？」

　パシャパシャとフラッシュが焚たかれ、マイクが北ほく斗と百ひやく○拳けんのように繰くり出されてくる。

　カメラ慣なれしていないオレたちはビビッて部室の端っこへ退散してしまったが、レイヤー活動ですっかりカメラにも馴な染じんでいる久く宝ほうは、火事の後着替えた衣装を記者たちに見せ付け、むしろまんざらでもなさそうな笑え顔がおを浮かべていた。




　彼らの前で、久宝は宣言する。




「わたくし久宝さゆりは、表現の自由を侵おかそうとする輩やからから真に独立したオタクたちの趣都、ネオ千ち代よ原はら区くを建設することをここに誓いますわ。




　皆さま、今後ともどうぞ、よろしくですの！」







　　　あとがき




　はじめまして（前作「合ごうコンに行ったらとんでもないことが起おこりました」（メディアワークス文ぶん庫こ）を読んでくださった方はお久しぶりです）、著者の鷲わしの宮みやだいじんでございます。

「合コン～」では前担当の西にし谷たにさんに大っ変お世話になりましたが、今作も新担当の清きよ瀬せさんから多大なアイディアやアドバイスを頂きまして、これはもう完全に清瀬さんとの合作と呼ぶべきものに仕上がっております。わたしのイマイチなプロットから何とか出版まで引き上げていただきまして、清瀬さんにはいくらお礼を申し上げても足りません。本当にありがとうございました。その他ほか、この本はたくさんの方々のお力添えがあって形になっております。まとめてになってしまい大変恐きよう縮しゆくですが、この場を借りて深く深く御おん礼れい申し上げます。

　ＭＷメデイアワークス文ぶん庫こから電でん撃げき文庫に変わって一番大きな変化は、やはりイラストが多くなったという点でしょう。長なが頼よりさんから最初にいただいたのはさゆりと舞ま已いのラフ画でしたが、期待をはるかに超えてイメージどおり、いえ、イメージできなかった部分までバッチリ絵に表していただいており、何かもうニヤニヤが止まりませんでした。長頼さん、ありがとうございました。

　どうでも良い裏話ですが、実はさゆりは、当初の著者案では腹黒ドＳキャラでした。しかし、清瀬さんから「さゆりには純粋な子であって欲しい」という熱あついお言葉をいただき、今の性格へシフトした次第です。その際、今のさゆりの性格ではどうしても成り立たない部分が出てきてしまいました。そこを埋めるために生まれたのが、舞已です。舞已は、いわばさゆりから外出しされた、もう一人ひとりのさゆりなのです。ちょっと中ちゆう二に病びよう的に表現するなら、並行世界のさゆり、とでも申しましょうか。彼女のさゆりに対する異常な執しゆう着ちやく心しんは、そこに起因しているのだと、作者的には勝手に納得しております。

　それから、この本にはコスプレの話題がそこそこ出てきます。なので一応そちらにも触れておきますと、実はわたくし、台たい湾わんのコスプレイヤー・ＲＯＣＯＣＯさんの大ファンであります。台湾って、わたしたちが思っている以上に日に本ほんとの縁えんが深いんですよ。他にも中ちゆう国ごくのＹｉｎ卿さんとか、海外にも可愛かわいいレイヤーさんたちはたくさんいます。こういうのをきっかけにして、もっと仲良くできたら良いですね。興きよう味みがあったら、ぜひ彼女たちのＨＰを検索してみてください。これはもう本物認定して良いのではないかと思うほど、皆さんとっても可愛いですから。

　ちなみにわたくし兼業作家なのですが、今回は執筆ともう一つの仕事のピークがモロに重なりまして、作業中、何度か本気で死ぬのではないかと思いました。おまけに二つのピークがほぼ同時に終わりを告げましたので、脱力感もハンパないです。（メンタルヘルスには注意したいですね。皆さんもお気を付けください。）

　最後になりますが、この本を手に取ってくださった方、本当にありがとうございます。できればそのままレジに持っていっていただけると嬉うれしいです。それと、合わせてＭＷ文庫の「合コンに行ったらとんでもないことが起こりました」もよろしくお願ねがいします。でわでわ！
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鷲わしの宮みやだいじん

鷲宮というＰＮは地元の地名から取ったのですが、よく鷺宮（さぎのみや）と間違えられます。

高校の頃、学校の創立百周年記念パンフレットに鷲宮の地名を誤って鷺宮と書かれて以来、鷺宮はわたしにとって最大のライバルです。
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長なが頼より

長頼と申します。今回挿絵の方を担当させて頂きました。

舞已さんもっと描きたかったです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「鷲宮だいじん先生」係

「長頼先生」係











本書は書き下ろしです。
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久く宝ほうさゆりがセンキョします！




萌もえる区く政せい実じつ践せんマニュアル








鷲わしの宮みやだいじん
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